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豊
臣
期
検
地
一
覧
（
稿
）

平

井

上

総

は
じ
め
に

本
稿
は
、
豊
臣
期
に
行
な
わ
れ
た
検
地
の
一
覧
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
が
全
国
で
実
施
し
た
、
あ
る
い
は
実
施
を
命
令
し
た
検
地
は
俗
に
太
閤
検
地
と
呼
ば
れ
、
豊
臣
政
権
の
最
重
要
政
策
と
し
て

検
討
さ
れ
て
き
た
。
特
定
の
検
地
帳
の
定
量
分
析
か
ら
検
地
の
意
義
を
抽
出
す
る
手
法
や
、
政
権
の
政
策
基
調
全
体
か
ら
検
地
の
目
的
を

導
き
出
す
手
法
な
ど
の
ほ
か
、
近
年
は
検
地
の
実
施
手
続
き
に
注
目
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
の
基
礎
に
は
、
検
地
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
式
で
行
な
わ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
。
全
国
規
模

で
そ
う
し
た
情
報
を
収
集
し
た
研
究
と
し
て
、
戦
前
で
は
高
柳
光
寿
氏
の
も
の
が
挙
げ
ら

１
）

れ
る
。
高
柳
氏
は
「
秀
吉
が
、
こ
の
天
正
十
年

の
山
城
の
検
地
以
後
、
ど
う
い
ふ
順
序
で
全
国
に
検
地
を
行
つ
た
か
」と
述
べ
、
天
正
一
〇

一
五
八
二
）年
か
ら
秀
吉
が
死
ぬ
慶
長
三

一
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五
九
八
）年
ま
で
の
間
、
そ
の
年
ご
と
に
ど
の
国
で
検
地
が
行
な
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
。
こ
の
一
覧
（
以
下
、
高
柳
表
と
略
記
）
は
全
国

の
実
施
状
況
を
可
視
化
し
た
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
簡
素
な
表
で
あ
り
、
改
善
す
べ
き
部
分
が
多
か
っ
た
。

戦
後
に
な
る
と
太
閤
検
地
論
争
に
よ
っ
て
こ
の
政
策
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
検
地
一
覧
を
掲
載
す
る
論

文
も
出
て
き
た
が
、
高
柳
表
に
手
を
加
え
る
程
度
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
状
況
を
大
幅
に
改
め
た
の
が
、
一
九
六
三
年
に
発
表
さ
れ

た
速
水
佐
恵
子
氏
に
よ
る
一
覧
で

２
）

あ
る
。
速
水
氏
は
従
来
の
一
覧
に
対
し
て
、
直
轄
検
地
と
大
名
検
地
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
、
出
典
が

無
い
こ
と
、
検
地
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
て
挙
げ
、「
太
閤
検
地
が
如
何
な
る
過
程
を
経
て
全
国
的
に
施
行
さ
れ
て

い
っ
た
か
」
を
検
討
目
的
と
し
て
、
天
正
一
〇
年
〜
慶
長
三
年
の
検
地
を
、
Ａ
・
豊
臣
政
権
が
奉
行
を
派
遣
し
て
実
施
し
た
検
地
、
Ｂ
・

豊
臣
政
権
の
検
地
奉
行
が
自
領
に
行
な
っ
た
検
地
、
Ｃ
・
外
様
大
名
が
独
自
方
式
で
行
な
っ
た
検
地
の
三
種
に
分
類
し
て
一
覧
に
し
た（
以

下
、
速
水
表
と
略
記
）。
そ
の
後
、
Ａ
型
の
直
轄
検
地
を
一
国
検
地
（
Ａ
｜
ａ
）
と
外
様
大
名
領
検
地
（
Ａ
｜
ｂ
）
に
分
け
る
べ
き
と
す
る

斉
藤
司
氏
や
本
多
隆
成
氏
か
ら
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い

３
）

る
が
、
検
地
一
覧
表
と
し
て
は
基
本
的
に
こ
の
速
水
表
が
現
在
で
も
研
究
の
到
達

点
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
九
三
年
に
発
表
さ
れ
た
秋
澤
繁
氏
の
「
太
閤
検
地
」
は
、
天
正
年
間
の
豊
臣
政
権
の
検
地
の
変
化
の

過
程
を
追
う
と
と
も
に
、
各
地
の
検
地
状
況
か
ら
み
て
地
域
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
検
地
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
と
想
定
、
そ
れ
に
よ
っ
て

石
高
制
の
導
入
が
進
む
と
と
も
に
全
国
の
御
前
帳
徴
収
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
画
期
的
論
考
で
あ
る
が
、
そ
の
秋
澤
氏
も
速
水

表
の
更
新
の
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
そ
れ
に
代
わ
る
網
羅
的
検
地
一
覧
を
作
る
こ
と
は
せ
ず
、
確
実
な
検
地
を
取
り
上
げ
て
政
治
史
的

に
検
討
す
る
と
い
う
手
法
を
用
い
て

４
）

い
る
。

こ
の
よ
う
に
速
水
表
は
研
究
史
上
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
が
、
速
水
表
の
発
表
以
後
も
各
地
の
自
治
体
史
の
刊
行
や
大
名
領
国
ご

と
の
個
別
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
で
、
速
水
表
に
無
い
検
地
が
発
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
既
存
の
情
報
に
も
修
正
の
必
要
性
が
出

豊
臣
期
検
地
一
覧
（
稿
）
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て
お
り
、
新
た
な
検
地
一
覧
を
作
成
す
べ
き
状
況
が
来
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
が
蓄
積
し
て
き
た
成
果
に
学

び
な
が
ら
、
現
段
階
で
の
豊
臣
期
検
地
の
一
覧
表
を
提
示
し
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
一
覧
表
の
視
角

速
水
表
の
視
角
に
な
ら
い
、
今
回
の
一
覧
表
（
表
Ａ
）
も
記
載
内
容
の
充
実
を
は
か
り
、
よ
り
詳
細
な
情
報
の
提
供
を
目
指
し
た
い
。

そ
の
視
角
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
収
集
の
対
象
を
、
天
正
一
〇

一
五
八
二
）年
か
ら
慶
長
五

一
六
〇
〇
）年
ま
で
と
す
る
。
高
柳
表
や
速
水
表
が
慶
長
三
年
を
下

限
と
し
た
の
は
、
豊
臣
期
の
検
地
を
秀
吉
の
人
格
と
強
く
結
び
つ
け
る
当
時
の
研
究
段
階
に
規
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
大
名

が
独
自
に
実
施
し
た
検
地
も
重
視
し
、
少
な
く
と
も
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
大
規
模
な
国
替
が
行
な
わ
れ
る
慶
長
五
年
ま
で
は
連
続
し
て
捕

捉
範
囲
と
し
て
お
き
た
い
。
な
お
検
地
の
事
例
が
主
で
あ
る
が
、
指
出
の
み
行
な
っ
た
場
合
も
含
め
て
い
る
。

検
地
の
実
施
期
間
と
実
施
地
域
は
、
期
間
は
年
単
位
の
み
な
ら
ず
月
単
位
、
地
域
は
国
単
位
で
は
な
く
郡
単
位
（
あ
る
い
は
村
単
位
）

で
、
判
明
す
る
範
囲
で
明
確
化
す
る
。
実
施
時
期
を
月
単
位
に
す
る
の
は
、
検
地
が
実
際
に
は
ど
の
時
期
に
行
な
わ
れ
る
の
か
と
い
っ
た

検
地
の
実
態
論
の
た
め
の
情
報
と
、
ど
う
い
っ
た
契
機
で
検
地
が
行
な
わ
れ
る
の
か
と
い
う
政
治
史
的
検
討
に
適
す
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
地
域
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
政
権
が
す
べ
て
の
検
地
を
直
接
統
轄
し
て
毎
回
一
国
単
位
で
行
な
っ
て
い
た
か
の
よ
う

な
誤
解
を
防
ぎ
、
領
主
単
位
、
あ
る
い
は
そ
の
領
主
の
領
地
の
一
部
の
み
と
い
っ
た
検
地
の
施
行
範
囲
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
逆
に
一
国
単
位
で
行
な
わ
れ
た
直
轄
検
地
を
一
国
検
地
と
明
記
す
る
こ
と
で
強
調
す
る
意
味
も
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
検
地
奉

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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行
（
検
地
を
統
括
）・
検
地
役
人
（
実
際
に
検
地
作
業
に
従
事
）
も
判
明
す
る
限
り
調
べ
て
掲
載
す
る
こ
と
で
（
多
す
ぎ
る
場
合
は
省
略
）、

検
地
の
実
施
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

検
地
の
基
礎
情
報
に
つ
い
て
も
、
面
積
の
表
記
方
法
、
斗
代
、
名
請
人
の
表
記
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
提
示
す
る
。
豊
臣
政
権
の
方

式
（
畝
歩
制
、
石
高
制
、
高
斗
代
）
の
広
が
り
方
を
可
視
的
に
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
包
摂
さ
れ
な
い
地
域
を
示
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

名
請
人
は
無
姓
の
百
姓
を
登
録
す
る
検
地
帳
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
た
ま
に
給
人
が
名
請
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
分
付
記
載
が
あ
る

検
地
帳
も
あ
る
た
め
、
欄
を
設
け
た
。

備
考
欄
に
は
検
地
の
命
令
者
・
実
施
者
を
判
明
す
る
範
囲
で
示
し
た
ほ
か
、
検
地
に
至
る
経
緯
、
そ
の
他
の
特
徴
な
ど
を
記
し
た
。
命

令
・
実
施
者
を
示
し
た
の
は
、
速
水
表
に
お
け
る
Ａ
〜
Ｃ
の
類
型
に
対
応
す
る
情
報
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
先
に
紹
介
し
た
秋
澤
氏
の

研
究
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
名
が
自
領
に
実
施
し
た
検
地
の
中
に
豊
臣
政
権
の
命
令
に
基
づ
く
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
大
名
が
独
断
で
実
施
し
た
も
の
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多

く
、
政
治
史
的
検
討
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
高
柳
表
や
速
水
表
は
年
ご
と
に
実
施
国
を
ま
と
め
る
形
式
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
国
ご
と
に
年
代
順
に
ま
と
め
る
形
式
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
国
に
複
数
回
検
地
が
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
方
式
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
を
示
す
た
め
で

あ
る
。
こ
う
し
た
方
針
を
採
っ
て
い
る
た
め
、
豊
臣
政
権
に
服
属
し
て
い
な
い
大
名
が
独
自
に
検
地
を
行
な
っ
た
事
例
も
拾
っ
て
お
り（
後

北
条
氏
や
毛
利
氏
な
ど
）、
そ
の
情
報
は
豊
臣
期
以
前
と
以
後
の
比
較
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
や
は
り
、
全
体
的
な
実
施
動
向
を
把
握
す
る
に
は
高
柳
表
や
速
水
表
の
表
記
方
式
が
適
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
に
準
じ
た
表

を
表
Ｂ
と
し
て
作
成
し
た
。
検
地
の
分
類
は
速
水
表
と
は
変
え
、（
１
）
豊
臣
直
轄
検
地
（
直
轄
領
、
大
名
領
と
も
に
）、（
２
）
取
立
大
名

― ―4
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検
地
（
政
権
か
ら
の
命
令
の
有
無
を
問
わ
ず
）、（
３
）
外
様
大
名
検
地
（
同
上
）
の
三
つ
と
し
た
。
こ
れ
は
、
検
地
奉
行
未
経
験
の
取
立
大

名
や
豊
臣
一
族
に
よ
る
検
地
が
あ
る
こ
と
と
、
検
地
奉
行
経
験
者
が
自
領
に
独
自
事
情
で
行
な
っ
た
検
地
を
豊
臣
政
権
全
体
の
検
地
に
埋

没
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
取
立
大
名
と
外
様
大
名
の
区
分
は
本
能
寺
の
変
時
点
で
大
名
で
あ
っ
た
か
否
か
を
基
準
と
し
た
が
、
厳
密
な

基
準
に
は
し
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
小
早
川
秀
秋
は
小
早
川
隆
景
の
養
子
で
あ
る
た
め
外
様
大
名
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
秀
秋
と
豊
臣
政

権
と
の
関
係
や
、
検
地
奉
行
山
口
宗
長
が
豊
臣
政
権
の
検
地
奉
行
経
験
者
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
取
立
大
名
側
に
分
類
し
た
。
ま
た
、（
２
）

（
３
）型
検
地
の
実
施
に
際
し
て
豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
か
否
か
を
記
す
こ
と
も
考
え
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
不
明
な
点
が
多
い

た
め
断
念
し
た
。
以
上
、
表
Ｂ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
傾
向
を
見
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
詳
細
は
表
Ａ
の
ほ
う
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
検
地
一
覧
表
は
、
豊
臣
政
権
論
の
み
な
ら
ず
、
土
地
政
策
研
究
全
体
に
役
立
つ
も
の
と
信
じ
る
が
、
掲
載
し
た
検
地
情
報
の

誤
り
や
洩
れ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
文
面
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
検
地
帳
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
回
の
一
覧
表
（
表
Ａ
）
は
、

今
後
よ
り
完
全
に
近
い
一
覧
表
を
作
成
す
る
た
め
の
た
た
き
台
と
し
て
公
表
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

文
禄
・
慶
長
期
直
轄
検
地
の
契
機

豊
臣
政
権
の
検
地
は
天
正
・
文
禄
・
慶
長
の
各
年
代
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
う
ち
天
正
年
間
に
つ
い
て
は
秋
澤
氏
に
よ
り
政
治
史
的
検
討

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
の
文
禄
・
慶
長
年
間
の
検
地
は
し
ば
し
ば
文
禄
検
地
や
慶
長
検
地
と
呼
ば
れ
、
充

実
し
た
一
国
規
模
の
直
轄
検
地
（
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
大
和
・
播
磨
・
伊
勢
・
越
前
な
ど
）
や
、
外
様
大
名
領
へ
の
直
轄
検
地
（
上
杉
・

佐
竹
・
島
津
領
な
ど
）
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
検
地
条
目
が
整
備
さ
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
質
的
に
深
化
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
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表Ｂ 豊臣期検地年代別実施地域一覧

実施年 (１）直轄検地 (２）取立大名検地 (３）外様大名検地

天正10年（1582） 山城、播磨 能登、近江

天正11年（1583） 近江、山城、摂津、河内 若狭
尾張、伊勢、伊賀、能登、
越中、加賀、石見、周防、
阿波

天正12年（1584） 近江、山城、河内 播磨 越後、美濃、加賀、越前

天正13年（1585） 山城、大和、河内 和泉、紀伊、淡路、阿波 武蔵、越中、備後

天正14年（1586） 山城
上野、下総、尾張、伊勢、
伊賀、能登、伊予

天正15年（1587） 山城、丹波、伊予 大和、紀伊、伊予、豊前
武蔵、越後、信濃、美作、
長門、土佐、筑前、肥後、
壱岐

天正16年（1588） 紀伊、伊予、肥後 若狭
武蔵、志摩、備前、周防、
土佐、筑前、肥前

天正17年（1589） 美濃、山城 伊勢、肥後、阿波
信濃、甲斐、駿河、遠江、
三河、能登、備前、出雲、
土佐、豊後？

天正18年（1590）
陸奥、出羽、武蔵、相模、
安房、三河、近江、讃岐

信濃、甲斐、駿河、三河、
紀伊、阿波

上野、下総、武蔵、相模、
伊豆、越後、信濃、遠江、
伯耆、石見、備中、備後、
安芸、土佐、豊後？、筑後

天正19年（1591）
陸奥、常陸、近江、摂津、
和泉

信濃、甲斐、遠江、加賀、
紀伊、伊予、肥後

常陸、下野、上野、上総、
下総、武蔵、相模、信濃、
能登、越中、大和、土佐、
豊後

天正20年（1592）
近江、山城、日向、大隅、
薩摩

三河、尾張
上総、下総、武蔵、相模、
佐渡、信濃、能登、越中

文禄２年（1593）
尾張、豊後、肥前、日向、
薩摩

遠江、大和、阿波、肥後
上野、上総、武蔵、相模、
日向

文禄３年（1594）

陸奥、常陸、尾張、伊勢、
志摩、伊賀、美濃、丹波、
摂津、河内、和泉、日向、
大隅、薩摩

陸奥、出羽、甲斐、若狭、
但馬、伊予、豊後

陸奥、常陸、下野、上総、
下総、武蔵、相模、伊豆、
信濃、播磨、備前、美作、
備中

文禄４年（1595）
下野、常陸、越後、信濃、
大和、播磨、日向、大隅、
薩摩

信濃、遠江、筑前、筑後、
肥前、肥後

陸奥、出羽、常陸、下野、
上総、武蔵、伊豆、越後、
信濃、越中、出雲、土佐

文禄５年（1596） 近江、和泉、肥後 甲斐、丹波、肥後
陸奥、上野、下総、伊豆、
越後、越中、土佐

慶長２年（1597） 安房
遠江、丹波、讃岐、豊後、
肥後

常陸、上野、上総、下総、
武蔵、伊豆、越後、越中、
山城、伯耆、出雲、石見、
備中、備後、安芸、周防、
長門、土佐

慶長３年（1598） 信濃、加賀、越前 越後、信濃、豊後

上野、上総、武蔵、伊豆、
越後、越中、加賀、近江、
伯耆、出雲、石見、備中、
備後、安芸、周防、長門、
土佐

慶長４年（1599）
駿河、遠江、讃岐、豊後、
肥後

上総、下総、武蔵、石見、
隠岐、肥前

慶長５年（1600） 越後、遠江、肥後
武蔵、越後、佐渡、信濃、
備中、肥後
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に
加
え
、
天
正
年
間
は
石
高
把
握
の
た
め
に
と
り
あ
え
ず
大
名
独
自
方
式
の
検
地
や
机
上
の
処
理
で
済
ま
せ
て
い
た
国
で
も
、
文
禄
・
慶

長
検
地
で
は
豊
臣
政
権
と
類
似
の
方
式
に
近
づ
い
て
い
く
な
ど
（
慶
長
年
間
に
三
〇
〇
歩
一
反
制
・
畝
制
を
採
用
し
た
毛
利
領
な
ど
。
表

Ａ
参
照
）、
豊
臣
政
権
が
直
轄
し
て
い
な
い
検
地
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
く
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
文
禄
・
慶
長
期
に
も
独
自
方
式
（
あ
る
い
は
従
来
の
方
式
）
を
用
い
る
大
名
が
多
い
こ
と
も
表
Ａ
か
ら
わ
か
る
。
例
え
ば

伊
達
領
で
は
奥
羽
再
仕
置
で
は
石
高
制
の
検
地
条
目
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
文
禄
年
間
の
独
自
検
地
で
は
貫
高
制
で
あ
り
、
あ
た
か
も
豊

臣
方
式
を
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
分
米
の
無
い
検
地
帳
を
作
成
し
た
り
一
部
で
永
高
（
永
楽
銭
基
準
の
貫
高
制
）
を
採
用
し

た
り
す
る
徳
川
領
、
大
半
小
制
や
一
律
斗
代
を
採
用
す
る
前
田
領
も
独
自
性
が
強
い
。
上
杉
領
な
ど
は
、
豊
臣
政
権
の
直
轄
検
地
を
受
け
、

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
も
、
直
後
の
河
村
検
地
で
独
自
方
式
の
検
地
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
じ
上
杉
領
で
も
佐
渡

国
で
は
最
後
ま
で
苅
高
を
用
い
、
越
後
や
会
津
と
の
統
一
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
西
国
で
は
長
宗
我
部
領
で
地
高
制
を
用
い
続
け
て
お
り
、

先
に
豊
臣
方
式
に
近
づ
い
た
例
で
紹
介
し
た
毛
利
領
も
実
は
石
高
・
貫
高
の
併
用
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
持
ち
ク
ラ
ス
の
大
名

の
み
な
ら
ず
、
信
濃
国
で
は
真
田
・
仙
石
な
ど
比
較
的
小
規
模
の
大
名
も
文
禄
年
間
に
貫
高
制
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
領
地
の
大
・
小

や
豊
臣
取
立
・
外
様
と
い
っ
た
条
件
と
は
無
関
係
に
独
自
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
の
研
究
で
は
豊
臣
方
式
を
採
用
し
な
い
大

名
を
後
進
的
と
み
た
り
、
大
名
の
独
立
的
地
位
を
強
調
し
た
り
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
近
世
に
も
続
い
て
い
く
多
様
な
あ
り
方
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て

５
）

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
禄
・
慶
長
年
間
は
検
地
条
目
な
ど
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
実
施
国
数
の
多
さ
も
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
表
Ｂ
か
ら
実

施
国
数
に
注
目
し
て
グ
ラ
フ
化
す
る
と
表
Ｃ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
は
指
出
・
検
地
を
区
別
し
て
お
ら
ず
、
国
全
体
の
検
地
と
部
分
検

地
が
混
在
し
て
お
り
、ま
た
徳
川
氏
や
毛
利
氏
な
ど
の
大
大
名
の
検
地
が
実
施
さ
れ
た
年
は
件
数
が
増
加
し
て
し
ま
う
な
ど
、厳
密
な
デ
ー
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タ
に
は
な
り
え
な
い
が
、
実
施
傾
向
は
把
握
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、

天
正
一
八
・
一
九
年
の
関
東
・
奥
羽
服
属
と
御
前
帳
提
出
に
と
も
な
う
ピ
ー

ク
の
の
ち
、
文
禄
三
・
四
年
、
慶
長
二
・
三
年
に
も
大
き
な
ピ
ー
ク
が
来
て

い
る
こ
と
か
ら
、
天
正
年
間
の
検
地
の
後
に
、
再
度
文
禄
・
慶
長
年
間
に
検

地
を
実
施
し
た
地
域
が
多
か
っ
た
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
、
豊
臣

政
権
の
奉
行
が
行
な
う
直
轄
検
地
が
文
禄
年
間
に
多
く
な
る
傾
向
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
文
禄
・
慶
長
年
間
の
検
地
、
と
く
に
豊
臣
政
権
の
奉
行

が
直
轄
し
て
行
な
っ
た
も
の
は
い
か
な
る
目
的
で
行
な
わ
れ
た
の
か
。
こ
の

う
ち
文
禄
検
地
に
つ
い
て
、
通
説
で
は
、
こ
の
時
期
が
朝
鮮
侵
略
（
文
禄
の

役
・
慶
長
の
役
）
の
合
間
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
第
二
次
出
兵
へ
の
基
盤
整

備
、
あ
る
い
は
豊
臣
奉
行
が
直
轄
し
た
外
様
大
名
領
検
地
の
場
合
は
大
名
権

力
の
確
立
策
と
捉
え
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
中
野
等
氏
は
、
結
果
と
し
て

決
裂
し
て
慶
長
の
役
に
至
る
と
は
い
え
検
地
実
施
当
時
は
ま
だ
講
和
交
渉
の

最
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
関
白
豊
臣
秀
次
と
太
閤
秀
吉
の
対
抗
関
係

を
軸
に
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
大
名
領
主
権
へ
の
介
入
と
秀
次
の
内
治
権
の
否

定
と
し
て
こ
の
時
期
の
検
地
を
捉

６
）

え
た
。
ま
た
、
文
禄
二
年
の
豊
後
国
検
地

表Ｃ 豊臣期検地実施国数表
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を
侵
略
の
た
め
の
兵
站
基
地
整
備
と
み
る
説
に
対
し
て
は
、
田
畠
の
荒
廃
が
広
汎
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
村
復
興
の
前
提
と
し
て
の

土
地
把
握
と
位
置
づ

７
）

け
た
。

中
野
氏
の
視
角
は
、
検
地
と
当
時
の
政
治
状
況
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
検
地
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
中
野
氏
の
視
角
に
学
び
な
が
ら
、
文
禄
・
慶
長
期
の
直
轄
検
地
の
う
ち
い
く
つ
か
を
政
治
史
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
の
直
轄
検
地
と
い
え
ば
、
幾
度
か
触
れ
た
よ
う
に
蔵
入
地
と
小
大
名
領
が
含
ま
れ
る
国
へ
の
一
国
検
地
や
、
外
様
大
名
領
へ

の
直
轄
検
地
が
有
名
で
あ
る
が
、
一
国
検
地
の
ほ
う
の
実
施
の
契
機
に
議
論
が
あ
る
こ
と
は
右
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
国
検

地
の
一
例
と
し
て
、
文
禄
三

一
五
九
四
）年
伊
勢
国
検
地
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
検
地
の
概
要
は
表
Ａ
に
示
し
た
通
り
だ
が
、
そ
の
意
義

に
つ
い
て
大
石
学
氏
は
、
①
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
地
奉
行
が
個
別
領
主
支
配
を
超
え
て
一
国
検
地
を
実
施
し
た
こ
と
、
②
検
地
の
結

果
が
領
主
単
位
で
は
な
く
国
郡
単
位
で
集
計
さ
れ
た
こ
と
、
③
検
地
の
成
果
を
も
と
に
知
行
割
・
知
行
宛
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、

こ
れ
を
通
し
て
国
家
権
力
（
公
権
力
・
中
央
権
力
）
が
地
域
に
直
接
関
係
を
結
ぶ
契
機
に
な
っ
た
と
し
て

８
）

い
る
。
で
は
こ
の
伊
勢
国
検
地

は
ど
う
い
っ
た
契
機
で
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
伊
勢
国
検
地
（
文
禄
三
年
七
〜
九
月
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
豊
臣
政
権
の
お
膝
元
と
も
い
う
べ
き
摂
津
・
河

内
・
和
泉
の
三
ヶ
国
で
一
国
検
地
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
同
年
八
〜
一
二
月
）。
ど
ち
ら
も
豊
臣
奉
行
に
よ
る
直
轄
・
一
国
検

地
で
あ
り
、
検
地
条
目
の
条
文
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
連
動
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
た
だ
、
現
在
判
明
す
る

検
地
条
目
は
伊
勢
が
六
月
付
、
和
泉
が
八
月
付
で
あ
り
、
検
地
奉
行
も
摂
河
泉
の
三
国
で
は
共
通
す
る
者
が
多
い
（
宮
城
豊
盛
・
浅
野
長

吉
・
船
越
景
直
等
）
こ
と
に
比
べ
、
伊
勢
は
ま
っ
た
く
重
な
ら
な
い
。
検
地
奉
行
の
人
選
自
体
、
摂
河
泉
は
前
々
か
ら
検
地
を
手
が
け
て

き
た
熟
練
の
奉
行
が
多
い
の
に
対
し
て
、
伊
勢
の
奉
行
は
検
地
奉
行
未
経
験
者
が
多
く
、
半
数
は
伊
勢
国
内
に
領
地
を
持
つ
こ
と
を
理
由
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に
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る（
た
だ
し
自
領
へ
の
検
地
の
た
め
で
は
な
い
）。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
時
期
と
検
地
条
目
の
内
容
の

一
致
を
も
と
に
伊
勢
国
検
地
と
摂
河
泉
検
地
を
結
び
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
実
施
の
契
機
は
別
と
み
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
伊
勢
国
の
北
部
に
豊
臣
秀
次
領
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
秀
次
領
の
隣
国
尾
張
に
は
前
年
末

か
ら
秀
吉
・
秀
次
双
方
の
奉
行
に
よ
る
検
地
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
秀
吉
と
秀
次
の
関
係
が
悪
化
し
て
く
る
時
期
に
お
け
る
秀
次

領
へ
の
直
接
介
入
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
国
検
地
後
に
秀
吉
は
多
く
の
大
名
に
領
地
を
配
分
し
た
が
、
大
石
氏
が
ま
と
め
た

表
を
参
照
す
る
と
、
そ
の
中
に
は
秀
次
領
と
み
ら
れ
る
朝
明
・
員
弁
・
三
重
の
各
郡
の
土
地
も
見
ら
れ
、
し
か
も
秀
吉
か
ら
そ
こ
を
宛
行

わ
れ
た
者
に
は
、
徳
川
家
康
ら
の
他
に
秀
次
の
付
家
老
で
あ
る
田
中
吉
政
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
秀
吉
に
よ
る
秀
次
領
へ
の
介
入
を

示
す
事
態
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
尾
張
国
検
地
と
伊
勢
国
検
地
の
検
地
奉
行
は
全
く
異
な
り
、
ま
た
尾
張
国
検
地
に
関
す
る
史
料
に
伊

勢
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
か
ら
、
両
検
地
を
一
貫
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

伊
勢
国
検
地
の
実
施
目
的
・
契
機
と
し
て
秀
吉
に
よ
る
秀
次
領
へ
の
直
接
的
介
入
・
再
編
を
み
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
慶
長
三

一
五
九
八
）年
の
越
後
・
信
濃
・
加
賀
・
越
前
各
国
で
の
一
国
も
し
く
は
部
分
検
地
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
時
期
、
宇

都
宮
国
綱
の
改
易
（
慶
長
二
年
一
〇
月
）、
蒲
生
秀
行
の
下
野
転
封
（
慶
長
三
年
三
月
）、
上
杉
景
勝
の
会
津
転
封
（
同
月
）、
越
後
・
北
信

濃
の
一
時
的
直
轄
化
、
堀
秀
治
・
溝
口
秀
勝
・
村
上
頼
勝
の
越
後
転
封
（
同
年
五
月
）、
田
丸
直
昌
・
関
一
政
の
信
濃
川
中
島
転
封
（
同
年

八
月
）、
丹
羽
長
重
の
小
松
加
増
（
同
年
四
月
）、
小
早
川
秀
秋
の
越
前
転
封
（
同
年
七
月
以
後
）
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
各

国
で
検
地
が
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
蒲
生
・
上
杉
・
堀
・
溝
口
・
村
上
・
田
丸
・
関
各
氏
の
転
封
計
画
は
若
干
の
曲
折
は
あ
る

が
慶
長
三
年
正
月
段
階
で
決
ま
っ
て
お
り
、
秀
吉
は
越
後
・
川
中
島
・
越
前
・
加
賀
二
郡
の
各
地
に
対
し
て
、
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・

長
束
正
家
ら
に
よ
る
検
地
を
実
施
し
て
か
ら
新
領
主
に
渡
す
こ
と
を
転
封
計
画
決
定
と
同
事
に
指
示
し
て

９
）

い
る
。
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こ
こ
か
ら
、
晩
年
の
秀
吉
は
、
直
轄
検
地
を
経
て
か
ら
領
地
を
渡
す
（
あ
る
い
は
蔵
入
地
化
す
る
）
志
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
よ
う
。
そ
の
直
接
の
目
的
は
、
旧
領
主
の
把
握
し
て
い
た
高
で
は
な
く
自
己
の
方
式
に
よ
っ
て
石
高
を
調
べ
、
宛
行
い
高
を
決
め
る

こ
と
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
慶
長
三
年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
文
禄
二
年
に
波
多
親
改
易
に
と
も
な
っ
て
長
束
正
家
・
山

中
長
俊
に
よ
る
肥
前
国
松
浦
郡
の
直
轄
検
地
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
も
同
様
と
み
ら
れ
、
同
年
の
豊
後
国
検
地
も
ま
た
、
大
友
吉
統
改
易

と
そ
の
遺
領
の
豊
臣
取
立
大
名
領
化
や
蔵
入
地
化
が
契
機
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
正
年
間
の
検
地
も
領
主
の
移
動
が
鍵
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
新
支
配
地
に
大
名
が
赴
任
し
て
す
ぐ
に
実
施
し
た
新
入
部
検
地
が
多
く
み
ら
れ
る
（
天
正
一
八
年
の

徳
川
家
康
転
封
に
と
も
な
う
関
東
・
甲
斐
・
信
濃
・
駿
河
・
三
河
の
検
地
な
ど
）。
天
正
年
間
は
、
検
地
未
実
施
の
ま
ま
大
名
石
高
を
決
め

て
宛
行
っ
た
り
、
大
名
自
身
に
よ
る
土
地
調
査
の
結
果
を
政
権
に
申
告
さ
せ
て
宛
行
高
を
決
め
た
り
し
た
場
合
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
後
者
の
場
合
政
権
は
大
名
指
出
に
依
拠
し
て
石
高
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
文
禄
・
慶
長
期
に
な
る
と
、
大
名
か
ら
の
指
出

よ
り
も
、
直
轄
検
地
に
よ
る
石
高
把
握
を
行
な
っ
た
上
で
領
地
を
宛
行
う
方
式
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

や
や
話
が
逸
れ
た
が
、
文
禄
・
慶
長
期
の
直
轄
検
地
に
は
、
収
入
増
加
や
大
名
支
援
・
所
領
関
係
再
編
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ

れ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
右
に
見
た
よ
う
に
大
名
の
移
動
と
い
う
偶
発
的
要
素
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
も
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
。
天
正
期
の
検
地
は
、
大
名
石
高
を
把
握
し
御
前
帳
を
作
成
す
る
目
的
の
も
と
に
、
直
轄
検
地
を
行
な
っ
た
り
服
属
大
名
や

新
入
部
大
名
に
検
地
を
実
施
さ
せ
た
り
と
い
う
形
で
あ
る
程
度
計
画
的
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
文
禄
・
慶
長
期
の
場
合
は
、
直
轄
検
地

が
増
え
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
全
国
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
越
後
国
で
の
直
轄
検
地
は
結
局
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
新
領
主
の
堀
・
溝
口
各
氏
（
お
そ
ら
く
村
上
氏
も
）
が
そ
れ

ぞ
れ
自
領
に
検
地
を
行
な
っ
て
い
る
。
小
村
弌
氏
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
が
堀
秀
治
に
検
地
を
前
提
と
し
て
上
杉
氏
時
代
の
一
割
半
増
し
の
石
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高
を
宛
が
っ
た
の
で
、
秀
治
は
そ
の
表
高
に
内
高
を
合
わ
せ
る
べ
く
検
地
を
実
施

10
）

し
た
。
た
だ
し
そ
の
方
式
は
同
年
の
越
前
国
検
地
と
は

異
な
っ
て
い
る
か
ら
（
大
半
小
制
、
三
六
〇
歩
一
反
制
の
採
用
な
ど
）、
豊
臣
政
権
の
直
轄
検
地
を
代
行
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
堀
・
溝
口

氏
独
自
方
式
の
代
替
わ
り
（
新
入
部
）
検
地
と
み
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
豊
臣
政
権
は
検
地
に
よ
る
石
高
の
把
握
と
収
入
の
増
加
を
望
み
、

大
名
に
も
そ
の
実
施
を
奨
励
し
て
い
た
が
、
最
終
段
階
と
い
わ
れ
る
慶
長
三
年
、
し
か
も
豊
臣
取
立
大
名
領
の
検
地
で
あ
っ
て
も
、
実
施

方
式
ま
で
は
強
制
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

余
談
だ
が
、
正
月
時
点
で
は
越
前
・
加
賀
の
検
地
は
雪
解
け
次
第
に
長
束
正
家
ら
に
行
な
わ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
六
・

七
月
の
実
施
と
な
っ
た
。
慶
長
三
年
越
前
国
検
地
は
秀
吉
最
後
の
直
轄
検
地
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
計
画
通
り
に
実
施
さ

れ
て
い
れ
ば
、
信
濃
国
川
中
島
検
地
が
最
後
の
検
地
だ
っ
た
だ
ろ
う
（
現
在
確
認
で
き
る
川
中
島
の
検
地
帳
は
慶
長
三
年
七
月
九
日
・
一

三
日
付
。
た
だ
し
川
中
島
検
地
も
本
来
七
月
以
前
の
実
施
予
定
だ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
）。

さ
ら
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
こ
の
越
前
国
検
地
の
時
期
の
変
転
は
、
検
地
が
実
施
さ
れ
る
季
節
の
問
題
に
も
見
通
し
を
与
え
て
く
れ
る
。

か
つ
て
豊
臣
政
権
の
検
地
は
田
畠
の
生
産
力
を
把
握
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
き
た
。
も
し
田
の
生
産
力
を
正
確
に
把
握
す
る
な
ら
ば
、
あ

る
程
度
稲
が
育
っ
た
状
態
で
検
地
を
行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
秀
吉
は
雪
解
け
と
同
時
に
検
地
を
行
な
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
計
画
も
覆
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
検
地
を
実
施
す
る
時
期
は
、
政
治
的
事
情

が
最
優
先
で
あ
り
、
生
産
力
の
測
定
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
豊
臣
政
権
の
方
針
は
、
た

と
え
ば
長
宗
我
部
氏
が
四
〜
九
月
の
農
繁
期
を
避
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
と
は
ま
た
異
な
る
志
向
で
あ
る
と
も
い
え
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
か
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
掲
載
し
た
一
覧
表
（
表
Ａ
）
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
若
干
指
摘
し
た
。
今
回

は
直
轄
検
地
に
注
目
し
た
が
、
徳
川
領
に
お
け
る
家
臣
検
地
の
多
さ
な
ど
、
注
目
す
べ
き
事
例
は
ま
だ
ま
だ
数
多
い
。
表
の
デ
ー
タ
も
ま

だ
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
情
報
の
収
集
に
努
め
、
一
覧
表
の
改
訂
を
期
し
た
い
。

注
１
）

高
柳
光
寿
「
豊
臣
秀
吉
の
検
地
」（
国
史
研
究
会
編
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）。

２
）

速
水
佐
恵
子
「
太
閤
検
地
の
実
施
過
程
」『
地
方
史
研
究
』
六
五
、
一
九
六
三
年
。

３
）

斉
藤
司
「
文
禄
期
『
太
閤
検
地
』
に
関
す
る
一
考
察
」『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
九
、
一
九
八
五
年
。
本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎
構
造
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
九
年
。

４
）

秋
澤
繁
「
太
閤
検
地
」（
朝
尾
直
弘
等
編
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
近
世
１
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

５
）

最
近
の
も
の
で
は
牧
原
成
征
「
兵
農
分
離
と
石
高
制
」（
大
津
透
等
編
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
近
世
１
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

６
）

中
野
等
「
文
禄
・
慶
長
期
の
豊
臣
政
権
」『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
。
な
お
、
秀
次
と
の
関
係
を
重
視
す
る
中
野

説
と
は
視
点
が
異
な
る
が
、
文
禄
三
年
の
摂
河
泉
検
地
や
翌
年
の
播
磨
国
検
地
に
つ
い
て
、
伏
見
・
大
坂
の
機
能
強
化
に
伴
う
大
名
へ
の
領
地
配
分
の
た
め

の
も
の
と
曽
根
勇
二
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
曽
根
勇
二
「
秀
吉
と
大
名
・
直
臣
の
主
従
関
係
に
つ
い
て
」
山
本
博
文
・
堀
新
・
曽
根
勇
二
編
『
豊
臣
政
権
の

正
体
』
柏
書
房
、
二
〇
一
四
年
）。

７
）

中
野
等
「「
豊
臣
大
名
」
大
友
氏
と
吉
統
除
国
後
の
豊
後
」
前
掲
注

６
）中
野
著
書
。
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８
）

表
Ａ
で
参
考
に
掲
げ
た
大
石
氏
の
各
論
文
、
お
よ
び
大
石
学
「
統
一
政
権
の
成
立
と
地
域
｜

伊
勢
国
三
重
・
鈴
鹿
郡
境
地
域
を
例
に
｜

」『
日
本
歴
史
』

五
三
四
、
一
九
九
二
年
。

９
）

越
後
国
へ
の
方
針
は
、
大
名
領
化
（
正
月
中
旬
）
↓
蔵
入
地
化
（
正
月
下
旬
）
↓
再
度
大
名
領
化
（
四
月
）
と
変
化
し
た
。
慶
長
三
年
の
国
割
・
検
地
の

典
拠
は
、
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編
『
宗
国
史
』
上
、
同
朋
舎
出
版
部
、
一
九
七
九
年
、
四
二
八
｜
四
三
〇
頁
。

10
）

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。

﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
Ｂ
（
課
題
番
号
２
４
７
２
０
２
８
６
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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表
Ａ

豊
臣
期
検
地
国
別
一
覧

年
期

間
実
施
国

実
施
範
囲

検
地
奉
行
・
役
人

地
積
表
示

斗
代

名
請
記
載

備
考

典
拠

天
正
18

８
～
11
月

陸
奥
国
一
国
（
伊
達
・

南
部
領
以
外
）

浅
野
長
吉
、
石
田
三
成
、
細
川
忠

興
、
青
木
一
矩
、
片
桐
貞
隆
、
竹

中
隆
重
、
渡
瀬
繁
詮
、
細
野
光
房
、

長
野
信
勝（
織
田
信
包
家
臣
）、
青

山
忠
元
、寺
内
織
部（
石
田
家
臣
）、

牛
丸
兵
左
衛
門
（
佐
竹
家
臣
）

半畝
歩

検
地
条
目
：
上
田
200
文
・
中
田

180
文
・
下
田
150
文
、
上
畠
100

文
・
中
畠
80
文
・
下
畠
50
文

相
馬
領
目
録
：
上
田
１
石
・
中
田
９

斗
・
下
田
７
斗
５
升
、
上
畠
５
斗
・

中
畠
４
斗
・
下
畠
２
斗
５
升

無
姓

奥
羽
仕
置

貫
高
で
行
な
っ
た
検
地
の
結
果
を
目
録
で
は
石
高

に
換
算
か

検
地
反
対
一
揆
に
よ
り
打
出
分
を
撤
回
す
る
地
域

も田
村
領
で
は
検
地
を
省
略
し
て
机
上
で
処
理

小
林
清
治『
奥
羽
仕
置
の
構
造
』（
吉

川
弘
文
館
、
2003

年
）

天
正
19

９
月

陸
奥
国
伊
達
領

豊
臣
秀
次
、
徳
川
家
康
、
阿
部
善

八
郎（
徳
川
家
臣
）、
松
川
金
衛
門

（
徳
川
家
臣
）、
片
桐
橘
左
衛
門
、

新
兵
衛

畝
歩

検
地
条
目
：
上
田
１
石
５
斗
の
２
斗

下
り
、
上
畠
１
石
の
２
斗
５
升
下
り

屋
敷
１
石

無
姓

給
人
名
請
も
奥
羽
再
仕
置

小
林
清
治
『
奥
羽
仕
置
の
構
造
』

文
禄
３

５
～
８
月

陸
奥
国
蒲
生
領

蒲
生
主
計
助
、
蒲
生
左
兵
衛
、
蒲

生
彦
太
夫
、
永
原
総
右
衛
門
尉
、

久
須
九
兵
衛
、
上
坂
弾
丞

畝
歩

上
田
200
文

分
米
の
無
い
帳
も

無
姓

蒲
生
氏
郷
検
地

家
数
記
載
あ
り

『
福
島
県
史
』
10
上
・
下

文
禄
３

10～
12
月

陸
奥
国
佐
竹
領

石
田
三
成
、
佐
竹
義
宣

畝
歩
間
数
表
示
上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

豊
臣
・
佐
竹
共
同
に
よ
る
佐
竹
義
宣
領
検
地

翌
年
６
月
に
領
地
朱
印
状

７
～
８
月
に
家
臣
知
行
割

『
茨
城
県
史
』
近
世
編

文
禄
４

文
禄
５

１
～
２
月
・
６

月１
～
２
月

陸
奥
国
伊
達
領

畝
歩

上
田
120
文
の
20
文
下
り
、
上
畠

60
文
の
20
文
下
り

有
姓（
肩
書
）
伊
達
政
宗
検
地

『
宮
城
県
史
』
２

文
禄
４

10～
11
月

陸
奥
国
岩
城
領
（
岩
崎

郡
）

佐
竹
義
憲
、
高
野
九
右
衛
門

畝
歩
間
数
表
示
上
田
１
石
３
斗
、
上
畠
１
石

分
米
の
無
い
帳
も

無
姓

分
付
記
載

佐
竹
義
宣
に
よ
る
岩
城
領
検
地

11
月
９
日
付
で
検
地
目
録
と
小
物
成
目
録

門
前
博
之
「
磐
城
平
内
藤
藩
領
に
お

け
る
検
地
と
村
落
構
成
」（
明
治
大
学

内
藤
家
文
書
研
究
会
編
『
譜
代
藩
の

研
究
』
八
木
書
店
、
1972

年
）

天
正
18

８
～
９
月

出
羽
国
一
国
（
伊
達
・

最
上
領
以
外
）
大
谷
吉
継
、
色
部
長
真
（
上
杉
家

臣
）

検
地
条
目
：
上
田
200
文
・
中
田

180
文
・
下
田
150
文
、
上
畠
100

文
・
中
畠
80
文
・
下
畠
50
文

仙
北
検
地
目
録
：
上
田
１
石
２
斗
の

２
斗
下
り
、
中
畠
１
石
の
２
斗
下
り

奥
羽
仕
置

貫
高
で
行
な
っ
た
検
地
の
結
果
を
目
録
で
は
石
高

に
換
算
か
（
検
地
条
目
で
の
比
率
と
対
応
せ
ず
）
小
林
清
治
『
奥
羽
仕
置
の
構
造
』

文
禄
３

５
～
８
月

出
羽
国
蒲
生
領

河
井
二
郎
左
衛
門
、
森
権
六
、
速

水
勝
左
衛
門
、
原
加
左
衛
門

畝
歩

下
田
１
石
１
斗
、
中
畠
７
斗
５
升
・

下
畠
５
斗
、
屋
敷
１
石

分
米
の
無
い
帳
も

無
姓

蒲
生
氏
郷
検
地

家
数
記
載
あ
り

『
山
形
県
史
』
通
史
編
近
世
上

文
禄
４

１
月

出
羽
国
上
杉
領
（
櫛
引

郡
）

立
岩
喜
兵
衛

上
杉
景
勝
検
地

直
江
兼
続
書
状
に
「
雪
で
遅
れ
て
い
る
」
と
の
記

載
が
あ
り
、
前
年
か
ら
続
行

「
志
賀
槇
太
槇
氏
所
蔵
文
書
」『
山
形

県
史
』
古
代
中
世
史
料
１
、
169
P

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
３

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
1983

年
）

天
正
19

５
月
？

常
陸
国
石
塚
氏
知
行
分

佐
竹
義
宣
検
地

知
行
割
の
前
提
？

「
石
塚
拘
之
儀
、致
検
地
如
近
年
石
塚
江
年
具
相
澄

可
申
事
」
と
の
義
重
の
指
示

市
村
高
男
「
戦
国
末
～
豊
臣
期
に
お

け
る
検
地
と
知
行
制
」（
本
多
隆
成
編

『
戦
国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社
会
』
吉

川
弘
文
館
、
1999

年
）

栗
原
亮
『
近
世
村
落
の
成
立
と
検

地
・
入
会
地
』（
岩
田
書
院
、
2013

年
）
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北
大
文
学
研
究
科
紀
要



天
正
19

９
月
以
後

常
陸
国
佐
竹
領
（
江

戸
・
太
田
）

石
田
三
成

豊
臣
奉
行
に
よ
る
佐
竹
義
宣
領
検
地

実
施
の
有
無
は
不
明

借
金
返
済
の
た
め
の
年
貢
増
収
策

義
宣
が
和
田
昭
為
に
「
石
田
殿
之
衆
を
以
、
な
わ

う
ち
を
さ
せ
ら
れ
可
被
下
候
」
と
述
べ
る

市
村
高
男
「
戦
国
末
～
豊
臣
期
に
お

け
る
検
地
と
知
行
制
」

栗
原
亮
『
近
世
村
落
の
成
立
と
検

地
・
入
会
地
』

文
禄
３

10～
12
月

常
陸
国
佐
竹
領

石
田
三
成
、
増
田
長
盛
、
佐
竹
義

宣佐
竹
家
臣
：
牛
丸
兵
左
衛
門
、
立

又
左
衛
門
、
高
野
九
右
衛
門

石
田
家
臣
：
藤
林
三
右
衛
門
尉
、

山
田
勘
十
郎
、
大
島
助
兵
衛

増
田
家
臣
：
村
井
勝
右
衛
門
、
菅

沼
彦
左
衛
門
、
佐
治
彦
右
衛
門

不
明
：
宮
次
兵
衛

畝
歩
間
数
表
示

上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
の
２
斗
下
り
で
下
々
畠
は
３
斗

（
一
部
４
斗
）、
屋
敷
１
石
の
２
斗
下

り
、
一
部
下
々
田（
６
o
r ７
斗
）、
山

畠
（
３
斗
）
あ
り

無
姓

一
部
有
姓

（
肩
書
）

一
部
分
付
記

載

豊
臣
・
佐
竹
共
同
に
よ
る
佐
竹
義
宣
領
検
地

翌
年
６
月
に
領
地
朱
印
状
、
７
～
８
月
に
家
臣
知

行
割

久
慈
郡
は
増
田
長
盛
、
久
慈
郡
・
那
珂
郡
・
茨
城

郡
は
石
田
三
成
か

慶
長
３
年
の
検
地
帳
は
文
禄
の
誤
写
か

『
茨
城
県
史
』
近
世
編

栗
原
亮
『
近
世
村
落
の
成
立
と
検

地
・
入
会
地
』

山
田
哲
好
「
常
陸
国
に
お
け
る
太
閤

検
地
の
施
行
過
程
」（『

立
正
史
学
』

43、
1978

年
）

斉
藤
司
「
文
禄
期
『
太
閤
検
地
』
に

関
す
る
一
考
察
」（『

関
東
近
世
史
研

究
』
19、

1985
年
）

文
禄
３

文
禄
４

11～
12
月

２
～
４
月

常
陸
国
結
城
領

大
久
保
長
安
、
田
辺
十
右
衛
門
、

青
木
勘
右
衛
門

畝
歩

無
姓

分
付
記
載

徳
川
奉
行
に
よ
る
結
城
秀
康
領
検
地

文
禄
５
年
１
・
３
・
12
月
に
知
行
割
？

『
茨
城
県
史
』
近
世
編

栗
原
亮
『
近
世
村
落
の
成
立
と
検

地
・
入
会
地
』

山
田
哲
好
「
常
陸
国
に
お
け
る
太
閤

検
地
の
施
行
過
程
」

慶
長
２

４
月

常
陸
国
佐
竹
領
（
真
壁

郡
麦
田
）

大
繩
与
一
左
衛
門
、林
覚
右
衛
門
、

賀
藤
源
六
郎
、
根
元
□
□
、
嶋
根

源
之
丞

佐
竹
義
宣
検
地

同
年
の
田
麦
徴
収
令
に
対
応
し
た
調
査

斎
藤
司
「
田
麦
徴
収
令
に
つ
い
て
」

（『
立
正
史
学
』
54、

1983
年
）

「
佐
竹
家
蔵
古
文
書
」東
大
史
料
編
纂

所
謄
写
本

天
正
18

下
野
国
大
関
領

寛
永
19
年
の
分
限
帳
に「
天
正
拾
八
壬
寅
年
太
閤

倹
地
帳
ニ
有
之
名
前
方
」
と
記
載
あ
り
、
同
年
は

庚
寅
で
あ
る
た
め
疑
問

『
栃
木
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

天
正
19

１
月

下
野
国
足
利
荘
八
幡
宮

領
大
半
小

300
歩
１
反

『
栃
木
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

文
禄
３

10
月

下
野
国
佐
竹
領

石
田
三
成
、
佐
竹
義
宣

畝
歩
間
数
表
示
上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

豊
臣
・
佐
竹
共
同
に
よ
る
佐
竹
義
宣
領
検
地

翌
年
６
月
に
領
地
朱
印
状

７
～
８
月
に
家
臣
知
行
割

『
茨
城
県
史
』
近
世
編

『
栃
木
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

文
禄
４

４
月

下
野
国
結
城
領
（
結
城

本
郷
）

青
木
勘
左
衞
門
、
堀
田
長
六
、
山

田
弥
佐
、
賀
藤
喜
右
衛
門

畝
歩

上
畑
１
石
１
斗
・
中
畑
８
斗
・
下
畑

３
斗

分
付
記
載

武
士
的
存
在

も
名
請

徳
川
奉
行
に
よ
る
結
城
秀
康
領
検
地

「
下
野
国
」
と
あ
る
が
正
し
く
は
下
総
国

乙
竹
孝
文
「
北
関
東
に
お
け
る
近
世

初
期
検
地
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
史
学
』

29、
1982

年
）

文
禄
４

８
～
11
月

下
野
国
宇
都
宮
領

浅
野
長
吉
、
宇
都
宮
国
綱
、
芳
賀

高
武

浅
野
家
臣
：
柘
植
市
左
衛
門
、
井

口
忠
兵
衛
尉

宇
都
宮
家
臣
：
芳
賀
駿
河
守
、
大

宮
久
右
衛
門
、
横
田
九
右
衛
門
、

菅
股
彦
兵
衛
、
玉
生
権
太
夫
、
北

条
宗
左
衛
門
、
田
辺
又
左
衛
門
、

野
中
伊
予
守
、
矢
木
沢
大
膳
亮

芳
賀
家
臣
：
大
塚
左
馬
之
介
、
小

曽
根
大
学
、
保
坂
大
炊
介
、
赤
埴

兵
庫
亮
、庭
林
内
膳
亮
、平
野
与
吉

畝
歩

河
内
郡
下
岡
本
村
：
上
上
田
１
石
２

斗
の
２
斗
下
り
（
下
々
田
２
斗
）、

上
々
畑
５
斗
・
上
畑
４
斗
５
升
・
中

畑
２
斗
・
下
畑
２
斗
・
下
々
畑
１
斗

そ
の
他
、
斗
代
は
バ
ラ
バ
ラ
（
上
田

１
石
３
斗
や
上
々
田
９
斗
５
升
な

ど
）

無
姓

豊
臣
・
宇
都
宮
・
芳
賀
共
同
に
よ
る
宇
都
宮
国
綱

領
検
地

芳
賀
高
武
が
関
わ
る
の
は
芳
賀
領
の
み
か

江
田
郁
夫
『
戦
国
大
名
宇
都
宮
氏
と

家
中
』（
岩
田
書
院
、
2014

年
）
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豊
臣
期
検
地
一
覧
（
稿
）



天
正
14

10
月

上
野
国
北
条
氏
邦
領

（
北
谷
之
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
邦
検
地

北
条
宗
家
に
よ
る
新
田
領
検
地
も
同
年
に
あ
り
、

そ
れ
と
同
基
準

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
2005

年
）

天
正
18

８
月

上
野
国
真
田
領

唐
沢
市
右
衛
門
尉
、
伊
藤
外
記
、

小
林
文
右
衛
門
尉
、井
上
小
兵
衛
、

山
口
与
三
左
衛
門
尉
、
戸
部
左
馬

允

貫
高
の
み
で
地
積
無
し
、
名
寄
方
式
有
姓

真
田
昌
幸
検
地

検
地
の
出
目
は
家
臣
に
安
堵

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

天
正
19

１
～
４
月

上
野
国
榊
原
領

小
栗
加
兵
衛
、
河
上
庄
蔵
、
都
筑

弥
五
左
衛
門
ほ
か
４
人

大
半
小

分
米
無
し

分
付
記
載

榊
原
康
政
検
地

300
歩
１
反
、
間
竿
６
尺
５
寸
、
検
地
帳
９
冊
あ
り
『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

天
正
19

上
野
国
芦
田
領（
藤
岡
）

芦
田
康
真
検
地

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』（
文
献
出
版
、
1995

年
）
139
P

天
正
19

上
野
国
菅
沼
領（
吉
井
）

中
田
１
石
２
斗
の
１
斗
下
り
、
上
畑

１
石
３
斗
の
１
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

４
斗

分
付
記
載

菅
沼
定
利
検
地

翌
年
の
「
寄
帳
」
あ
り

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
139
P

文
禄
２

10
月

上
野
国
真
田
領

矢
澤
頼
綱

蒔
高

蒔
高
、
分
銭
あ
り

有
姓

小
作
が
記
さ

れ
る
場
合
も

真
田
昌
幸
検
地

帳
末
に
矢
沢
薩
摩
守
頼
綱
の
署
名
と
小
林
久
右
衛

門
尉
殿
の
宛
所
あ
り

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

「
下
河
田
検
地
帳
」東
大
史
料
編
纂
所

蔵
写
真
帳

文
禄
３

８
月

上
野
国
長
楽
寺
領
（
新

田
郡
世
良
田

村
）

周
菊

畝
歩

分
米
無
し
、
末
尾
で
集
計

上
田
１
石
１
斗
の
３
斗
下
り
、
中
畠

８
斗
・
下
畠
４
斗

分
付
記
載

長
楽
寺
領

「
是
ハ
先
縄
之
覚
の
分
也
」
と
の
記
載
あ
り

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

文
禄
５

４
月

上
野
国
井
伊
領

井
伊
直
政
検
地

12
万
貫
の
有
無
を
調
べ
る
の
み
で
年
貢
諸
役
・
田

畠
入
組
は
そ
の
ま
ま
と
い
う

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

慶
長
元

11
月

上
野
国
群
馬
郡
上
八
木

村
中
河
甚
四
郎
、
山
本
庄
太
夫
、
筧

式
部
、
鈴
木
大
学

分
米
無
し

無
姓

名
寄
形
式
？
「
田
畑
切
開
帳
」

『
群
馬
県
史
』
資
料
編
近
世
２

慶
長
２

１
月

上
野
国
牧
野
領

埴
十
兵
衛
、
波
多
兵
衛
ほ
か
６
名
畝
歩

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

牧
野
康
成
検
地

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

慶
長
３

４
月

上
野
国
山
中
領

伊
奈
忠
次
、
袴
田
七
右
衛
門
、
新

井
忠
右
衛
門
、
内
藤
清
右
衛
門
、

井
出
金
平
、（
筆
）鹿
戸
惣
右
衛
門
貫
高

貫
高
、
上
段
に
前
回
、
下
段
に
打
出

し
分

徳
川
家
康
検
地

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

慶
長
３

上
野
国
本
多
領

本
多
康
重
検
地

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
139
P

慶
長
３

３
～
６
月

上
野
国
桐
生
領

大
久
保
長
安

大
久
保
手
代
：
大
野
八
右
衛
門
、

初
鹿
嘉
右
衛
門
、
奥
付
に
は
角
田

将
監
、
玉
勢
儀
右
衛
門
、
鳥
居
加

左
衛
門
、
案
内
松
島
式
部
、
孫
左

衛
門
あ
り

貫
高

分
米
の
代
わ
り
に
桑
漆
の
あ
る
帳
も

徳
川
家
康
検
地

村
々
の
検
地
結
果
の
目
録

慶
長
５
年
の
沢
入
村
検
地
帳
は
３
年
の
誤
写
か

（
和
泉
著
書
792
P
）

『
群
馬
県
史
』
通
史
編
４
近
世
１

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
797
P

天
正
19

天
正
20

１
～
閏
１
月
・

７
～
９
月

10～
11
月

上
総
国
徳
川
領

大
久
保
長
安
、
伊
奈
忠
次

大
久
保
手
代
：
竹
川
監
物
、
小
宮

山
八
左
衛
門
、
山
下
弥
兵
衛
、
三

神
惣
左
衛
門

伊
奈
手
代
：
中
野
七
蔵
重
吉

大
半
小
→

畝
歩

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

西
上
総
→
東
上
総
へ
と
実
施
地
域
が
広
が
る

城
主
級
の
家
臣
領
（
本
多
忠
勝
な
ど
）
を
除
く

『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
世
１

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

（
岩
田
書
院
、
2010

年
）
266
P

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
837
P

天
正
19

上
総
国
内
藤
領

内
藤
家
長
検
地

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
139
P

― ―17

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



文
禄
２

文
禄
３

３
～
４
月
・
６

月
・
９
月

２
～
３
月
・
６

～
９
月

上
総
国
徳
川
領
（
東
上

総
）

島
田
重
次
、
石
原
昌
明
、
石
原
茂

左
衛
門
、
和
田
喜
兵
衛
、
大
久
保

治
右
衛
門
、
天
野
弥
次
右
衛
門
な

ど

畝
歩
面
積
無
し

も

分
米
無
し
が
ほ
と
ん
ど

文
禄
３
年
２
～
３
月
の
夷
隅
郡
：
永

高
制

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

天
正
検
地
未
実
施
地
域
が
対
象
か

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

273
P

文
禄
４

８
月

上
総
国
徳
川
領
（
山
辺

庄
二
俣
郷
）

徳
川
家
康
検
地

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

273
P

慶
長
２

９
～
12
月

上
総
国
本
多
領

多
門
四
郎
兵
衛
、
賀
藤
喜
蔵
、
松

井
佐
七
、
加
藤
忠
左
衛
門
、
渡
辺

弥
次
右
衛
門
、
山
本
勘
助
ら

畝
歩
間
数
表
示
分
米
無
し

無
姓

給
人
記
載

（
肩
書
）

本
多
忠
勝
検
地

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

280
P

慶
長
３

３
月

上
総
国
夷
隅
郡
南
ノ
畑

中
倉
村

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

本
多
忠
勝
検
地
か

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

280
P

慶
長
４

正
月

上
総
国
夷
隅
郡
能
実
之

郷
渡
辺
弥

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

本
多
忠
勝
検
地
か

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

280
P

天
正
14

11
月

下
総
国
北
条
領
（
金
野

井
本
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
直
検
地

新
田
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
18

８
月

下
総
国
古
河

田
中
石
見
守

未
詳

『
古
河
市
史
』
資
料
編
中
世
、
489
頁

今
野
真
「
太
閤
検
地
の
土
地
把
握
と

計
算
・
記
述
能
力
（
下
）」（『

織
豊
期

研
究
』
15、
2013

年
）

「
喜
連
川
文
書
」東
大
史
料
編
纂
所
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

天
正
19

天
正
20

閏
１
～
２
月
・

６
～
12
月

３
～
４
月
・
９

月

下
総
国
徳
川
領

吉
田
佐
太
郎
、田
辺
十
郎
左
衛
門
、

樋
口
又
兵
衛

吉
田
手
代
：
石
毛
主
膳
正
、
渡
辺

源
内
、
渡
辺
兵
助
、
清
田
甚
允
、

津
田
勘
解
由
、
大
後
清
左
衛
門

大
半
小
→

畝
歩
間
数
表
示

上
田
１
石
５
斗
の
３
斗
下
り
、
上
畠

９
斗
の
３
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

貫
高
も
あ
り

分
米
無
し
の
帳
も

無
姓

分
付
記
載

「
抱
」記
載
の

あ
る
帳
も

徳
川
家
康
検
地

西
下
総
→
東
下
総
へ

吉
田
佐
太
郎
ら
代
官
が
自
身
の
担
当
地
域
に
検
地

し
た
例
が
多
い

大
久
保
長
安
が
統
轄
か

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

288
P

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
838
P

文
禄
３

６
～
８
月

下
総
国
武
田
領

大
久
保
長
安

大
久
保
手
代
：
太
田
宮
内
丞
ら

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

徳
川
奉
行
（
大
久
保
長
安
）
に
よ
る
武
田
信
吉
領

検
地

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

288
P

文
禄
５

６
月

下
総
国
華
蔵
寺
・
聯
芳

庵
領

結
城
秀
康
領
検
地

寺
社
領
宛
行
は
こ
の
年
正
月

乙
竹
孝
文
「
北
関
東
に
お
け
る
近
世

初
期
検
地
に
つ
い
て
」

慶
長
４

４
～
６
月

下
総
国
鳥
居
領

鳥
居
家
臣
：
本
田
金
太
夫
、
高
橋

五
左
衛
門
、
和
田
市
兵
衛
、
前
田

弥
太
夫
、
石
田
市
内
ら

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

「
中
間
」「
小

磯
内
」
な
ど

あ
り（
肩
書
）

鳥
居
元
忠
検
地

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

288
P

天
正
13

９
月

武
蔵
国
北
条
氏
光
領

（
恩
田
之
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
光
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
15

10
月

武
蔵
国
北
条
氏
光
領

（
符
河
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
房
検
地

隠
田
摘
発
の
た
め
の
公
事
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
15

11
月

武
蔵
国
北
条
氏
照
領

（
久
下
之
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
照
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
16

８
月

武
蔵
国
北
条
氏
邦
領

（
荒
川
之
郷
）

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
邦
検
地

耕
地
開
発
に
と
も
な
う
新
田
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
16

９
月

武
蔵
国
江
戸
永
福
寺
領

大
半
小
歩
田
500
文
、
畠
165
文
（
田
300
文

の
村
も
）

検
地
書
出

北
条
氏
直
検
地

則
竹
雄
一
『
戦
国
大
名
領
国
の
権
力

構
造
』

天
正
18

８
月

武
蔵
国
八
王
子
領

太
田
一
吉

豊
臣
奉
行
に
よ
る
指
出

指
出
の
遅
延
を
叱
る
、
府
中
に
持
参
さ
せ
る

「
土
方
家
文
書
」『
所
沢
市
史
』
中
世

史
料
、
151
号
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天
正
18

９
月

武
蔵
国
徳
川
領
（
多
摩

郡
経
久
郷
）

大
久
保
長
安
、
甲
州
衆
河
西
孫
右

衛
門

徳
川
家
康
検
地

『
府
中
市
史
』上（

板
橋
区
史
で
確
認
）

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』（
吉
川
弘
文
館
、
2005

年
）14
P

天
正
18

武
蔵
国
島
田
領
（
入
間

郡
坂
戸
村
）

島
田
伝
次
兵
衛
検
地

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
18
P
（
新
編
武
蔵
風
土
記
）

天
正
19

天
正
20

閏
１
～
２
月
・

４
～
11
月

２
～
４
月
・
８

月

武
蔵
国
徳
川
領

伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安

伊
奈
手
代
：
富
田
吉
右
衛
門
、
野

田
新
助
、
味
岡
三
助
、（
筆
）石
河

孫
助
、
中
野
甚
助
、
倉
橋
文
蔵
、

神
田
二
郎
右
衛
門
尉
、（
筆
）村
田

兵
右
衛
門
尉
、
牛
田
市
平
、（
筆
）

井
手
平
蔵
ら

大
久
保
手
代
：
大
野
主
水
助
、
田

辺
十
郎
右
衛
門
、
青
柳
内
匠
、
橘

田
又
助
、
角
田
将
監
ら

大
半
小

畝
歩
間
数
表
示
分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

忍
城
主
松
平
家
忠
は
18
年
９
月
時
点
で
１
万
石

を
与
え
ら
れ
、
検
地
の
結
果
に
よ
り
領
地
を
調
整

す
る
と
伝
え
ら
れ
る

間
竿
６
尺
５
寸

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
14
P

文
禄
２

３
月

武
蔵
国
倉
橋
領

倉
橋
則
房
検
地

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
28
P

文
禄
３

文
禄
４

２
～
10
月

２
月
・
８
月
・

10～
12
月

武
蔵
国
徳
川
領

伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
寺
田

右
京
泰
吉
、
原
田
佐
左
衛
門
種
雄

伊
奈
手
代
：
内
藤
左
衛
門
尉
、
袴

田
七
右
衛
門
尉
、（
筆
）河
下
平
次

左
衛
門
、
山
源
右
、
久
無
右
、
井

杢
右
、
禰
与
五
右
ら

大
久
保
手
代
：
河
野
惣
十
郎
、
太

田
宮
内
丞
、
井
上
善
蔵
、
居
加
左

衛
門
、
中
川
謹
之
助
、
竹
村
藤
内
、

小
宮
山
清
四
郎
、
矢
崎
七
三
右
衛

門
、
長
崎
彦
太
郎
、
小
宮
山
八
左

衛
門
、
久
米
角
弥
、
内
藤
右
衛
門

太
、
竹
川
監
物
、
駒
沢
藤
三
、
井

口
文
七
、
岡
部
金
弥
ら

畝
歩
永
高
（
秩

父
郡
・
児

玉
郡
）

分
米
無
し

永
高
の
場
合
、
上
段
に
指
出
高
・
下

段
に
打
出
分

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

間
竿
６
尺
２
分
に
切
り
替
え

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
28
P

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』

慶
長
２

１
～
２
月

武
蔵
国
徳
川
領

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

久
良
岐
郡
・
入
西
郡
・
比
企
郡
な
ど

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
38
P

『
新
編
埼
玉
県
史
』通
史
編
３
近
世
１

慶
長
２

８
～
11
月

武
蔵
国
徳
川
領

大
久
保
長
安

大
久
保
手
代
：
諸
藤
兵
衛
、
古
屋

庄
兵
衛
、
玉
勢
代
右
衛
門
、
初
鹿

野
加
右
衛
門
、
松
浦
彦
一
郎
、
内

藤
左
衛
門
太
郎
、
小
宮
山
清
右
衛

門
、
山
浦
五
郎
七
、
井
上
縫
右
衛

門
、
田
辺
十
右
衛
門
、
高
野
弥
五

右
衛
門
、
椙
五
平
次
、
青
木
勘
右

衛
門
、
樋
沢
作
十
郎
、
鳥
居
加
右

衛
門
ら

永
高
（
比

企
・
入

間
・
高
麗

郡
）

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
44
P
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慶
長
３

慶
長
４

３
～
６
月
・
８

～
12
月

１
月
・
４
月
・

８
～
９
月

武
蔵
国
徳
川
領

伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
板
倉

勝
重

伊
奈
手
代
：
成
瀬
権
助
、
永
田
甚

右
衛
門
、
都
筑
権
兵
衛
、
平
岩
二

蔵
、
岡
田
五
郎
助
、
岡
次
助
、
中

根
源
助
、
嶋
崎
二
蔵
ら

大
久
保
手
代
：
田
辺
十
右
衛
門
、

高
野
弥
五
右
衛
門
、功
刀
小
平
次
、

竹
川
監
物
、
玉
勢
儀
右
衛
門
、
山

内
忠
右
衛
門
ら

板
倉
手
代
：
金
子
孫
兵
衛
、
円
城

寺
□
、
渡
辺
喜
□
、
綿
貫
三
七
、

賀
茂
宮
新
平

畝
歩
（
豊

島
郡
・
比

企
郡
）

永
高
（
多

摩
郡
・
豊

島
郡
・
秩

父
郡
・
児

玉
郡
・
高

麗
郡
）

分
米
無
し

永
高
の
場
合
、
上
段
に
文
禄
検
地

高
・
下
段
に
打
出
分

無
姓

分
付
記
載

徳
川
家
康
検
地

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
38
P

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』

佐
藤
孝
之
『
近
世
山
村
地
域
史
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
2013

年
）

慶
長
５

武
蔵
国
足
立
郡
三
町
面

村
酒
依
喜
右
衛
門
検
地

中
野
達
哉
『
近
世
の
検
地
と
地
域
社

会
』
42
P
（
新
編
武
蔵
風
土
記
）

天
正
19

天
正
20

１
～
２
月
・
５

月
・
８
月

２
～
３
月
・
６

月

相
模
国
徳
川
領

彦
坂
元
正

彦
坂
手
代
：
清
水
十
右
衛
門
、
山

中
左
近
、
福
島
右
近
、
大
森
源
次

郎
、
彦
坂
九
兵
衛
光
正

大
半
小

畝
歩
屋
敷
は
坪

高
座
郡
田
名
村
：
上
田
１
石
・
中
田

７
斗
・
下
田
５
斗
、
上
畠
７
斗
の
２

斗
下
り
、
屋
敷
１
石

鎌
倉
郡
柏
尾
村
：
上
田
１
石
４
斗
・

中
田
１
石
１
斗
・
下
田
５
斗
、
上
畑

７
斗
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

分
米
無
し
の
帳
も

無
姓

徳
川
家
康
検
地

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
839
P

『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
１

天
正
19

閏
１
月

相
模
国
米
倉
領
（
足
柄

上
郡
井
ノ
口

村
）

米
良
六
郎
右
衛
門

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

米
倉
信
継
検
地

『
新
横
須
賀
市
史
』通
史
編
近
世
、
30

P『神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
１

天
正
19

２
月

相
模
国
内
藤
領
（
東
郡

渋
谷
之
庄
当
麻

郷
）

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

内
藤
清
成
検
地

『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
１

天
正
19

１
～
２
月

相
模
国
大
久
保
領
（
足

柄
上
・
下
郡
）

飯
田
仁
左
衛
門
、八
田
才
六
、（
竿
）

中
山
助
三
郎
、（
竿
）滝
九
蔵
、（
筆
）

加
藤
弾
右
衛
門
尉
、
伊
久
美
平
左

衛
門
尉
、（
竿
）和
田
又
十
郎
、（
竿
）

半
田
仁
右
衛
門
、（
筆
）大
浦
采
女
、

黒
柳
金
十
郎
、
近
藤
孫
十
郎
、
河

原
□

大
半
小

屋
敷
は
坪
分
米
無
し

無
姓

大
久
保
忠
世
検
地

『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
１

文
禄
３

７
～
９
月

相
模
国
徳
川
領

長
谷
川
長
綱
、
彦
坂
元
正
、
伊
奈

忠
次

長
谷
川
手
代
：
中
島
大
蔵
、
曽
根

勘
六
、
成
瀬
五
郎
右
衛
門
、
中
島

新
五
郎
、
守
屋
八
兵
衛
、
池
田
郷

右
衛
門

伊
奈
手
代
：
冨
田
吉
右
衛
門
、
佐

野
新
蔵
、
平
岩
二
蔵
、
中
野
甚
助
、

山
本
九
兵
衛

畝
歩

分
米
無
し

無
姓

徳
川
家
康
検
地

天
正
検
地
の
未
実
施
地
域
が
中
心（
一
部
再
検
地
）
『
神
奈
川
県
史
』
通
史
編
２
近
世
１
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天
正
18

10～
12
月

伊
豆
国
徳
川
領

伊
奈
忠
次

伊
奈
手
代
：
中
野
甚
助
、
安
武
小

伝
次
、
磯
谷
弥
十
郎
、
鈴
木
源
八

郎
、
佐
野
新
三
、
神
谷
勘
右
衛
門

尉
、
堀
内
太
郎
左
衛
門
、
平
岩
二

蔵
、
中
弥
善
十
、
伊
藤
小
右
衛
門
、

渥
美
与
九
郎
、
味
岡
三
助
、
富
田

吉
蔵
、
関
平
三
郎
、
新
井
善
助
、

伊
奈
弥
平
次
、
小
嶋
彦
十
、
安
間

半
蔵
、
村
田
三
右
衛
門
、
佐
野
孫

助
、
芝
田
右
衛
門
、
加
藤
忠
次
、

鈴
木
茂
兵
衛
、
安
間
甚
太
、
長
坂

権
右
衛
門
ら

大
半
小

分
米
無
し

無
姓

徳
川
家
康
検
地

一
反
300
歩

間
竿
６
尺
５
寸

和
泉
清
司
『
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
』
837
P

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一

文
禄
３

２
月

伊
豆
国
三
嶋

伊
奈
忠
次
、
井
出
正
次

徳
川
家
康
検
地
？（
天
正
18
年
検
地
の
検
地
帳
か

（
北
島
説
））

三
嶋
社
領

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説北
島
正
元『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』

（
岩
波
書
店
、
1964

年
）

文
禄
３

文
禄
４

７
～
10
月
・
12

月２
月

伊
豆
国
徳
川
領

彦
坂
元
正

彦
坂
手
代
：
広
瀬
又
兵
衛
、
安
武

孫
十
郎
、
渡
辺
弥
十
郎
、
後
藤
右

近
、
金
子
前
三
郎
、
江
川
民
部
丞
、

矢
野
五
郎
兵
衛
、
佐
野
修
平
、
村

田
二
郎
左
衛
門
、
杉
山
左
近
、
佐

野
元
来
、
真
田
新
三
、
松
本
織
部
、

市
川
甚
三
、
白
井
善
兵
衛
、
奈
倉

甚
七
郎
、
怒
栗
弥
平
次
、
鈴
木
外

記
、
都
筑
喜
左
衛
門
、
大
場
彦
太

夫
ら

分
米
無
し

検
地
目
録
：
上
田
１
石
５
斗
～
１
石

３
斗
・
中
田
１
石
３
斗
～
１
石
２

斗
・
下
田
１
石
１
斗
～
１
石
、
上
畑

８
斗
～
７
斗
・
中
畑
６
斗
・
下
畑
５

斗
、
屋
敷
１
石

徳
川
家
康
検
地

戸
田
・
石
川
・
内
藤
領
を
除
く

間
竿
６
尺
２
分

12
月
20
日
に
検
地
目
録
発
給

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一

文
禄
４

８
月

伊
豆
国
内
藤
領
（
中
条

村
）

内
藤
信
成
検
地

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一

文
禄
５

９
月

伊
豆
国
内
藤
領（
中
村
）
栗
田
新
七
、
鳥
居
弥
右
、
打
田
半

十
、
中
原
権
十
、
水
野
藤
太
、
窪

田
彦
兵
衛
、
槙
野
助
蔵

畝
歩
、
屋

敷
は
坪

分
米
無
し

無
姓

文
禄
５
年
と

寛
文
年
間
の

二
段
記
載

内
藤
信
成
検
地

写
本

検
地
目
録
あ
り

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一

関
根
省
治
『
近
世
初
期
幕
領
支
配
の

研
究
』（
雄
山
閣
、
1992

年
）

慶
長
２

８
～
10
月

伊
豆
国
内
藤
領
（
韮
山

周
辺
）

栗
田
新
七
、
鳥
居
弥
右
、
打
田
半

十
、
中
原
権
十
、
水
野
藤
太
、
窪

田
彦
兵
衛
、
槙
野
助
蔵

畝
歩
、
屋

敷
は
坪

分
米
無
し

無
姓

給
人
記
載
あ

り
内
藤
信
成
検
地

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一

関
根
省
治
『
近
世
初
期
幕
領
支
配
の

研
究
』

慶
長
３

７
月

伊
豆
国
徳
川
領

彦
坂
元
正

彦
坂
手
代
：
山
崎
喜
右
衛
門
、
山

下
弥
七
郎
、
新
平
四
郎
、
栗
本
、

佐
藤
九
右
衛
門
、
内
田
弥
之
助
、

山
下
新
八
、
天
野
藤
兵
衛
ら

分
米
無
し

検
地
目
録
：
上
田
１
石
５
斗
～
１
石

３
斗
・
中
田
１
石
３
斗
～
１
石
２

斗
・
下
田
１
石
１
斗
～
１
石
、
上
畑

８
斗
～
７
斗
・
中
畑
６
斗
・
下
畑
５

斗
、
屋
敷
１
石

徳
川
家
康
検
地

戸
田
・
石
川
・
内
藤
領
を
除
く

７
月
20
日
に
検
地
目
録
発
給

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説『静
岡
県
史
』
通
史
編
３
近
世
一
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慶
長
３

９
～
10
月

伊
豆
国
内
藤
領
（
奈
古

谷
村
）

栗
田
新
七
、
鳥
居
弥
右
衛
門
、
窪

田
彦
兵
衛
、
槙
野
助
蔵

畝
歩
、
屋

敷
は
坪

分
米
無
し

無
姓

分
付
記
載
あ

り「御
大
根
畠
」

や
番
匠
も

内
藤
信
成
検
地

関
根
省
治
『
近
世
初
期
幕
領
支
配
の

研
究
』

天
正
18

９
月

安
房
国
里
見
領

増
田
長
盛

増
田
長
盛
に
よ
る
里
見
義
康
領
指
出

一
貫
＝
二
石
で
換
算
、
里
見
氏
は
貫
高
を
継
続

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

230
P

慶
長
２

１
～
２
月
・
９

～
11
月

安
房
国
里
見
領

増
田
長
盛

増
田
家
臣
：
須
江
金
蔵
、最
勝
院
、

桜
井
源
右
衛
門
、吉
田
治
右
衛
門
、

古
志
喜
左
衛
門
、北
村
権
右
衛
門
、

篠
原
金
助
、
南
彦
右
衛
門
、
山
中

清
右
衛
門
、
大
塚
勝
作

上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
の
２
斗
下
り
、
荒
畑
６
斗
、
屋

敷
１
石

有
姓
の
者
・

給
人
の
名
請

も
あ
り

増
田
長
盛
に
よ
る
里
見
義
康
領
検
地

11
月
13
日
に
安
房
四
郡
の
検
地
目
録
完
成

『
千
葉
県
の
歴
史
』
通
史
編
近
世
１

川
名
登『
戦
国
近
世
変
革
期
の
研
究
』

234
P

天
正
12

越
後
国
蒲
原
郡
牛
野
尾

村
文
地

貫
高
の
み
で
地
積
無
し

「
○
文
地

○
文
そ
う
（
増
）」
の
記

載
形
式

無
姓

上
杉
景
勝
検
地
？

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

天
正
15

８
月

越
後
国
頸
城
郡
経
田
村

貫
高

貫
高
と
俵
高
並
記
（
俵
高
は
異
筆
）

１
貫
＝
３
俵
、
俵
は
２
斗
入
り

無
姓

上
杉
景
勝
検
地
？

表
紙
（
後
筆
）
に
「
天
正
拾
五
年
八
月
経
田
永
付

帳
」
と
あ
り

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

天
正
18

11
月

越
後
国
刈
羽
郡
鵜
河
庄
笠
原
久
家
、
丸
田
盛
房

反
坪

貫
高
制

反
別
170
文

上
杉
景
勝
検
地
？

八
幡
社
宛
の
「
縄
討
之
一
紙
」

要
検
討
か
（『
上
越
市
史
』
別
編
２
、
3432

号
）
『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

文
禄
４

６
～
10
月

越
後
国
上
杉
領

増
田
長
盛
、
直
江
兼
続

豊
臣
側
：
中
山
太
郎
右
衛
門
、
丹

治
作
丞
、
平
野
長
次
郎
、
望
月
甚

兵
衛
、
東
清
左
衛
門
尉
、
小
森
九

左
衛
門
尉
、
駒
井
藤
五
郎

上
杉
側
：
蔵
田
清
左
衛
門
、
上
松

弥
兵
衛
、
甘
糟
長
重
、
大
石
元
綱
、

織
田
与
丞
、
窪
田
源
右
衛
門
尉

畝
歩

上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畑

１
石
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
斗

無
姓

豊
臣
・
上
杉
共
同
に
よ
る
越
後
・
信
濃
上
杉
景
勝

領
検
地

文
禄
３
年
９
月
か
ら
指
出
徴
収
、
定
納
員
数
目
録

作
成

上
杉
側
は
城
主
が
検
地
を
担
当
か

こ
の
検
地
の
情
報
を
元
に
慶
長
２
年
11
月
に
郡

絵
図
を
作
成

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

文
禄
５

慶
長
２

10
月

８
～
９
月

越
後
国
上
杉
領

河
村
彦
左
衛
門

石
高

石
高
の
み
で
地
積
な
し

「
本
○
石

見
出
○
斗
」の
記
載
形
式
無
姓

上
杉
景
勝
検
地
（
河
村
検
地
）

慶
長
２
年
12
月
に
知
行
目
録
発
給

大
幅
な
寺
社
領
削
減

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

慶
長
３

７
～
９
月

越
後
国
堀
領

木
瀬
次
郎
作（
堀
親
良
家
臣
）、
杉

江
佐
左
衛
門（
堀
親
良
家
臣
）、
原

又
吉（
落
合
将
監
家
臣
）、
山
本
七

蔵（
落
合
将
監
家
臣
）、
森
長
兵
衛

（
長
瀬
小
右
衛
門
家
臣
）、
杉
原
小

三
郎
、
榊
五
郎
兵
衛
、
神
子
田
太

郎
四
郎
、
近
藤
半
之
丞
、
堀
掃
部

助
、
磯
部
半
右
衛
門
、
蒲
田
作
兵

衛
、
堀
佐
源
太
、
秋
野
市
左
衛
門
、

堀
田
久
右
衛
門
、
田
那
戸
与
左
衛

門
、山
川
久
兵
衛（
堀
直
寄
家
臣
）、

本
部
縫
殿
助
（
堀
直
寄
家
臣
）
ら

大
半
小
歩

間
数
表
示

上
田
１
石
５
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
１
石
２
斗
、
上
畑
７
斗
５
升
・

中
畑
５
斗
・
下
畑
３
斗
７
升
５
合
、

屋
敷
７
斗
５
升

荒
田
も
田
に
準
じ
た
斗
代

無
姓

堀
秀
治
検
地

６
月
に
指
出

360
歩
１
反

正
月
時
点
で
は
豊
臣
直
轄
領
と
し
て
検
地
を
行
な

う
予
定
だ
っ
た
が
実
施
せ
ず

上
杉
時
代
の
越
後
の
石
高
の
１
割
半
増
し
で
宛
が

わ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
の
検
地
か

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』
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慶
長
３

６
月

越
後
国
溝
口
領
（
新
発

田
）

大
半
小
歩
地
位
は
上
中
下
の
三
段
階

斗
代
は
地
位
に
関
係
な
く
一
定
で
田

方
８
斗
、
畠
方
３
斗

溝
口
秀
勝
検
地

６
月
25
日
に
秀
勝
が
検
地
条
目
発
給
、検
地
帳
現

存
せ
ず

360
歩
１
反

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

慶
長
５

３
月

越
後
国
堀
領
（
西
蒲
原

郡
巻
町
）

奥
田
伝
右
衛
門（
堀
監
物
家
臣
か
）
大
半
小
歩

間
数
表
示

上
田
１
石
５
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
１
石
２
斗
、
上
畑
７
斗
５
升
・

中
畑
５
斗
・
下
畑
３
斗
７
升
５
合
、

屋
敷
７
斗
５
升

荒
田
も
田
に
準
じ
た
斗
代

無
姓

堀
秀
治
検
地

慶
長
３
年
検
地
の
補
充

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

天
正
20

10～
12
月

佐
渡
国
上
杉
領

大
曹
、
高
野
、
佐
藤

苅
高

分
米
無
し

「
○
束
○
把
刈

○
束
刈
見
出
」の
記

載
形
式

集
計
に
指
上
高
（
指
出
か
）
と
見
出

高
を
記
す

「
佐
渡
苅
」
100
苅
に
つ
き
京
升
８
斗

４
升

無
姓

上
杉
景
勝
検
地

帳
簿
の
ほ
か
「
御
検
地
之
一
紙
」
発
給

唯
一
の
帳
簿（『

新
潟
県
史
』資
料
編
５
、
3078

号
）

は
文
禄
４
年
の
も
の
か

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

慶
長
５

９
月

佐
渡
国
上
杉
領

河
村
彦
左
衛
門

苅
高

分
米
無
し

「
本
○
刈

見
出
○
刈
」の
記
載
形
式

上
杉
景
勝
検
地

中
使
（
村
役
人
）
同
士
で
入
替
え
て
検
地
を
さ
せ

る間
竿
で
は
な
く
目
測
に
よ
る

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２

小
村
弌
『
幕
藩
制
成
立
史
の
基
礎
的

研
究
』

天
正
15

信
濃
国
虎
岩
郷

地
積
無
し

本
年
貢
を
貫
高
、
増
分
を
俵
高
で
表

示
菅
沼
定
利
検
地
か

吉
田
ゆ
り
子
『
兵
農
分
離
と
地
域
社

会
』（
校
倉
書
房
、
2000

年
）

鈴
木
将
典
「
信
濃
国
下
伊
那
郡
虎
岩

郷
に
お
け
る
天
正
期
『
本
帳
』
と
『
知

行
』
の
再
検
討
」（『
史
学
論
集
』
34、

2004
年
）

天
正
17

９
月

信
濃
国
虎
岩
郷

中
和
、
窪
善
、
同
小
兵
衛
、
庄
左
、

諸
勘

半
歩
坪

上
田
１
石
３
斗
・
中
田
１
石
２
斗
・

下
田
９
斗
、
上
畑
１
石
・
中
畑
９
斗
・

下
畑
２
斗
、
屋
敷
１
石
３
斗

徳
川
家
康
検
地
（
五
ヶ
国
総
検
地
）
説
と
菅
沼
定

利
検
地
説
あ
り

「
太
閤
朱
印
御
検
地
帳
」

360
歩
１
反

吉
田
ゆ
り
子
『
兵
農
分
離
と
地
域
社

会
』

鈴
木
将
典
「
信
濃
国
下
伊
那
郡
虎
岩

郷
に
お
け
る
天
正
期
『
本
帳
』
と
『
知

行
』
の
再
検
討
」

天
正
18

10～
12
月

信
濃
国
日
根
野
領
（
諏

訪
郡
）

弓
削
清
左
衛
門

畝
歩

上
田
１
石
７
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

失
せ
人
多
し

「
田
中
ノ
」

「
吉
田
之
」な

ど
肩
書
き
多

し

日
根
野
高
吉
検
地

京
升
使
用

300
歩
一
反

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」（『
信
濃
』62-3、

2010
年
）

天
正
18

10
月

信
濃
国
石
川
数
正
領

（
安
曇
・
筑
摩
）
石
川
数
正

貫
高
と
名
請
の
み

無
姓

石
川
数
正
指
出

１
貫
＝
２
石
５
斗
に
換
算
し
て
領
地
高
を
計
算

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

天
正
19

９
～
11
月

信
濃
国
毛
利
秀
頼
領

（
伊
那
郡
）

大
鳥
彦
左
衛
門
、長
谷
川
作
右
門
、

林
長
兵
衛
、
山
田
半
七
郎
、
浅
井

九
兵
衛
、
安
井
小
右
衛
門
、
原
勝

兵
衛
、
河
村
新
右
衛
門
ら

畝
坪
畝
歩

上
々
田
１
石
４
斗
・
上
田
１
石
２

斗
・
中
田
１
石
１
斗
・
下
田
８
斗
・

下
々
田
４
斗
、
上
畑
９
斗
・
中
畑
７

斗
・
下
畑
５
斗
・
下
々
畑
３
斗
、
屋

敷
１
石
２
斗

無
姓

一
部
分
付
記

載

毛
利
秀
頼
検
地

300
坪
１
反

前
年
10
月
に
指
出
を
徴
収

『
長
野
県
史
』通
史
編
４
、
近
世
史
料

編『信
濃
史
料
』
17

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

天
正
19

４
月

信
濃
国
真
田
領
（
野
倉

村
）

真
田
昌
幸

貫
高

貫
高
の
み

真
田
昌
幸
検
地

前
年
10
月
に
寺
領
指
出
を
徴
収

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

― ―23

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



天
正
20

信
濃
国
木
曾

年
貢
定
納
高
の
み
把
握
？

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

文
禄
３

７
～
９
月

信
濃
国
真
田
領
（
小
県

郡
）

真
田
昌
幸

貫
高

地
積
無
し
で
貫
高
の
み

無
姓

小
作
○
○
と

い
う
脇
注

も
、
○
○
知

行
と
い
う
記

載
も

真
田
昌
幸
検
地

名
寄
帳
形
式

７
月
は
指
出
で
９
月
に
検
地
か

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

文
禄
４

５
～
６
月
？

信
濃
国
仙
石
領
（
佐
久

郡
）

仙
石
秀
久

貫
高

仙
石
秀
久
検
地

指
出
の
み
残
存

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

文
禄
４

９
月

信
濃
国
上
杉
領
（
更
科

郡
）

増
田
長
盛

増
田
家
臣
：
大
橋
才
次

畝
歩
間
数
表
示

中
田
１
石
１
斗
・
下
田
９
斗
・
下
々

田
６
斗
、
上
畠
１
石
・
中
畠
８
斗
・

下
畠
６
斗
、
屋
敷
１
石

無
姓

分
付
記
載
有

豊
臣
・
上
杉
共
同
に
よ
る
越
後
・
信
濃
上
杉
景
勝

領
検
地

帳
末
に
須
田
満
親
の
黒
印
あ
り

『
新
潟
県
史
』
4110

文
禄
４

12
月

信
濃
国
日
根
野
領
（
諏

訪
郡
中
沢
村
）

畝
歩

下
田
１
石
３
斗

無
姓

名
寄
帳

日
根
野
高
吉
検
地

「
見
出
名
寄
帳
」
と
あ
り

『
信
濃
史
料
』
18-153

慶
長
３

５
月

信
濃
国
日
根
野
領
（
今

井
郷
）

畝
歩

斗
代
一
定
せ
ず

無
姓

日
根
野
高
吉
検
地

『
長
野
県
史
』通
史
編
４
、
近
世
史
料

編鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

慶
長
３

７
月

信
濃
国
旧
上
杉
領
（
北

信
四
郡
）

石
川
光
吉
、
古
田
重
勝

古
田
家
臣
：
杉
本
五
左
衛
門
尉

畝
歩

上
田
１
石
４
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
１
石

無
姓

上
杉
景
勝
転
封
に
伴
う
豊
臣
検
地

『
長
野
県
史
』通
史
編
４
、
近
世
史
料

編鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

慶
長
３

11
月

信
濃
国
京
極
領
（
伊
奈

郡
阿
島
郷
）

大
田
才
次
郎

矢
辺
源
介

畝
歩

上
田
１
石
５
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
１
石

無
姓

「
土
佐
」
や

「
猿
若
」
も

分
付
記
載
有

京
極
高
知
検
地

荒
地
帳
も
同
時
に
作
成

『
長
野
県
史
』
通
史
編
４

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

『
信
濃
史
料
』
18-305

慶
長
５

４
月
？

信
濃
国
小
県
郡
越
戸
村
越
戸
村
善
次
郎

地
積
無
し
で
貫
高
の
み

真
田
昌
幸
検
地
？

「
地
寄
之
覚
帳
」

「
○
○
扣
」
ご
と
の
名
寄
形
式

鈴
木
将
典
「
豊
臣
政
権
下
の
信
濃
検

地
と
石
高
制
」

天
正
17

12
月

甲
斐
国
小
石
和
筋
大
野

寺
大
坊
領

七
ヶ
条
定
書
発
給
：
伊
奈
忠
次
、

原
田
種
雄
、
酒
井
重
勝
、
寺
田
泰

吉検
地
役
人
：
若
森
勘
右
衛
門
尉
、

大
角
藤
二
郎
、
杉
本
弥
吉
、
鈴
木

孫
三

大
半
小
歩

寺
地
は
坪
分
米
な
し

ほ
ぼ
「
○
○

（
寺
院
名
）領

○
○
主
作
」

の
表
記

徳
川
家
康
検
地
（
五
ヶ
国
総
検
地
）

９
～
11
月
に
七
ヶ
条
定
書
交
付

360
歩
一
反

間
竿
６
尺
５
寸
説
と
６
尺
弱
説
あ
り

本
多
隆
成
『
初
期
徳
川
氏
の
農
村
支

配
』（
吉
川
弘
文
館
、
2006

年
）

谷
口
央
『
幕
藩
制
成
立
期
の
社
会
政

治
史
研
究
』（
校
倉
書
房
、
2014

年
）

天
正
18

８
月

甲
斐
国
羽
柴
秀
勝
領

羽
柴
秀
勝

貫
高

羽
柴
秀
勝
検
地

８
月
に
指
出
、
居
合
検
地
か

翌
年
４
月
の
文
書
に
「
先
年
少
将
様
検
地
」
と
あ

り

『
山
梨
県
史
』
通
史
編
３

天
正
19

８
月

甲
斐
国

加
藤
領
（
河
内

領
井
手
村
、
巨

摩
郡
早
川
入
な

ど
）

加
藤
光
泰

畝
歩
間
数
表
示

有
り

分
米
な
し

途
中
か
ら
貼
紙
で
俵
高

無
姓

加
藤
光
泰
検
地

360
歩
一
反

光
泰
は
４
月
に
入
国

郡
内
に
は
石
高
が
見
ら
れ
、
国
中
は
俵
高
、
河
内

は
大
半
小
・
貫
文
が
み
ら
れ
る

『
山
梨
県
史
』
通
史
編
３
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文
禄
３

５
月
・
８
～
９

月
甲
斐
国
都
留
郡
（
郡
内

領
）

林
次
郎
右
衛
門
尉
、
久
米
田
八
右

衛
門
、
源
次
右
衛
門
、
鈴
木
又
□
、

鳥
野
彦
右
衛
門
、
森
島
新
八
、
伊

藤
又
兵
衛

畝
歩

上
田
１
石
４
斗
？

無
姓

浅
野
良
重
検
地
か

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量
『
山
梨
県
史
』通
史
編
３
、
資
料
編
12

文
禄
５

７
～
10
月
か

甲
斐
国
浅
野
領
（
国
中

領
）

浅
野
長
吉
検
地

７
月
に
検
地
条
目
発
給
、
間
竿
６
尺
３
寸
・
300
歩

一
反

検
地
以
前
は
俵
高
を
使
用

10
月
か
ら
家
臣
や
寺
院
へ
の
宛
行
状
発
給

『
山
梨
県
史
』
通
史
編
３

天
正
17

３
月
・
８
月

駿
河
国
徳
川
領

七
ヶ
条
定
書
発
給
：
伊
奈
忠
次
、

天
野
景
能
、
小
栗
吉
忠
、
渡
辺
光
、

阿
部
正
次
、
神
屋
重
勝
、
丹
羽
氏

久
、
酒
井
重
勝
、
寺
田
泰
吉
、
大

久
保
忠
佐
、
加
藤
正
次
、
森
河
秀

勝
、
大
久
保
忠
利
、
渡
辺
守
綱

検
地
役
人
：
坂
井
与
九
郎
（
酒
井

重
勝
）、
戸
田
七
助
、
寺
田
三
右
衛

門
、
前
島
善
右
衛
門
、
野
品
開
右

衛
門
、（
筆
）
松
井
善
十

大
半
小
歩

屋
敷
は
坪
分
米
な
し

無
姓

分
付
記
載
有

徳
川
家
康
検
地
（
五
ヶ
国
総
検
地
）

７
、
11～

12
月
に
七
ヶ
条
定
書
交
付

360
歩
一
反

間
竿
６
尺
５
寸
説
と
６
尺
弱
説
あ
り

本
多
隆
成
『
初
期
徳
川
氏
の
農
村
支

配
』

天
正
18

10～
11
月

駿
河
国
中
村
領
（
安
部

郡
、
庵
原
郡
、

益
津
郡
）

河
毛
重
次
、
早
助
右
、
佐
々
清
八
、

吉
田
善
助

半
畝
歩

上
田
１
石
３
斗
・
中
田
１
石
２
斗
・

下
田
１
石
、上
畑
７
斗
の
１
斗
下
り
、

屋
敷
１
石
２
斗

分
付
記
載
が

あ
る
も
の
も
中
村
一
氏
検
地

９
月
に
指
出

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

本
多
隆
成『
近
世
東
海
地
域
史
研
究
』

（
清
文
堂
、
2008

年
）

慶
長
４

５
～
９
月
・
12

月
駿
河
国
中
村
領
（
志
駄

郡
、
安
部
郡
、

庵
原
郡
）

横
田
村
詮

三
五
郎
、
小
才
次
、
久
内
、
佐
々

清
八
、
吉
田
善
助
、
早
助
右
、
百

元
善
介
、
六
兵
衛
、
善
二
郎
、
弥

吉

畝
歩
半

（
こ
の
半

は
0.5歩

）
間
数
表
示

上
田
１
石
３
斗
・
中
田
１
石
２
斗
・

下
田
１
石

無
姓

分
付
記
載
有

中
村
一
氏
検
地

横
田
村
詮
法
度
を
交
付
（
法
度
は
全
域
に
残
存
）

年
貢
は
銭
納
・
現
物
納
あ
り

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
10
近
世
二
解

説関
根
省
治
『
近
世
初
期
幕
領
支
配
の

研
究
』

天
正
17

天
正
18

２
～
４
月
・
11

月１
月

遠
江
国
徳
川
領

七
ヶ
条
定
書
発
給
：
伊
奈
忠
次
、

原
田
種
雄
、
天
野
景
能
、
小
栗
吉

忠
、
渡
辺
光
、
阿
部
正
次
、
神
屋

重
勝
、
彦
坂
元
正
、
水
野
秀
忠
、

丹
羽
氏
久
、
島
田
重
次
、
倉
橋
昌

次
、
酒
井
重
勝
、
寺
田
泰
吉
、
大

久
保
忠
佐
、
加
藤
正
次
、
森
河
秀

勝
、
大
久
保
忠
利
、
渡
辺
守
綱
、

芝
田
康
忠

検
地
役
人
：
鈴
木
源
右
衛
門
、
岩

崎
六
郎
右
衛
門
、
寺
尾
甚
助
、
三

井
七
左
、
中
澤
主
膳
、
河
西
善
九

郎
、
渡
辺
二
郎
左
衛
門
、
村
井
十

右
衛
門
、
早
河
五
右
衛
門
、
酒
井

才
蔵
、（
筆
）沢
新
蔵
、
釣
田
孫
右

衛
門
、
佐
野
喜
兵
衛
、（
筆
）浅
岡

助
十
、
山
内
孫
左
衛
門
尉
、
浅
井

吉
平
、
内
藤
清
右
衛
門
尉
、
袴
田

弥
八
郎
、
安
間
甚
太
郎
ら

大
半
小
歩

屋
敷
は
坪
分
米
な
し

徳
川
家
康
検
地
（
五
ヶ
国
総
検
地
）

７
～
９
月
、
11～

12
月
、
２
月
に
七
ヶ
条
定
書
交

付360
歩
一
反

間
竿
６
尺
５
寸
説
と
６
尺
弱
説
あ
り

本
多
隆
成
『
初
期
徳
川
氏
の
農
村
支

配
』
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北
大
文
学
研
究
科
紀
要



天
正
19

２
月

遠
江
国
渕
郡
妙
立
寺
、

浜
名
郡
白
須
加

村
畝
歩

分
米
な
し
、
間
数
表
示
あ
り

池
田
輝
政
検
地
か

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

文
禄
２

11
月

遠
江
国
山
内
領
（
榛
原

郡
・
佐
野
郡
）
福
岡
市
右
衛
門

畝
歩

分
米
な
し
（
一
部
あ
り
）

分
付
記
載
有
山
内
一
豊
検
地

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

文
禄
４

11
月

遠
江
国
堀
尾
領
（
豊
田

郡
各
所
）

落
合
孫
左
衛
門
、石
田
助
左
衛
門
、

外
山
孫
七
郎
、
森
田
次
左
衛
門
、

大
野
忠
右
衛
門

畝
歩

下
田
200
文
、
中
畠
500
文
・
下
畠

400
文
・
下
々
畠
200
文
、
屋
敷
700

文

無
姓

分
付
記
載
有

堀
尾
吉
晴
検
地

300
歩
一
反

慶
長
４
年
の
可
能
性
も
？

近
世
の
記
録
に
阿
多
古
中
村
文
禄
３
年
検
地
の
記

述

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

『
浜
松
城
主
堀
尾
吉
晴
』（
浜
松
市
博

物
館
、
2012

年
）
P
67

慶
長
２

遠
江
国
山
内
領
（
周
智

郡
森
地
域
）

貫
高

山
内
一
豊
検
地
か

検
地
帳
残
存
せ
ず

本
多
隆
成『
近
世
東
海
地
域
史
研
究
』

慶
長
４

慶
長
５

８
～
９
月

１
月

遠
江
国
堀
尾
領
（
豊
田

郡
・
周
智
郡
）
丹
羽
彦
兵
衛
、
山
口
半
右
衛
門

畝
歩

上
田
500
文
の
100
文
下
り
、
上
畠

600
文
の
100
文
下
り
（
50
文
づ
つ

低
い
村
も
）、
屋
敷
700
文
（
650
文

の
村
も
）

無
姓

分
付
記
載
有
堀
尾
吉
晴
検
地

慶
長
５
年
の
も
の
は
分
銭
も
な
く
未
詳

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

『
浜
松
城
主
堀
尾
吉
晴
』
P
67

慶
長
４

８
～
９
月

遠
江
国
有
馬
領
（
城
東

郡
）

吉
田
掃
部
、
飯
沼
、
篠
原
、
河
本
、

飯
住
与
右
衛
門

畝
歩

上
々
田
１
石
５
斗
の
１
斗
下
り
（
下

田
１
石
・
下
々
田
８
斗
）、
上
々
畠
１

石
４
斗
・
上
畠
１
石
３
斗
・
中
畠
１

石
・
下
畠
８
斗
・
下
々
畠
７
斗
、
屋

敷
１
石
３
斗

無
姓

有
馬
豊
氏
検
地

厳
し
い
打
出
（
後
世
の
記
録
に
よ
る
）

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

天
正
17

８
～
12
月

三
河
国
徳
川
領

七
ヶ
条
定
書
発
給
：
小
栗
吉
忠
、

阿
部
正
次
、
神
屋
重
勝
、
彦
坂
元

正
、
水
野
秀
忠
、
島
田
重
次
、
加

藤
正
次
、
森
河
秀
勝

検
地
役
人
：
米
蔵
主
計
、
大
木
彦

左
衛
門
、
三
ノ
浦
久
作
、
佐
藤
三

蔵
、
神
谷
新
九
郎
、
丹
羽
助
十
郎
、

大
久
保
忠
佐
、
浅
井
伝
右
衛
門
、

岡
部
平
右
衛
門
、河
井
源
内
、（
筆
）

鵜
野
葛
助
、
石
橋
彦
八
郎
、
菊
河

三
郎
左
衛
門
、
岩
田
清
左
衛
門
、

（
筆
）小
柳
津
六
郎
右
衛
門
、
鳥
居

甚
二
郎

大
半
小
歩

屋
敷
は
坪
分
米
な
し

無
姓

分
付
記
載
有

徳
川
家
康
検
地
（
五
ヶ
国
総
検
地
）

９
～
11
月
に
七
ヶ
条
定
書
交
付

12
月
に
斗
代
決
定

360
歩
一
反

間
竿
６
尺
５
寸
説
と
６
尺
弱
説
あ
り

本
多
隆
成
『
初
期
徳
川
氏
の
農
村
支

配
』

谷
口
央
『
幕
藩
制
成
立
期
の
社
会
政

治
史
研
究
』

天
正
18

９
～
10
月

三
河
国
豊
臣
秀
次
領

（
碧
海
郡
）

榊
谷
久
右
衛
門
尉
、
沢
七
郎
右
衛

門
、
塚
本
権
兵
衛
、
兵
藤
弥
五
、

田
中
与
七
、
木
瀬
又
三

半
畝
歩

上
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

７
斗
５
升
の
１
斗
下
り
、
屋
敷
７
斗

５
升

分
米
の
無
い
帳
も

無
姓

豊
臣
秀
次
検
地

谷
口
央
『
幕
藩
制
成
立
期
の
社
会
政

治
史
研
究
』

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

天
正
18

８
～
10
月

三
河
国

豊
臣
直
轄
地
・

田
中
吉
政
領
・

池
田
輝
政
領

（
宝
飯
郡
・
設
楽

郡
・
渥
美
郡
・

八
名
郡
・
額
田

郡
・
加
茂
郡
）

亀
井
茲
矩
、
宮
部
継
潤

大
半
小
歩

畝
歩

上
田
１
石
４
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

３
斗

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
直
轄
地
・
大
名
地
検
地

間
竿
６
尺
５
寸

300
歩
一
反

谷
口
央
『
幕
藩
制
成
立
期
の
社
会
政

治
史
研
究
』

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

「
石
見
亀
井
家
文
書
」
36
号
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豊
臣
期
検
地
一
覧
（
稿
）



天
正
20

４
月

三
河
国

豊
臣
秀
次
領

（
高
橋
郡
八
草
･

猿
投
・
篠
原
、

賀
茂
郡
西
枝
下

村
）

吉
田
好
寛

吉
田
家
臣
：
樋
口
勝
介
、
岩
手
勘

介
、
後
藤
勘
右
衛
門
ら

畝
歩

上
田
１
石
４
斗
の
３
斗
下
り
（
１
石

５
斗
の
２
斗
下
り
の
村
も
）、上

畠
１

石
２
斗
・
中
畠
９
斗
・
下
畠
４
斗
（
村

に
よ
り
違
い
も
）

無
姓

豊
臣
秀
次
検
地

同
年
尾
張
検
地
の
一
環

谷
口
央
『
幕
藩
制
成
立
期
の
社
会
政

治
史
研
究
』

本
多
隆
成
『
近
世
初
期
社
会
の
基
礎

構
造
』

天
正
11

１
月

尾
張
国
織
田
領
（
清
洲

城
周
辺
）

生
駒
家
長
、
山
本
与
六
郎
、
城
戸

内
蔵
助
、
埴
原
常
安
、
平
松
与
左

衛
門

織
田
信
雄
検
地

自
身
の
上
洛
中
に
諸
公
事
や
猥
の
儀
を
糺
明
さ
せ

る

「
生
駒
文
書
」『
愛
知
県
史
』
資
料
編

織
豊
２
、
85
号

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」（
有
光
友
学
編『
戦
国
期
権

力
と
地
域
社
会
』吉
川
弘
文
館
、1986

年
）

天
正
11

８
～
10
月

尾
張
国
織
田
領

織
田
長
益
、
岡
田
重
孝
、
平
手
大

炊
、
中
川
定
成
、
佐
久
間
正
勝
、

沢
井
雄
重

貫
高

織
田
信
雄
検
地

検
地
と
並
行
し
て
宛
行
状
発
給
、
知
行
高
を
後
か

ら
連
絡
す
る
場
合
も

寺
社
領
の
収
公
・
加
増

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」

天
正
14

尾
張
国
織
田
領

貫
高
、
11
年
検
地
の
1.5
倍
程
度
の

打
出
し
か

織
田
信
雄
検
地

７
月
に
一
斉
宛
行

知
行
替
あ
り

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」

天
正
20

２
～
４
月

尾
張
国
豊
臣
秀
次
領

吉
田
修
理
亮
勝
親
、
田
中
次
郎
左

衛
門
、
田
中
和
泉
守
長
政
、
雀
部

重
政
、
田
中
角
介

畝
歩

上
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り
（
上
田

１
石
２
斗
の
村
も
）、上
畠
１
石
２
斗

の
３
斗
下
り

無
姓

う
せ
人
な
ど

（
肩
書
）

豊
臣
秀
次
検
地

寺
領
も
「
惣
御
国
な
ミ
」
に
検
地

300
歩
一
反

打
ち
渡
し
は
８
月
ま
で
続
く

検
地
に
先
だ
ち
宛
行
う
石
高
が
決
定
（
所
付
は
検

地
後
）

検
地
以
前
に
御
前
帳
の
た
め
貫
高
を
石
高
に
換
算

『
清
洲
町
史
』

下
村
信
博
「
尾
張
国
に
お
け
る
貫
高

か
ら
石
高
へ
の
移
行
」（『

名
古
屋
市

博
物
館
研
究
紀
要
』
35、

2012
年
）

文
禄
２

文
禄
３

12
月

１
～
４
月

尾
張
国
豊
臣
秀
次
領

豊
臣
奉
行
：
木
下
与
右
衛
門
延

重
、
滝
川
彦
次
郎
忠
征
、
竹
中
源

介
隆
重
、
佐
久
間
甚
四
郎
、
伊
藤

長
門
守
盛
景
、
古
田
兵
部
少
輔
重

勝
、
長
束
次
郎
兵
衛
直
吉
、
平
野

新
八
郎
、
川
井
九
兵
衛
、
山
田
喜

四
郎
、
安
威
摂
津
守
了
佐
、
小
川

清
右
衛
門
長
政
、
徳
法
軒
道
茂
、

宮
城
藤
左
衛
門
正
重

秀
次
奉
行
：
桑
原
勝
太
郎
、
国
友

久
佐
、
大
島
又
右
衛
門
、
岡
小
左

衛
門
、
坪
内
平
右
衛
門
、
武
藤
彦

右
衛
門
、
平
野
彦
三
郎
、
藪
九
介

豊
臣
政
権
・
豊
臣
秀
次
共
同
に
よ
る
豊
臣
秀
次
領

検
地

秀
次
領
「
す
い
び
」
へ
の
対
応

『
清
洲
町
史
』

天
正
11

８
～
10
月

伊
勢
国
織
田
領

織
田
長
益
、
岡
田
重
孝
、
平
手
大

炊
、
中
川
定
成
、
佐
久
間
正
勝
、

沢
井
雄
重
、
小
川
新
九
郎
長
保
、

藤
方
刑
部
少
輔
具
俊
、
日
置
大
膳

亮
、
榊
原
弥
四
郎

貫
高

織
田
信
雄
検
地

検
地
と
並
行
し
て
宛
行
状
発
給
、
知
行
高
を
後
か

ら
連
絡
す
る
場
合
も

寺
社
領
の
収
公
・
加
増

小
川
長
保
以
下
は
７
月
20
日
に
検
地
参
加
を
命

じ
ら
れ
る

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」

『
愛
知
県
史
資
料
編
12
織
豊
２
』

1041
号

天
正
14

伊
勢
国
織
田
領

貫
高
、
11
年
検
地
の
1.5
倍
程
度
の

打
出
し
か

織
田
信
雄
検
地

７
月
に
一
斉
宛
行

知
行
替
あ
り

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」
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天
正
15

（
文
禄

３
？
）

９
月

伊
勢
国
飯
高
郡
田
原
町
中
村
内
民
部
丞

畝
歩

上
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

「
大
工
」な
ど

の
注
記
有

蒲
生
氏
郷
検
地
と
さ
れ
る
が
実
は
文
禄
３
年
検
地

帳
の
写
か
（
今
野
論
文
）

武
藤
和
夫
「
伊
勢
・
伊
賀
・
志
摩
諸

国
に
於
け
る
天
正
の
検
地
」（『

三
重

大
学
学
芸
学
部
教
育
研
究
所
研
究
紀

要
』
20、

1958
年
）

今
野
真
「
太
閤
検
地
の
上
地
把
握
と

計
算
・
記
述
能
力
（
下
）」

天
正
17

伊
勢
国
飯
高
郡
飯
福
田

村
蒲
生
氏
郷
検
地
か
（
検
地
帳
未
確
認
）

大
石
学
「
伊
勢
国
文
禄
検
地
の
基
礎

的
研
究
」（『

徳
川
林
政
史
研
究
所
研

究
紀
要
』
昭
和
57
年
度
、
1982

年
）

文
禄
３

７
～
９
月

伊
勢
国
一
国
全
体
（
伊

勢
神
宮
領
の
一

部
は
免
除
）

奉
行
：
稲
葉
重
通
、
滝
川
雄
利
、

岡
本
良
勝
、
服
部
一
忠
、
一
柳
可

遊
、
新
庄
直
忠
、
朽
木
元
綱

役
人
：
松
村
作
兵
衛
、
鵜
飼
三
兵

衛
、
西
村
千
介
、
吉
田
九
郎
ら

畝
歩

上
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畑

１
石
２
斗
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

２
斗
が
原
則
だ
が
外
れ
る
村
も
数
％

有
り

一
部
村
の
役

職
や
村
名
・

職
業
も
（
肩

書
）

一
部
分
付
記

載

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

滝
川
・
岡
本
・
服
部
・
一
柳
は
伊
勢
に
領
地
を
持

ち
、
他
メ
ン
バ
ー
も
近
隣
諸
国
の
大
名
（
伊
勢
全

体
で
は
大
名
13
名
）

稲
葉
・
滝
川
・
服
部
は
伊
勢
神
宮
の
「
三
奉
行
」

検
地
条
目
は
６
月
17
日
付
、
宛
行
状
は
９
月
21

日
付

小
物
成
記
載
の
あ
る
村
が
４
割

岡
本
が
村
に
検
地
帳
を
交
付
し
な
か
っ
た
と
の
伝

祥

大
石
学
「
伊
勢
国
文
禄
検
地
の
基
礎

的
研
究
」

大
石
学
「
伊
勢
国
文
禄
検
地
に
関
す

る
一
考
察
」（『

地
方
史
研
究
』
209、

1987
年
）

大
石
学「
一
柳
右
近
可
遊
と
伊
勢
国
」

（『
東
京
学
芸
大
学
紀
要

第
３
部
門

社
会
科
学
』
49、

1998
年
）

天
正
16

９
月
６
日

志
摩
国
度
会
郡
小
浜

田
辺
与
三
右
衛
門
安
成
、
堀
玄
助

政
家
、
片
穂
平
次
郎
正
明
、
飯
田

勘
助
尚
依

上
田
１
石
を
１
石
３
斗
に
訂
正
・
以

下
１
斗
下
り
で
同
じ
パ
タ
ー
ン
、
中

畠
４
斗
５
升
を
６
斗
に
訂
正
・
下
畠

３
斗
を
５
斗
に
訂
正

九
鬼
嘉
隆
検
地
か

「
小
浜
漁
業
協
同
組
合
文
書
」『
三
重

県
史
』
資
料
編
中
世
２
、
676
頁

文
禄
３

10
月

志
摩
国
度
会
郡
小
浜

英
虞
郡
鵜
方
村

上
田
１
石
５
斗

九
鬼
嘉
隆
検
地
？
豊
臣
直
轄
検
地
？

「
小
浜
漁
業
協
同
組
合
文
書
」東
大
史

料
編
纂
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

『
三
重
県
史
』資
料
編
近
世
１
、
1015

頁

天
正
11

８
～
10
月

伊
賀
国
織
田
領

織
田
長
益
、
岡
田
重
孝
、
平
手
大

炊
、
中
川
定
成
、
佐
久
間
正
勝
、

沢
井
雄
重

貫
高

織
田
信
雄
検
地

検
地
と
並
行
し
て
宛
行
状
発
給
、
知
行
高
を
後
か

ら
連
絡
す
る
場
合
も

寺
社
領
の
収
公
・
加
増

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」

天
正
14

伊
賀
国
織
田
領

貫
高
、
11
年
検
地
の
1.5
倍
程
度
の

打
出
し
か

織
田
信
雄
検
地

７
月
に
一
斉
宛
行

知
行
替
あ
り

加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張
・
伊

勢
支
配
」

天
正
14

９
月

伊
賀
国
筒
井
領
（
伊
賀

郡
野
間
村
）

畠
掃
部

半
畝
歩
厘
分
米
無
し

無
姓
（
一
部

に
姓
ら
し
き

記
載
や
「
右

手
代
」
の
注

記
有
）

筒
井
定
次
検
地

９
月
３
日
付
の
「
田
畑
上
中
下
仕
分
帳
」
あ
り

武
藤
和
夫
「
伊
勢
・
伊
賀
・
志
摩
諸

国
に
於
け
る
天
正
の
検
地
」

天
正
12

10
月

美
濃
国
稲
葉
領

稲
葉
良
通
検
地

詳
細
不
明

『
大
日
本
史
料
』11-９

、
329-330

頁
『
岐
阜
県
史
』
近
世
上
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天
正
17

10～
12
月

美
濃
国
一
国
検
地

奉
行
：
浅
野
長
吉
、
伊
藤
秀
盛
、

片
桐
貞
隆
、
石
田
正
澄
、
木
村
常

陸
介
、
早
川
伝
兵
衛
、
石
川
光
吉
、

小
野
木
重
次
、
寺
西
正
勝
、
竹
中

重
隆

役
人
：
尾
藤
次
郎
三
郎
、
鈴
木
又

右
衛
門
、
林
次
郎
右
衛
門
、
八
田

喜
太
夫
、
間
宮
清
八
、
林
孫
右
衛

門
、
早
川
長
政
、
木
村
清
久
、
増

田
長
盛
、
日
弥
野
久
助
、
毛
利
重

政
ら

半
畝
歩

上
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
２
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

300
歩
一
反

検
地
条
目
は
10
月

７
月
付
の
検
地
帳
が
あ
る
が
写
本
の
た
め
採
ら
な

い

『
岐
阜
県
史
』
近
世
上

文
禄
３

美
濃
国
山

古
田
重
勝
（
宇
野
長
定
・
児
玉
氏

久
か
）

豊
臣
奉
行
に
よ
る
山
検
地

11
月
に
古
田
家
臣
が
山
法
度

『
岐
阜
県
史
』
近
世
上

天
正
10

天
正
11

３
～
５
月
・
７

～
11
月

８
～
12
月

能
登
国
前
田
領
（
能
登

一
国
）

林
久
右
衛
門
尉
、
神
野
弥
右
衛
門

尉
、
鴨
野
喜
兵
衛
尉
、
大
屋
助
兵

衛
、
沢
崎
東
春
、
佐
野
猪
介
、
嶋

崎
市
内
、
谷
弥
左
衛
門
尉
、
大
窪

一
介
、
神
野
善
太

大
半
小
歩
分
米
無
し

末
尾
で
反
別
一
律
３
俵
で
計
算

一
俵
３
斗
入
り

無
姓

名
請
な
し
の

も
の
も

前
田
利
家
検
地

指
出
に
基
づ
き
実
検
、
村
高
を
把
握

360
歩
一
反

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』（
桂
書
房
、
2000

年
）

天
正
14

３
～
４
月

能
登
国
前
田
領
（
能
登

一
国
）

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

打
渡
状
の
み

前
田
利
家
検
地

実
検
・
丈
量
な
し

天
正
10・

11
年
検
地
の
指
出
高
を
ほ
ぼ
踏
襲

荒
地
の
調
査

360
歩
一
反

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
17

５
～
７
月

能
登
国
前
田
領
（
能
登

一
国
）

大
井
久
兵
衛
、
堀
江
与
三
兵
衛
、

瓜
生
源
七
、
岡
部
新
蔵
、
沢
崎
東

春
、
矢
嶋
弥
次
衛
門
、
神
野
藤
三

郎
、
横
開
喜
左
衛
門
、
宇
野
喜
兵

衛

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

打
渡
状
の
み
前
田
利
家
検
地

丈
量
を
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
実
態
は
一
律

24％
打
出
し

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
19

能
登
国
前
田
領
（
鳳
至

郡
）

長
連
龍

前
田
利
家
検
地

24％
打
出
し
へ
の
抵
抗
を
受
け
て
高
を
下
げ
た
か

詳
細
は
未
詳

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
20

９
～
10
月

能
登
国
長
領
（
鹿
島
半

郡
）

長
右
衛
門
尉
、
三
井
恕
作
軒
、
阿

岸
与
市
右
衛
門

畝
歩

上
田
２
石
の
５
斗
下
り
（
下
々
田
７

斗
）、
上
畠
１
石
の
２
斗
５
升
下
り

（
下
々
畠
３
斗
５
升
）、
屋
敷
１
石
５

斗

無
姓

長
連
龍
検
地

300
歩
一
反
、
京
升
使
用

名
寄
帳
的
記
載

検
地
高
に
45％
を
プ
ラ
ス
（
３
万
石
に
近
づ
け
る

た
め
に
操
作
か
）

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
11

５
～
８
月

越
中
国
佐
々
領
（
越
中

四
郡
）

佐
々
成
政

反
別
一
律
３
俵

佐
々
成
政
検
地

指
出
追
認
か

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
13

閏
８
～
９
月

越
中
国
前
田
利
長
領

（
砺
波
・
射
水
・

婦
負
）

森
川
善
右
衛
門
尉
、
橋
爪
小
右
衛

門
尉
、
斉
藤
久
右
衛
門
尉
、
横
開

喜
左
衛
門
、
姉
崎
四
郎
左
衛
門
、

内
田
清
三
郎
、
谷
次
左
衛
門

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

打
渡
状

前
田
利
長
検
地

拝
領
以
前
か
ら
実
施
か

360
歩
一
反
（
幕
末
ま
で
）

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
19

９
月

越
中
国
前
田
利
長
領

（
氷
見
郡
東
海

老
坂
村
）

三
厨
伊
右
衛
門
、
山
守
久
次
、
吉

田
長
蔵
、
石
川
進
平

大
半
小
歩

打
渡
状

前
田
利
長
検
地

検
地
と
表
記
さ
れ
る
が
実
際
に
は
検
見
で
、
実
収

量
を
調
査

一
俵
５
斗
入
り

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』
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天
正
20

９
月

越
中
国
前
田
利
長
領

（
氷
見
郡
堀
田

村
）

神
尾
図
書
、
石
川
左
源
太

大
半
小
歩

打
渡
状

前
田
利
長
検
地
か

検
地
と
表
記
さ
れ
る
が
実
際
に
は
検
見
で
、
実
収

量
を
調
査

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

文
禄
４

11
月

越
中
国
前
田
領
（
新
川

郡
）

前
田
対
馬
守
長
種
、
横
山
大
膳
亮

長
知
、
武
田
宮
内
少
輔
矩
清
、
神

尾
図
書
助
之
直

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

一
俵
５
斗
入
り
で
以
後
継
続

打
渡
状

前
田
利
家
検
地

蔵
入
地
の
前
田
領
編
入
に
と
も
な
う
総
検
地

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

文
禄
５

10
月

越
中
国
前
田
利
秀
領
か

（
砺
波
郡
金
屋

本
江
村
）

三
輪
主
水
、
石
川
左
源
太

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

打
渡
状

前
田
利
秀
検
地
か（
役
人
は
天
正
20
年
前
田
利
長

領
と
被
る
）

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

慶
長
２

９
月

越
中
国
前
田
利
長
領

（
砺
波
・
氷
見
）

前
田
対
馬
守
長
種
、
栂
大
学
助
長

康
、
森
川
善
右
衛
門
、
丹
波
権
平
、

太
田
但
馬
長
知
、
吉
田
長
蔵
守
政

前
田
利
長
領
検
地

実
際
は
検
見
で
、
毛
付
高
・
物
成
の
査
定

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

慶
長
３

10
月

越
中
国
前
田
領
（
新
川

郡
）

前
田
対
馬
守
長
種
、
横
山
大
膳
亮

長
知
、
武
田
宮
内
少
輔
矩
清

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

打
渡
状

前
田
利
家
検
地

丈
量
を
省
略
し
て
高
だ
け
上
昇
さ
せ
た
居
検
地

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
11

５
～
８
月

加
賀
国
前
田
領（
石
川
･

河
北
）

前
田
利
家

大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

前
田
利
家
検
地

こ
れ
以
前
の
佐
久
間
検
地
は
石
高

360
歩
一
反
（
元
和
ま
で
）

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
12

６
～
７
月

加
賀
国
丹
羽
領（
江
沼
･

能
美
）

丹
羽
長
秀

丹
羽
長
秀
検
地

越
前
と
同
時

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
19

９
月

加
賀
国
村
上
領
（
能
美

郡
）

村
上
頼
勝

畝
歩

田
は
等
級
に
よ
ら
ず
１
石
５
斗
、
上

畠
８
斗
３
升
３
合
３
勺
・
下
畠
３
斗

３
升
３
合
３
勺
、
屋
敷
８
斗
３
升
３

合
３
勺

無
姓

村
上
頼
勝
検
地

360
歩
一
反

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

慶
長
３

６
～
７
月

加
賀
国
豊
臣
直
轄
地
・

丹
羽
領（
江
沼
･

能
美
）

豊
臣
奉
行

畝
歩

田
は
一
律
斗
代
か
（
１
石
５
斗
）

打
渡
状

江
沼
郡
は
豊
臣
直
轄
、
能
美
郡
は
丹
羽
長
重
検
地

か正
月
時
点
で
秀
吉
は
越
前
検
地
と
同
時
に
命
令

丹
羽
領
は
４
月
時
点
で
２
割
増
し
の
加
増

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

慶
長
３

９
～
12
月

加
賀
国
前
田
領（
石
川
･

河
北

松
任
除

く
>）

沢
崎
東
春
、松
本
四
郎
右
衛
門
尉
、

伊
藤
宗
六
、
中
村
九
郎
右
衛
門
尉
大
半
小
歩
反
別
一
律
３
俵

一
俵
５
斗
入
り

打
渡
状

前
田
利
家
検
地

利
長
へ
の
代
替
わ
り
が
契
機
か

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

天
正
12

６
～
７
月

越
前
国
丹
羽
領
（
敦
賀

郡
以
外
の
11

郡
）

水
野
大
郎
右
衛
門
尉
、
山
田
大
郎

左
衛
門
尉
、
加
藤
文
左
衛
門
尉
、

窪
又
五
郎
、
小
畝
甚
右
衛
門
尉
、

湯
浅
喜
右
衛
門
尉
、杉
若
藤
二
郎
、

河
村
加
介
、
大
谷
彦
十
郎
、
香
河

久
左
衛
門
、
水
野
六
右
衛
門
、
市

村
左
近
、
粟
屋
甚
右
衛
門
尉
、
富

田
平
三
郎
、
加
賀
野
井
毛
作
、
忠

見
久
兵
衛
尉
、
中
嶋
吉
介

大
半
小
歩
反
別
一
律
１
石
５
斗
、
畠
は
中
畠
１

貫
・
下
畠
＆
山
畑
500
文
な
ど

打
渡
状

丹
羽
長
秀
検
地

360
歩
一
反

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』
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慶
長
３

６
～
７
月

越
前
国
一
国
検
地

長
束
正
家
、
伊
東
長
次
、
井
上
新

介
、
吉
田
益
庵
、
小
堀
正
次
、
木

村
由
信
、
朽
木
元
綱
、
駒
井
重
勝
、

杉
若
藤
次
郎
、
建
部
寿
徳
、
新
庄

直
忠
、
長
束
直
吉
、
長
谷
川
以
真
、

服
部
正
栄
、
林
伝
右
衛
門
、
速
水

守
久
、
溝
江
長
氏
、
御
牧
景
則
、

山
口
宗
長

畝
歩

上
田
１
石
８
～
５
斗
の
１
斗
下
り
、

上
畠
１
石
５
斗
～
９
斗
・
中
畠
１
石

４
斗
か
ら
８
斗
・
下
畠
１
石
２
斗

～
７
斗
、
屋
敷
１
石
７
～
５
斗
（
村

に
よ
っ
て
異
な
る
）

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

正
月
に
秀
吉
が
雪
解
け
後
の
検
地
を
決
定
す
る
も

実
施
は
６
月

検
地
条
目
は
秀
吉
が
検
地
奉
行
に
宛
て
た
長
い
物

と
、
各
検
地
奉
行
が
発
給
し
た
短
い
物
が
あ
り
、

前
者
は
月
日
未
詳
、
後
者
は
６
月
20
日
付
・
７
月

16
日
付
な
ど
複
数
が
伝
わ
る

18
万
石
打
出
し

検
地
奉
行
は
検
地
終
了
後
の
７
月
20
日
に
上
洛

木
越
隆
三
『
織
豊
期
検
地
と
石
高
の

研
究
』

『
福
井
市
史
』
通
史
編
２

『
西
笑
和
尚
文
案
』
86

天
正
11

若
狭
国
木
村
領
（
三
方

郡
）

木
村
隼
人
佐
定
重

木
村
定
重
検
地

「
木
村
隼
人
ケ
ン
チ
候
テ
諸
神
事
タ
イ
テ
ン
也
」と

あ
り

天
正
13
年
の
坂
井
直
勝
宛
宛
行
状
は
石
高
制

『
福
井
県
史
』
通
史
編
３

「
宇
波
西
神
社
文
書
」
18
号
（『
福
井

県
史
』
資
料
編
８
）

「
坂
井
家
文
書
」
１
号
（『
三
重
県
史

資
料
叢
書
』資
料
編
中
世
２
補
遺

）

天
正
16

６
～
７
月

若
狭
国
浅
野
領

川
口
喜
太

、
近
藤
久
次
、
千
田

藤
右
衛
門
ら

半
畝
歩

14
段
階
、
上
上
１
石
８
斗
の
１
斗
下

り
（
村
に
よ
っ
て
異
な
る
）

無
姓

浅
野
長
吉
検
地

前
年
の
宛
行
状
に
は
石
高
記
載
無
し

300
歩
一
反

『
福
井
県
史
』
通
史
編
３

『
小
浜
市
史
』
通
史
編
上

文
禄
３

３
月

若
狭
国
木
下
領

木
下
勝
俊
の
新
入
部
に
と
も
な
う
指
出

『
小
浜
市
史
』
通
史
編
上

天
正
10

７
月

近
江
国
丹
羽
領
（
滋
賀

郡
）

丹
羽
長
秀
に
よ
る
指
出
徴
収

『
大
日
本
史
料
』
11-2、

12
頁

天
正
11

６
～
７
月

近
江
国
栗
太
郡
・
蒲
生

郡
増
田
長
盛
、
伊
藤
秀
盛
、
小
出
出

羽
守
？

大
半
小
畝
斗
代
一
定
せ
ず

等
級
記
載
無
し

田
は
一
反
あ
た
り
８
斗
少
々
か

無
姓

地
名（
肩
書
）

豊
臣
直
轄
検
地

「
知
行
改
」
と
も
（『
新
修
大
津
市
史
』）

360
歩
一
反

『
滋
賀
県
史
』
３

『
新
修
大
津
市
史
』
３

『
八
日
市
市
史
』
３

天
正
12

８
～
９
月

近
江
国
蒲
生
郡
得
珍
保

（
平
井
金
十
郎

領
他
）

伊
藤
秀
盛

豊
臣
直
轄
検
地

浅
野
長
吉
へ
指
出

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
459

『
八
日
市
市
史
』
３

天
正
12

11
月

近
江
国
蒲
生
郡
今
在
家

村
（
大
野
木
甚

之
丞
領
他
）

尼
子
六
郎
左
衛
門
、
石
田
三
成
、

宮
城
豊
盛
、
豊
田
定
長
、
毛
利
重

政
、
中
村
掃
部
助

半
畝
歩

菜
畠
１
石
１
斗
５
升
、
野
畠
上
畠
７

斗
５
升
の
１
斗
下
り
、
屋
敷
１
石
１

斗
５
升

８
月
の
再
検
地
か

今
堀
で
10
月
１
日
に
住
民
が
起
請
文
、
11
月
６

日
付
で
浅
野
長
吉
が
「
御
検
地
は
つ
れ
糺
明
」
を

告
げ
る
、
12
月
２
日
に
も
今
堀
の
定
書
あ
り

300
歩
一
反

天
正
13
年
２
月
の
検
地
算
用
状
あ
り

表
紙
に
は
11
月
16
日
三
右
衛
門
・
宗
右
衛
門
・

孫
介
と
あ
り

『
八
日
市
市
史
』
３

天
正
18

９
月

近
江
国
蒲
生
郡
得
珍
保

（
平
井
金
十
郎

領
他
）

政
所
左
衛
門
二
郎
、
介
一

指
出

佐
藤
隠
岐
守
・
古
田
肥
前
守
・
森
島
宗
宇
・
浅
野

源
八
・
観
音
寺
宛

給
人
知
行
高
と
村
役
人
給
を
記
載

『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
458

天
正
19

１
～
４
月

近
江
国

豊
臣
領
（
栗
太

郡
・
愛
智
郡
・

神
崎
郡
・
坂
田

郡
・
蒲
生
郡
・

浅
井
郡
）

奉
行
：
増
田
長
盛
、
長
束
正
家
、

大
野
木
縫
殿
、
早
川
長
政
、
牧
村

利
貞
、
宮
城
豊
盛
、
糟
屋
真
雄
、

片
桐
貞
隆
、
矢
島
久
兵
衛
、
吉
田

清
左
衛
門

役
人
：
奥
山
源
丞
、
善
正
、
滝
野

助
七
、
沢
新
太
郎
、
福
西
源
次

畝
歩

吉
田
村
：
上
田
１
石
７
斗
の
１
斗
下

り
、
上
畠
１
石
２
斗
、
屋
敷
１
石
２

斗柏
原
：
上
田
１
石
６
斗
・
中
田
１
石

４
斗

小
谷
寺
：
上
田
１
石
７
斗
の
２
斗
下

り下
日
吉
村
：
上
田
１
石
６
斗
５
升
の

１
斗
下
り
、
上
畠
１
石
２
斗
の
２
斗

下
り
、
屋
敷
１
石
２
斗

無
姓

豊
臣
直
轄
検
地

天
正
18
年
９
月
段
階
で
す
で
に
秀
吉
は
近
江
の

検
地
を
企
図
（
伊
藤
論
文
）

正
月
12
日
付
で
御
検
地
惣
奉
行
が
検
地
奉
行
・
下

役
人
が
15
日
に
到
着
す
る
こ
と
を
庄
屋
に
宛
て

て
連
絡

閏
正
月
13
日
に
検
地
命
令
（「
上
坂
記
録
」）

４
月
20
日
頃
か
ら
給
地
宛
行

絵
図
の
作
成

『
草
津
市
史
』
２

『
八
日
市
市
史
』
３

『
五
個
荘
町
史
』
２

『
新
修
彦
根
市
史

史
料
編
古
代
・
中

世
』
中
世
編
年
史
料
821
号

伊
藤
真
昭
「
石
田
三
成
佐
和
山
入
城

の
時
期
に
つ
い
て
」（『

洛
北
史
学
』

４
、
2002

年
）
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要



天
正
19

８
月

近
江
国
蒲
生
郡
得
珍
保

（
平
井
金
十
郎

領
他
）

指
出

８
月
21
日
に
掟
制
定

『
滋
賀
県
史
』
３
（
今
堀
日
吉
文
書
な

ど
に
よ
る
）

天
正
20

８
月

近
江
国
徳
川
領
か
（
甲

賀
上
郡
黒
滝

村
）

畝
歩

上
田
１
石
６
斗

名
請
人
無
し
「
御
検
地
帳
指
出
」

「
山
中
文
書
」東
大
史
料
編
纂
所
蔵
影

写
本

文
禄
５

10
月

近
江
国
志
賀
郡
（
園
城

寺
領
他
）

新
庄
直
頼
、
井
上
新
介
、
観
音
寺

詮
舜
、
片
桐
且
元

畝
歩

上
田
１
石
７
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

３
斗

無
姓

地
名
や
「
大

工
」
等
（
肩

書
）

豊
臣
奉
行
に
よ
る
志
賀
郡
検
地

一
割
が
荒
地

村
高
の
半
数
が
入
作

長
束
正
家
と
前
田
玄
以
が
指
示
か

『
新
修
大
津
市
史
』
３

「
秋
田
家
文
書
」『
青
森
県
史
』
資
料

編
近
世
１
、
215
号

慶
長
３

７
～
８
月

近
江
国
徳
川
領
（
甲
賀

郡
・
野
洲
郡
・

蒲
生
郡
）

畝
歩

上
畠
９
～
８
斗
・
中
畠
８
～
７
斗
・

下
畠
６
～
５
斗
、
屋
敷
１
石
２
斗

無
姓

徳
川
家
康
検
地

『
八
日
市
市
史
』
３

天
正
10

７
-11
月

山
城
国
一
国
か

浅
野
長
吉
、
伊
藤
秀
盛
、
石
川
光

政

豊
臣
直
轄
指
出

公
家
・
寺
社
の
当
知
行
分

稲
荷
社
領
で
は
９
月
に
検
地

『
京
都
の
歴
史
』
４

『
大
日
本
史
料
』
11-2、

１
頁

天
正
11

10
月

山
城
国

豊
臣
直
轄
検
地
？

大
徳
寺
で
「
今
度
御
け
ん
ち
ニ
付
、
以
我
等
内
を

三
石
九
斗
七
升
四
合
分
」
と
の
文
書
あ
り

『
大
日
本
史
料
』
11-5、

514
頁

天
正
12

８
～
10
月

山
城
国
一
国
か

前
田
玄
以
、
浅
野
長
吉
、
片
桐
貞

隆
半
畝
歩

斗
代
一
定
せ
ず

上
田
１
石
７
～
３
斗
、
上
畠
１
石
～

８
斗
か

無
姓

豊
臣
直
轄
検
地

吉
田
兼
見
は
８
月
に
指
出
を
命
じ
ら
れ
、
10
月
に

検
地
帳
が
打
渡
さ
れ
る

『
京
都
の
歴
史
』
４

天
正
13

９
～
12
月

山
城
国
京
廻

前
田
玄
以
、
山
口
宗
長
、
松
浦
重

政
、
大
野
光
元
、
一
柳
直
次

畝
歩

斗
代
一
定
せ
ず

上
田
１
石
７
～
３
斗
、
上
畠
１
石
～

８
斗
か

「
上
中
」
な
ど
細
か
い
等
級
も

無
姓

地
名
や
「
大

工
」
等
（
肩

書
）

豊
臣
直
轄
検
地

５
月
13
日
に
公
家
・
門
跡
か
ら
指
出
徴
収

地
積
は
５
歩
の
倍
数
が
多
く
大
雑
把

『
京
都
の
歴
史
』
４

下
村
信
博
「
公
家
・
寺
社
領
と
天
正

十
三
年
検
地
」（
本
多
隆
成
編
『
戦

国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社
会
』
吉
川

弘
文
館
、
1999

年
）

天
正
14

11
月

山
城
国
愛
宕
郡
西
賀
茂

村
山
口
甚
兵
衛
宗
長

上
田
１
石
８
斗

前
田
玄
以
の
署
名
あ
り
、
前
年
の
検
地
の
分
？

「
上
賀
茂
大
明
神
神
明
料
分
」

「
任
御
朱
印
之
旨
帳
を
進
之
」

「
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
文
書
」東
大
史
料

編
纂
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

天
正
14

天
正
15

12
月

１
月

山
城
国
寺
社

河
原
定
勝

豊
臣
奉
行
に
よ
る
藪
検
地

翌
年
正
月
ま
で
続
く
（『
北
野
天
満
宮
史
料
』）

伊
藤
真
昭
『
京
都
の
寺
社
と
豊
臣
政

権
』（
法
蔵
館
、
2003

年
）

天
正
15

11
月

山
城
国
山

前
田
玄
以
、
山
口
宗
長
、
河
原
定

勝
豊
臣
奉
行
に
よ
る
山
検
地

伊
藤
真
昭
『
京
都
の
寺
社
と
豊
臣
政

権
』

天
正
16

山
城
国
石
清
水
領
？

天
正
12
年
帳
に
「
同
拾
六
年
改
御
検
地
被
成
候

事
」
と
あ
り

『
京
都
の
歴
史
』
４

天
正
17

８
～
12
月

山
城
国

13
年
検
地
で

漏
れ
た
部
分
・

上
賀
茂
と
東
寺

は
再
検
地

太
田
牛
一
、
御
牧
景
則
、
毛
利
高

政
、
石
川
貞
通
、
森
島
宗
宇
、
木

下
吉
隆
、
石
川
光
元
、
安
威
了
佐
、

矢
野
定
満
、
速
水
守
久
、
前
田
玄

以
（
統
轄
）

畝
歩

大
徳
寺
分
：
田
１
石
６
斗
（
等
級
記

載
無
し
）

無
姓

13
年
検
地
の
補
足

伊
藤
真
昭
『
京
都
の
寺
社
と
豊
臣
政

権
』

天
正
20

１
～
３
月

山
城
国
東
福
寺
領

東
福
寺
僧

畝
歩

斗
代
一
定
せ
ず

無
姓

東
福
寺
か
ら
前
田
玄
以
へ
の
指
出

検
地
が
免
除
さ
れ
た
土
地
の
分

『
東
福
寺
文
書
』
546

慶
長
２

４
月

山
城
国
大
徳
寺
領

庄
屋

畝
歩

反
別
１
石
６
斗

無
姓

麦
田
指
出

同
年
の
田
麦
徴
収
令
に
対
応
か

『
京
都
の
歴
史
』
４

『
大
徳
寺
文
書
』
2003～

2007
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慶
長
３

10
月

山
城
国
三
井
寺
領
之
内

庄
巌
寺
分

「
三
井
寺
領
之
内
庄
巌
寺
相
渡
帳
」庄
巌
寺
分
だ
け

書
き
抜
い
た
も
の
か

「
長
楽
寺
所
蔵
文
書
」東
大
史
料
編
纂

所
蔵
写
真
帳

天
正
15

８
～
11
月

丹
波
国

一
国
か
（
天
田

郡
・
氷
上
郡
・

多
紀
郡
・
何
鹿

郡
・
桑
田
郡
）

片
桐
且
元
、
早
崎
平
三
、
片
桐
且

元
、
石
川
光
重
、
山
口
宗
長

代大
小
畝
歩

畝
歩

棚
原
村
：
地
位
無
し
、田
１
石
２
斗
、

畠
７
斗
、
屋
敷
７
斗

塩
谷
村
：
上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下

り
、
上
畠
７
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

嵐
瑞

「
丹
波
の
太
閤
検
地
に
つ
い

て
―
多
紀
郡
奥
谷
村
を
中
心
と
し
て

―
」（『

兵
庫
史
学
』
24、

1960
年
）

今
中
寛
司
「
丹
波
国
の
太
閤
検
地

―
丹
州
氷
上
郡
棚
原
村
之
帳
に
つ
い

て
―
」（『
兵
庫
史
学
』２
、
1954

年
）

『
新
修
亀
岡
市
史
』
本
文
編
２

『
福
知
山
市
史
』
２

天
正
19

８
月
５
日

丹
波
国
船
井
郡
塩
谷
村

名
寄
帳

『
三
和
町
史
』
上

天
正
20

丹
波
国
多
紀
郡
奥
谷
村

写
『
三
和
町
史
』
上

文
禄
３

丹
波
国
多
紀
郡
大
沢
村
前
田
玄
以

豊
臣
直
轄
検
地

嵐
瑞

論
文
は
検
地
帳
10
冊
が
残
る
と
い
う

『
福
知
山
市
史
』
２

嵐
瑞

「
丹
波
の
太
閤
検
地
に
つ
い

て
―
多
紀
郡
奥
谷
村
を
中
心
と
し
て

―
」

文
禄
４

丹
波
国
氷
上
郡
棚
原
村

名
寄
帳

畠
方
の
み

『
三
和
町
史
』
上

文
禄
５

９
～
10
月

丹
波
国
前
田
領
か
（
船

井
郡
・
桑
田
郡
）

前
田
玄
以

手
代
：
佐
久
間
清
右
衛
門
尉
、
丹

羽
宗
兵
衛
、尾
池
清
左
衛
門
定
安
、

松
田
勝
右
衛
門
政
行

畝
歩

山
国
荘
小
塩
村
：
１
石
２
斗
の
１
斗

下
り

山
国
荘
下
村
：
１
石
３
斗
の
１
斗
下

り

無
姓

前
田
玄
以
検
地

『
新
修
亀
岡
市
史
』
本
文
編
２

『
丹
波
国
山
国
荘
史
料
』

『
三
和
町
史
』
上

慶
長
２

11
月

丹
波
国
前
田
領
か
（
桑

田
郡
神
吉
上

村
）

尾
池
清
左
衛
門
、
鍬
方
金
右
衛
門
畝
歩

上
田
１
石
３
斗
５
升
・
中
田
１
石
３

斗
・
下
田
１
石
１
斗
、
上
畠
８
斗
の

一
斗
下
り
、
屋
敷
１
石

無
姓

「
酒
屋
」「
茶

屋
」（
肩
書
）
前
田
玄
以
検
地

『
慶
長
二
年
神
吉
上
村
検
地
帳
調
査

報
告
／
近
現
代
聞
き
取
り
調
査
報
告

２
』
南
丹
市
教
育
委
員
会
、
2012

年

天
正
13

閏
８
～
12
月

大
和
国
奈
良

地
子

無
姓

豊
臣
政
権
へ
の
指
出

大
乗
院
は
閏
８
月
20
日
に
伊
藤
秀
盛
宛
に
指
出

作
成
（「
大
乗
院
文
書
」
29
『
猪
熊
文
書
』>）

『
奈
良
市
史
』
通
史
３

天
正
14

９
～
10
月

大
和
国
興
福
寺
領

豊
臣
秀
長
に
よ
る
検
地
？

『
多
聞
院
日
記
』
６
月
20
条
で
は
指
出
と
織
田
時

代
の
指
出
の
高
が
異
な
る
こ
と
が
問
題
に

『
奈
良
市
史
』
通
史
３

天
正
15

10
月

大
和
国
豊
臣
秀
長
領

（
吉
野
郡
十
津

川
郷
）

小
堀
正
次
、
野
崎
与
三
郎
、
長
五

郎
右
衛
門
玄
斉
、
金
左
衛
門
、
た

ま
ふ
ち
、
雨
善
介

小
堀
家
臣
：
長
介
、
与
七
郎
、
藤

大
夫
、
甚
大
夫
、
神
左
衛
門
、
孫

次
郎
、
あ
い
は
、
太
郎
左
、
七
郎
、

弥
三
、
弥
三
郎
、
孫
介
、
与
一
郎

大
半
小

「
一
書
」

「
か
わ
ら

は
た
」

一
定
せ
ず

無
姓

豊
臣
秀
長
検
地

紀
伊
国
と
連
動
か

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」（『

和
歌
山
地
方
史
研
究
』
７
、

1984
年
）

天
正
19

大
和
国
奈
良

検
地
か

『
多
聞
院
日
記
』
８
月
16
日
条
に
「
京
終
田
地
検

知
」
と
有
り
、「
京
終
」
は
奈
良
を
指
す
か

『
奈
良
市
史
』
通
史
３

文
禄
２

12
月

大
和
国
豊
臣
秀
保
領

（
宇
智
郡
）

小
堀
正
次

豊
臣
秀
保
検
地

『
五
條
市
史
』
上
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文
禄
４

８
～
10
月

大
和
国
一
国
検
地

増
田
長
盛
、
長
束
正
家
、
小
堀
正

次
、
横
浜
一
庵
、
新
庄
直
頼
、
井

上
新
介
、
木
村
宗
左
衛
門
、
石
田

三
成
、
石
田
正
澄
、
御
牧
景
則
、

朽
木
元
綱
、糟
屋
真
雄
、長
束
直
吉

増
田
家
臣
：
佐
伯
彦
兵
衛
、
福
西

源
次
、
真
木
伝
七
、
井
口
善
右
衛

門
、
山
本
乙
右
衛
門
、
新
藤
甚
介
、

古
市
三
右
衛
門
、
端
与
兵
衛
、
佐

治
彦
左
衛
門
、
河
橋
喜
斎
、
深
尾

甚
六
、
深
尾
半
兵
衛
、
平
井
弥
四

郎
、
深
尾
甚
二
郎
、
中
島
小
藤
太

長
束
家
臣
：
岡
屋
八
左
衛
門
、
田

所
小
兵
衛
、
倉
垣
孫
作
、
山
東
五

郎
兵
衛
、
井
上
介
三
、
田
付
四
郎

兵
衛
、
小
田
半
左
衛
門
、
青
木
久

八
、斎
田
九
左
衛
門
、河
村
弥
七
郎

井
上
家
臣
：
貞
安
、
谷
孫
三
、
駒

井
久
七

木
村
家
臣
：
真
木
伝
七
、
古
市
三

右
衛
門
、
山
本
乙
右
衛
門
、
井
口

善
右
衛
門
、
新
藤
甚
介

畝
歩

上
田
１
石
６
斗
の
２
斗
下
り
が
最
高

（
村
に
よ
っ
て
異
な
る
）

無
姓

新
木
村
検
地

帳
に
は
「
き

う
人
衆
渡

部
」
な
ど
と

増
田
家
中
も

名
請
人
に

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

『
多
聞
院
』
に
８
月
17
日
よ
り
と
あ
り

増
田
の
入
部
は
６
月
７
日

９
月
21
日
に
多
賀
秀
種
宛
宛
行
状
が
出
る

「
過
分
ニ
打
増
」
が
懸
念
さ
れ
る

郡
ご
と
に
担
当

10
月
に
寺
院
に
知
行
配
分
、
検
地
帳
も
渡
す

『
奈
良
市
史
』
通
史
３

『
大
和
郡
山
市
史
』

『
新
訂
大
宇
陀
町
史
』

天
正
11

摂
津
国
八
部
郡

豊
臣
直
轄
検
地
か

『
兵
庫
県
史
』
３

天
正
19

11
月
以
前
か

摂
津
国
能
勢
郡
天
王
村
前
田
玄
以

豊
臣
直
轄
検
地
か

『
尼
崎
市
史
』
２

『
能
勢
町
史
』
１

文
禄
３

９
～
11
月

摂
津
国
一
国
検
地

宮
城
豊
盛
、
船
越
景
直
、
桑
原
貞

也
、
石
川
光
元
、
速
水
守
久
、
浅

野
長
吉
、
片
桐
且
元
、
一
柳
越
後

守
、
山
口
宗
長
、
矢
島
久
兵
衛
、

川
村
粂
之
助

半
畝
歩

畝
歩

有
馬
郡
生
瀬
：
上
田
１
石
５
斗
の
２

斗
下
り
、
上
畠
１
石
２
斗
の
２
斗
下

り
、
屋
敷
１
石
２
斗

太
田
郡
吹
田
村
：
上
田
１
石
７
斗
の

３
斗
下
り（
変
則
的
）、
上
畠
１
石
３

斗
の
変
則
下
り
、
屋
敷
１
石
３
斗

川
辺
郡
佐
曽
利
村
：
上
田
１
石
２
斗

５
升
・
中
田
１
石
５
升
・
下
田
９
斗
、

上
畠
７
斗
・
中
畠
５
斗
・
下
畠
４
斗
、

屋
敷
１
石
２
斗

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

８
月
３
日
付
で
奉
行
宛
に
検
地
条
目
発
給

『
箕
面
市
史
』
２

『
能
瀬
町
史
』
３

『
西
宮
市
史
』
２

『
宝
塚
市
史
』
２

『
伊
丹
市
史
』
２

『
豊
中
市
史
』
２

『
川
西
市
史
』
２

天
正
11

８
月
（
表
紙
）
河
内
国
船
越
領
？
（
天

野
山
、加
納
村
）
末
尾
に
正
月
25
日
付
の「
大
□
□

□
」
の
署
名
あ
り
（
加
納
村
）

半
畝
歩

上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下
り

無
姓

船
越
景
直
検
地
か
（
天
野
山
は
船
越
領
）

天
野
山
は
名
寄
帳

『
河
内
長
野
市
史
』
７
、
616
頁

『
太
閤
検
地
論
』
３
、
14
号

天
正
12

９
月
以
前

河
内
国
叡
福
寺
太
子
廟

領
伊
藤
秀
盛
か

検
地
を
し
て
太
子
廟
の
灯
明
領
が
減
っ
た
た
め
一

反
を
寄
進
す
る
、
と
「
叡
福
寺
文
書
」
に
あ
り

『
大
日
本
史
料
』
11-9、

13
頁

天
正
13

７
月

河
内
国
招
提
寺
内

吉
田
文
左
衛
門

「
招
提
寺
内
興
起
後
聞
記

年
寄
分
由
緒
実
録
」の

記
述
が
根
拠
（『
枚
方
市
史
』
６
史
料
、
336
頁
）
『
枚
方
市
史
』
３
、
29
頁

文
禄
３

10～
12
月

河
内
国
一
国
検
地

宮
城
豊
盛
、
増
田
長
盛
、
船
越
景

直
、
片
桐
且
元
、
長
束
正
家
、
石

川
光
元
、
木
下
延
重
、
林
藤
兵
衛

増
田
家
臣
：
平
井
弥
四
郎
、
丹
治

新
右
衛
門
尉

畝
歩
間
数
表
示

交
野
郡
星
田
村
：
上
田
１
石
５
斗
の

２
斗
下
り
、
上
畠
１
石
２
斗
・
中
畠

１
石
・
下
畠
８
斗
・
下
々
畠
５
斗
、

屋
敷
は
畠
と
同
じ
等
級
別
斗
代

錦
部
郡
板
持
村
：
上
田
１
石
５
斗
の

２
斗
下
り
、
上
畠
１
石
３
斗
の
２
斗

下
り（
い
ず
れ
も
変
則
的
）、
屋
敷
１

石
３
斗

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

８
月
３
日
付
で
奉
行
宛
に
検
地
条
目
発
給

錦
郡
（
錦
部
）
村
は
間
竿
６
尺
５
寸
竿

『
藤
井
寺
市
史
』
６
史
料
編
４
上

『
八
尾
市
史
』
１

『
枚
方
市
史
』
３

『
富
田
林
市
史
』
２

『
交
野
市
史
』

『
河
内
長
野
市
史
』
６

『
守
口
市
史
』
本
文
編
１

『
松
原
市
史
』
１
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天
正
13

和
泉
国
日
根
郡
・
南

郡
？

小
堀
正
次

豊
臣
秀
長
検
地
か

閏
８
月
に
紀
伊
国
へ
の
検
地
命
令
が
出
て
お
り
、

同
時
か

『
岸
和
田
市
史
』
３

森
杉
夫「
和
泉
国
の
太
閤
検
地
」（『
大

阪
経
大
論
集
』
194-200、

1990-91
年
）

天
正
19

５
月

和
泉
国
和
泉
郡

吉
田
清
右
衛
門

指
出

百
姓
か
ら
の
起
請
文
あ
り

『
岸
和
田
市
史
』
３

『
和
泉
市
史
』
２
、
328-329

頁

文
禄
３

８
月

和
泉
国
一
国
検
地

片
桐
且
元
、
石
川
光
元
、
宮
城
豊

盛
、
浅
野
長
吉
、
石
田
正
澄
、
木

下
延
重
、
船
越
景
直
、
桑
原
貞
也
畝
歩

大
鳥
郡
綾
井
高
石
村
：
上
田
１
石
３

斗
の
１
斗
下
り
、
中
畠
８
斗
の
２
斗

下
り
、
屋
敷
１
石

和
泉
郡
信
太
郷
中
村
：
上
々
田
１
石

４
斗
の
１
斗
下
り
（
下
田
は
９
・
８

斗
）、上

々
畠
１
石
３
斗
５
升
の
１
斗

５
升
下
り（
変
則
的
）、
屋
敷
１
石
３

斗
５
升

南
郡
岸
和
田
村
：
上
田
１
石
５
斗
の

２
斗
下
り
、
上
畠
１
石
２
斗
の
２
斗

下
り
、
屋
敷
１
石
２
斗

無
姓

一
部
地
名

（
肩
書
）

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

８
月
３
日
付
で
奉
行
宛
に
検
地
条
目
発
給

前
年
８
月
に
実
施
決
定
か（「

か
り
そ
め
の
ひ
と
り

ご
と
」）

片
桐
・
石
河
・
宮
城
・
浅
野
の
分
は
250
歩
一
反

片
桐
・
石
河
・
浅
野
は
竿
６
尺
５
寸

森
杉
夫
「
和
泉
国
の
太
閤
検
地
」

天
正
13

閏
８
月
以
後

紀
伊
国
一
国
か

小
堀
正
次

豊
臣
秀
長
検
地

閏
８
月
９
日
に
命
令

実
際
に
実
施
さ
れ
た
か
は
不
明

安
藤
精
一
『
近
世
農
村
史
の
研
究
』

（
清
文
堂
出
版
、
1984

年
）

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」

天
正
15

９
月

紀
伊
国
玉
置
民
部
少
輔

領
（
日
高
郡
江

川
村
）

小
堀
正
次

小
堀
家
臣
：
弥
太
郎
、
宗
介

半
畝

「
一
所
」も

等
級
無
し

反
別
１
石
２
斗

無
姓

豊
臣
秀
長
検
地

地
積
表
示
は
大
雑
把

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」

弓
倉
弘
年
「
豊
臣
期
紀
伊
に
お
け
る

検
地
と
石
高
」（『
南
紀
徳
川
史
研
究
』

８
、
2004

年
）

天
正
16

８
月
か

紀
伊
国
高
野
山
領

豊
臣
奉
行
に
よ
る
高
野
山
領
検
地

『
高
野
春
秋
』
に
よ
る

高
野
山
の
反
対
に
よ
り
実
施
さ
れ
ず
？

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」

天
正
17

６
月
以
前

紀
伊
国
海
部
郡
加
太

売
券
の
面
積
か
ら
の
推
測

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」

天
正
18

10～
11
月

紀
伊
国
北
山
地
域
（
牟

婁
郡
こ
も
り

村
・
下
尾
井
村
）

小
堀
正
次
、
野
崎
与
三
郎
、
筆
頭

勘
兵
衛

小
堀
家
臣
：
弥
太
郎
、
与
一
郎

畝「一
所
」が

多
い

等
級
付
無
し

田
１
石
２
～
１
斗
、
畠
７
斗

無
姓

「
清
水
寺
」等

も
豊
臣
秀
長
検
地

速
水
融『
近
世
初
期
の
検
地
と
農
民
』

（
和
泉
書
院
、
2009

年
）

天
正
19

９
～
10
月

紀
伊
国
高
野
山
領
（
伊

都
郡
、那
賀
郡
）

小
堀
正
次
、
星
谷
弥
三
郎
、
上
月

九
右
衛
門
、
喜
右
衛
門
、
勝
介
、

勘
丞
、
覚
右
衛
門
、
分
介
、
伝
介

小
堀
家
臣
：
宗
介
、
弥
太
郎
、
与

一
郎
、
孫
二
郎

半
も
あ
り
上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下
り
、
上
畑

１
石
の
２
斗
下
り
、
屋
敷
１
石
２
斗

豊
臣
秀
保
検
地

天
正
18
年
９
月
に
命
令
、
10
月
に
指
出

反
対
派
の
抵
抗
と
秀
長
の
死
で
い
っ
た
ん
中
止
か

御
前
帳
作
成
の
た
め

前
田
正
明
「
天
正
十
九
年
の
高
野
山

領
の
検
地
に
つ
い
て
」（『

和
歌
山
地

方
史
研
究
』
54、

2008
年
）

前
田
正
明
「
天
正
一
九
年
安
楽
川
村

検
地
帳
・
天
正
一
九
年
野
田
原
村
検

地
帳
」（『

和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究

紀
要
』
17、

2011
年
）

井
戸
佳
子
・
藤
本
清
二
郎
「
紀
州
に

お
け
る
太
閤
検
地
と
石
高
制
の
成

立
」
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文
禄
年
間

紀
伊
国

検
地
有
り
？

弓
倉
弘
年
「
豊
臣
期
紀
伊
に
お
け
る

検
地
と
石
高
」

天
正
10

２
～
３
月

播
磨
国
姫
路
惣
社
領

寺
沢
弘
政

半
畝

上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下
り

無
姓

「
い
て
井
」

「
三
年
」「
河

間
」な
ど（
肩

書
）

荒
田
帳

以
前
の
検
地
帳
か
ら
の
書
き
抜
き
？

360
歩
一
反
と
300
歩
一
反
混
じ
る

『
大
日
本
史
料
』
11-2、

13
頁

天
正
12

９
月

播
磨
国
清
水
寺
領

矢
野
左
京
亮
定
満

豊
臣
秀
長
に
よ
る
指
出

寺
領
認
定
の
た
め
の
指
出
か

河
村
昭
一『
中
世
の
播
磨
と
清
水
寺
』

（
戎
光
祥
出
版
、
2013

年
）

天
正
15

以
前

播
磨
国

木
下
家
定
が
同
年
10
月
に
帳
外
れ
地
の
帳
作
成

を
命
じ
る

『
兵
庫
県
史
』
３

文
禄
３

９
月

播
磨
国
宇
喜
多
領
（
赤

穂
郡
周
世
郷
真

殿
村
）

宇
喜
多
河
内
守
、
宇
喜
多
土
佐
守
畝
歩

等
級
無
し

１
石
２
斗
～
１
斗

無
姓

「
し
に
人
」

「
ち
く
て
ん
」

も

宇
喜
多
秀
家
検
地

300
歩
一
反

『
兵
庫
県
史
』
３

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」（
米
原
正
義
先
生
古
稀
記
念
論
文

集
刊
行
会
編
『
戦
国
織
豊
期
の
政
治

と
文
化
』続
群
書
類
従
完
成
会
、1993

年
）

文
禄
４

８
月

播
磨
国
一
国
か

石
川
光
元

畝
歩

上
田
１
石
５
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
＆
下
々
田
９
斗
、
上
畠
８
斗
の

２
斗
下
り
・
上
＆
中
山
畠
６
斗
・
下

山
畠
４
斗
、
屋
敷
１
石
・
８
斗

無
姓

豊
臣
奉
行
に
よ
る
検
地
か

８
月
17
日
付
で
木
下
家
定
が
姫
路
を
加
増
さ
れ

る
こ
と
と
関
連
か

８
月
21
日
付
で
斑
鳩
寺
・
島
津
・
黒
田
・
片
桐
貞

隆
に
宛
行
状

播
磨
の
文
禄
４
年
検
地
帳
は
一
冊
の
み
。
池
田
氏

の
検
地
の
際
に
没
収
か

『
兵
庫
県
史
』
３

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

天
正
16

10
月

備
前
国
長
法
寺
領

花
房
湯
甫
公
、
宇
喜
多
平
十
郎
、

足
立
菅
十
郎

宇
喜
多
秀
家
に
よ
る
長
法
寺
へ
の
指
出
要
求

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

天
正
17

６
月

備
前
国
安
養
寺
領

金
谷
重
兵
衛
、
角
南
藤
左
衛
門
、

角
南
宗
左
衛
門

代
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず

没
収
分
は
貫
高

無
姓

「
作
○
○
」の

表
記

地
名（
肩
書
）

宇
喜
多
秀
家
検
地

寺
か
ら
の
指
出
を
承
認
か

360
歩
一
反

18
年
３
月
に
没
収
分
を
返
還

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

文
禄
３

９
月

備
前
国
宇
喜
多
領

帳
簿
打
ち
渡
し
は
戸
川
達
安
内
徳

蔵
弥
五
郎
、
岡
家
利
内
富
山
又
右

衛
門
尉
、
長
船
綱
直
内
池
田
与
右

衛
門
尉

畝
歩

等
級
無
し

田
だ
け
で
９
段
階
の
斗
代

無
姓

宇
喜
多
秀
家
検
地

300
歩
一
反

播
磨
国
と
同
時
か

９
月
に
宛
行
状
を
作
成

文
禄
４
年
１
～
２
月
に
寺
社
へ
帳
簿
を
打
ち
渡
す

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

森
脇
崇
文
「
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
に
お

け
る
文
禄
四
年
寺
社
領
寄
進
の
基
礎

的
考
察
」（『

年
報
赤
松
氏
研
究
』２
、

2009
年
）

天
正
15

以
前

９
月
以
前

美
作
国
宇
喜
多
領
（
勝

北
郡
新
野
東

分
）

宇
喜
多
秀
家
検
地

石
高
制
の
宛
行
が
天
正
15
年
９
月
に
あ
り

渡
邊
大
門
「
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
検
地

再
考
」（『
皇
學
館
論
叢
』43-6、

2010
年
）

文
禄
３

９
月

美
作
国
宇
喜
多
領

帳
簿
打
ち
渡
し
は
戸
川
達
安
内
徳

蔵
弥
五
郎
、
岡
家
利
内
富
山
又
右

衛
門
尉
、
長
船
綱
直
内
池
田
与
右

衛
門
尉

畝
歩

等
級
無
し

田
だ
け
で
９
段
階
の
斗
代

無
姓

宇
喜
多
秀
家
検
地

300
歩
一
反

播
磨
国
と
同
時
か

９
月
に
宛
行
状
を
作
成

文
禄
４
年
１
～
２
月
に
寺
社
へ
帳
簿
を
打
ち
渡
す

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

森
脇
崇
文
「
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
に
お

け
る
文
禄
四
年
寺
社
領
寄
進
の
基
礎

的
考
察
」
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天
正
17

因
幡
国
亀
井
領

12
月
付
で
秀
吉
の
領
知
朱
印
状

田
中
克
行
『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』

（
山
川
出
版
社
、
1998

年
）

文
禄
３

９
月
以
前

但
馬
国
宮
部
領

養
父
郡
持

河
内
村
名

寄
帳
：
半

畝

養
父
郡
持
河
内
村
名
寄
帳
：
等
級
無

し
、
田
１
石
３
斗
～
６
斗
、
畠
７
斗

～
２
斗

無
姓

分
付
記
載
あ

り
宮
部
継
潤
検
地

『
兵
庫
県
史
』
３

天
正
18

10
月
以
前

伯
耆
国
毛
利
領

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
1998

年
）

慶
長
２

慶
長
３

伯
耆
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

（
塙
書
房
、
1992

年
）

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
2007

年
）

天
正
17

10～
11
月

出
雲
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

360
歩
一
反

「
毛
利
様
御
代
御
検
地
帳
」と
い
う
19
年
11
月
付

帳
簿（
公
文
江
角
家
久
が
作
成
）が
あ
り
、「
一

○
○
俵
シ
リ

名
請
人
名
」
の
記
載
形
式
（
名
寄
帳

か
）

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

『
新
修
島
根
県
史
』史
料
編
２
、
３
号

文
禄
４

出
雲
国

毛
利
輝
元
に
よ
る
再
検
地
か

出
雲
国
造
家
文
書
153
は
12
月
25
日
付
の
打
ち

渡
し
坪
付
、
154
に
は
「
御
再
検
」
と
あ
り

禅
定
寺
文
書
は
９
月
20
日
付
の
打
ち
渡
し
坪
付

『
広
島
県
史
』
通
史
３
近
世
１

慶
長
２

慶
長
３

出
雲
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
11

７
月

石
見
国
妙
義
寺
領
（
飯

田
郷
）

和
田
中
務
丞
兼
芸
、
家
慶
、
□
葉

坊
重
賢
、
中
井
主
水
允
正
国
、
品

川
助
左
衛
門
将
員

益
田
藤
兼
検
地

増
野
藤
右
衛
門
殿
宛
、
益
田
藤
兼
袖
判
あ
り

検
地
目
録
形
式

「
妙
義
寺
文
書
」東
大
史
料
編
纂
所
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

天
正
18

10
月
以
前

石
見
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

慶
長
２

慶
長
３

石
見
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

慶
長
４

５
月

石
見
国
益
田
領

９
段
階
ま
た
は
６
段
階
、
畠
屋
敷
は

３
段
階

益
田
元
祥
検
地

300
歩
一
反

５
月
５
日
付
で
検
地
条
目
発
給

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』
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要



天
正
18

10
月
以
前

備
中
国
毛
利
領

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

文
禄
３

９
月

備
中
国
宇
喜
多
領

帳
簿
打
ち
渡
し
は
、（
戸
川
達
安

内
）
徳
蔵
弥
五
郎
、（
岡
家
利
内
）

富
山
又
右
衛
門
尉
、（
長
船
綱
直

内
）
池
田
与
右
衛
門
尉

畝
歩

等
級
無
し

田
だ
け
で
９
段
階
の
斗
代

無
姓

宇
喜
多
秀
家
検
地

300
歩
一
反

播
磨
国
と
同
時
か

９
月
に
宛
行
状
を
作
成

文
禄
４
年
１
～
２
月
に
寺
社
へ
帳
簿
を
打
ち
渡
す

寺
尾
克
成
「
宇
喜
多
氏
検
地
の
再
検

討
」

森
脇
崇
文
「
豊
臣
期
宇
喜
多
氏
に
お

け
る
文
禄
四
年
寺
社
領
寄
進
の
基
礎

的
考
察
」

慶
長
２

慶
長
３

備
中
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

慶
長
５

４
月
18
日

備
中
国
厳
島
神
社
領

（
阿
賀
郡
小
坂

部
村
）

西
与
蔵
、
久
兵
衛

畝
歩

田
１
石
４
～
３
斗
・
上
田
１
石
２

斗
・
中
田
１
石
３
斗
な
ど
、
一
定
せ

ず畠
・
屋
敷
は
貫
高

無
姓

「
神
主
ノ
」

「
重
国
ノ
」な

ど
（
肩
書
）

厳
島
神
社
検
地

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

「
厳
島
野
坂
文
書
」『
広
島
県
史
』
古

代
中
世
資
料
編

、
1829

号

慶
長
５

８
月
21
日

備
中
国
毛
利
元
康
領

（
小
田
郡
小
田

村
）

井
上
新
左
衛
門

毛
利
元
康
検
地

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
13

７
～
10
月
？

備
後
国
品
治
郡
・
安
那

郡

二
宮
就
辰
、
児
玉
左
衛
門
尉
、
羽

仁
加
賀
守
、横
山
二
郎
右
衛
門
尉
、

福
井
源
五
郎
、
本
堂
地
彦
左
衛
門

尉

大
半
小
歩
等
級
無
し

田
６
斗
、
畠
300
文

有
姓
も

毛
利
輝
元
検
地
か

打
渡
坪
付
が
複
数
通
伝
来

『
広
島
県
史
』
通
史
３
近
世
１

天
正
18

10
月
以
前

備
後
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

慶
長
２

慶
長
３

備
後
国
一
国

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
18

10
月
以
前

安
芸
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

天
正
18
年
４
月
８
日
付
で
豊
田
郡
楽
音
寺
宛
に

「
寺
内
は
守
護
不
入
な
の
で
検
地
し
な
い
」と
の
通

達
を
す
る

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

「
楽
音
寺
文
書
」『
広
島
県
史
』
古
代

中
世
資
料
編

、
11
号

慶
長
２

慶
長
３

安
芸
国
一
国

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
11

周
防
国
毛
利
領
（
吉
敷

郡
・
佐
波
郡
）

毛
利
輝
元
検
地

『
広
島
県
史
』
通
史
３
近
世
１
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）



天
正
16

８
月
（
遅
く
と

も
こ
の
時
期
に

は
実
施
開
始
）
周
防
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

慶
長
２

慶
長
３

周
防
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
15

８
月

長
門
国
一
国

大
半
小
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
９
～
３
斗
、
畠

300～
100
文
）

換
算
基
準
は
１
貫
＝
１
石

無
姓

地
名（
肩
書
）

毛
利
輝
元
天
正
惣
国
検
地

360
歩
一
反

豊
臣
政
権
か
ら
の
命
令
に
よ
る
（
御
前
帳
の
前

提
？
）

８
月
は
こ
の
長
門
国
検
地
に
伴
う
指
出
の
初
見

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

秋
山
伸
隆
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研

究
』

慶
長
２

慶
長
３

長
門
国
毛
利
領

奉
行
：
兼
重
元
続
、
蔵
田
就
貞

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
一
定
せ
ず
（
田
１
石
５
斗
～
４

斗
、
畠
800～

150
文
、
屋
敷
750～

400
文
）

無
姓

毛
利
輝
元
兼
重
蔵
田
検
地

300
歩
一
反

打
渡
坪
付
は
慶
長
４
年
８
月
以
後
に
発
給

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

慶
長
４

７
月

隠
岐
国
吉
川
領
（
別
府

村
）

山
縣
善
右
衛
門
、
阿
部
志
摩
守
、

白
地
与
三
右
衛
門
、
井
上
平
左
衛

門
、
公
文
近
藤
十
郎
左
衛
門

畝
歩

斗
代
一
定
せ
ず
（
中
田
１
石
２
斗
、

中
畠
100
文
程
度
）

無
姓

吉
川
広
家
検
地

名
寄
帳
形
式

畝
止
ま
り
や
10
歩
単
位
が
多
く
大
雑
把
な
丈
量

『
新
修
島
根
県
史
』史
料
編
２
、
５
号

光
成
準
治
『
中
・
近
世
移
行
期
大
名

領
国
の
研
究
』

天
正
13

淡
路
国
仙
石
領

仙
石
秀
久
が
秀
吉
に
指
出

９
月
10
日
付
で
脇
坂
安
治
に
宛
行

脇
坂
安
治
宛
天
正
14
年
11
月
の
宛
行
状
が
石
高

た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館

蔵
指
出
帳
（
未
確
認
）

『
兵
庫
県
史
』
３

天
正
18

６
月

讃
岐
国
塩
飽
諸
島

畝
歩

上
畑
麦
１
石
・
中
畑
麦
８
斗
・
下
畑

麦
５
斗

無
姓

豊
臣
直
轄
検
地
か

名
寄
帳

２
月
に
朱
印
状

『
新
編
丸
亀
市
史
』
２

『
香
川
叢
書
』
２

慶
長
２

９
月

讃
岐
国
生
駒
領
（
大
川

郡
長
尾
庄
）

畝
歩

上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下
り

無
姓

僅
か
に
分
付

有
り

生
駒
検
地

『
香
川
県
史
』
３

筑
後
正
治
「
長
尾
庄
に
お
け
る
太
閤

検
地
」（『
香
川
史
学
』10、

1981
年
）

慶
長
４

７
月

讃
岐
国
生
駒
領
（
豊
田

郡
姫
江
郷
内
木

之
郷
村
）

河
副
勝
左
衛
門
、
青
木
五
郎
左
衛

門
畝
歩

上
田
１
石
３
斗
の
１
斗
下
り
、
上
畠

７
斗
の
１
斗
下
り

無
姓

僅
か
に
分
付

有
り

生
駒
検
地

『
香
川
県
史
』
３

『
香
川
叢
書
』
２

筑
後
正
治
「
長
尾
庄
に
お
け
る
太
閤

検
地
」

天
正
11

３
月
頃

阿
波
国
長
宗
我
部
領

（
吉
野
川
下
流

域
）

代
長
宗
我
部
元
親
検
地

360
歩
一
反

下
村
效
「
土
佐
長
宗
我
部
氏
の
初
期

検
地
」（『

日
本
中
世
の
法
と
経
済
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
1998

年
）

天
正
13

10
月
予
定
、
12

月
終
了

阿
波
国
一
国
か

蜂
須
賀
家
政
検
地

11
月
に
「
検
地
之
上
ヲ
以
、
弐
百
石
」
の
宛
行
を

約
束

京
升
使
用
、
石
高
制
導
入

14
年
７
月
に
郡
奉
行
宛
掟
を
制
定

『
徳
島
県
史
』
３

宇
山
孝
人
「
蜂
須
賀
氏
の
阿
波
入
部

直
後
の
検
地
と
年
貢
徴
収
」（『
史
窓
』

22、
1991

年
）
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天
正
17

天
正
18

10～
12
月

未
調
査

阿
波
国
一
国

伏
屋
忠
左
衛
門
、
八
田
弥
助
ら

畝
歩

平
野
部
：
上
上
田
１
石
５
斗
・
上
田

１
石
４
斗
・
中
田
１
石
２
斗
・
中
下

田
１
石
１
斗
・
下
田
９
斗
・
下
々
田

７
斗
、
上
上
畠
１
石
３
斗
・
上
畠
１

石
１
斗
・
中
畠
８
斗
５
升
・
中
下
畠

６
斗
５
升
・
下
畠
４
斗
５
升
・
下
々

畠
３
斗

山
間
部
：
上
田
１
石
１
斗
の
２
斗
下

り
（
三
段
階
）、
上
畠
６
斗
５
升
・
中

畠
４
斗
５
升
・
下
畠
３
斗
・
下
々
畠

１
斗
５
升

無
姓

蜂
須
賀
家
政
検
地

300
歩
一
反

天
正
19
年
の
名
西
郡
・
阿
波
郡
検
地
帳
も
あ
る
が

御
前
帳
の
写
か

『
徳
島
県
史
』
３

宇
山
孝
人
「
表
高
の
成
立
過
程
に
関

す
る
一
考
察
―
阿
波
蜂
須
賀
氏
の
天

正
・
慶
長
検
地
帳
を
素
材
と
し
て
―
」

（『
鳴
門
史
学
』
６
、
1992

年
）

文
禄
２

12
月

阿
波
国
蜂
須
賀
領
（
麻

植
郡
山
田
村
）

蜂
須
賀
家
政
検
地

宇
山
孝
人
「
表
高
の
成
立
過
程
に
関

す
る
一
考
察
―
阿
波
蜂
須
賀
氏
の
天

正
・
慶
長
検
地
帳
を
素
材
と
し
て
―
」

天
正
14

天
正
15

伊
予
国
小
早
川
領

来
島
領

玉
木
吉
保
ら

大
半
小
歩
等
級
無
し

田
８
斗
、
畠
100
文
（
こ
れ
以
外
の

斗
代
も
多
い
）

毛
利
輝
元
検
地

天
正
惣
国
検
地
の
一
環
か

360
歩
一
反
、
石
貫
制

14
年
11・
12
月
に
小
早
川
隆
景
と
来
島
通
総
が

寺
領
宛
行

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

『
身
自
鏡
』（
米
原
正
義
校
注
『
戦
国

期
中
国
史
料
撰
』マ
ツ
ノ
書
店
、1987

年
）

天
正
15

８
月

伊
予
国
福
島
領
（
新
居

郡
・
宇
摩
郡
）

上
上
田
１
石
６
斗
の
１
斗
下
り
、
畠

１
石
２
斗
・
８
斗
、
屋
敷
１
石
５
斗

福
島
正
則
検
地

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

天
正
15

７
月
以
後

伊
予
国
戸
田
領
（
風
早

郡
忽
那
島
）

畝
歩

上
上
田
１
石
６
斗
の
１
斗
下
り
、
上

中
畠
８
斗
・
中
畠
６
斗
・
下
畠
４
斗
・

山
畠
２
斗
、
屋
敷
１
石
５
斗

無
姓

「
お
う
ち
」

「
く
ろ
い
わ
」

等
（
肩
書
）

戸
田
勝
隆
検
地

検
地
条
目
は
７
月
14
日

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

天
正
15

７
月
以
後

伊
予
国
戸
田
領
（
宇
和

郡
）

浅
野
長
吉

畝
歩

上
上
田
１
石
６
斗
の
１
斗
下
り
、
上

上
畠
１
石
２
斗
の
１
斗
下
り
、
屋
敷

１
石
３
斗

浅
野
長
吉
に
よ
る
戸
田
勝
隆
領
検
地

15
年
７
月
18
日
に
魚
成
村
で
禁
制
、
間
竿
６
尺

５
寸

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

天
正
19

８
～
９
月

伊
予
国
福
島
領
（
越
智

郡
鴨
部
郷
中

村
）

上
上
田
１
石
６
斗
の
１
斗
下
り

福
島
正
則
検
地

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

文
禄
３

８
月

伊
予
国
戸
田
領
（
宇
和

郡
保
内
郷
木
津

浦
村
）

上
上
田
１
石
６
斗
の
１
斗
下
り
、
上

中
畠
８
斗
・
中
畠
６
斗
・
下
畠
４
斗
・

山
畠
２
斗
、
屋
敷
８
斗

戸
田
勝
隆
検
地

『
愛
媛
県
史
』
近
世
上

文
禄
５
？
正
月
以
後

伊
予
国
藤
堂
領
か

藤
堂
高
虎

豊
臣
政
権
の
命
令
に
よ
る
藤
堂
領
検
地
？

高
虎
は
「
我
等
ニ
検
地
被
仰
付
候
」
と
す
る

帳
簿
と
絵
図
の
ひ
な
形
を
遣
わ
す

「
藤
堂
家
文
書
」
１
号
（『
三
重
県
史

資
料
叢
書
』
藤
堂
高
虎
関
係
資
料
集

補
遺
）

天
正
15

天
正
16

天
正
17

天
正
18

９
～
翌
４
月

８
～
翌
４
月

10～
翌
５
月

11～
12
月

土
佐
国
ほ
ぼ
一
国
検
地
桑
名
吉
成
、
中
島
重
治
、
南
岡
親

秀
ほ
か
多
数

代
歩

等
級
は
あ
る
が
分
米
無
し

給
人
は
「
○

○
給
」

作
職
は
「
○

○
作
」

有
姓
多
し

長
宗
我
部
元
親
天
正
総
検
地

豊
臣
政
権
の
命
令
に
よ
る
実
施

300
歩
一
反
、
間
竿
６
尺
３
寸
、
京
升
使
用

横
川
末
吉
『
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研

究
』（
高
知
市
立
市
民
図
書
館
、
1961

年
）

平
井
上
総
『
長
宗
我
部
氏
の
検
地
と

権
力
構
造
』（
校
倉
書
房
、
2008

年
）

天
正
18

天
正
19

11～
12
月

11～
12
月

土
佐
国

長
宗
我
部
領

（
吾
川
郡
・
高
岡

郡
・
土
佐
郡
・

香
美
郡
）

国
分
親
賀
、
桑
名
重
安
、
福
富
甚

兵
衛
ほ
か
多
数

代
歩

等
級
は
あ
る
が
分
米
無
し

給
人
は
「
○

○
給
」

作
職
は
「
○

○
作
」

有
姓
多
し

長
宗
我
部
元
親
検
地

一
部
の
村
へ
の
再
検
地

横
川
末
吉
『
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研

究
』

平
井
上
総
『
長
宗
我
部
氏
の
検
地
と

権
力
構
造
』
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文
禄
４

慶
長
１

慶
長
２

慶
長
３

９
月

12
月

１
～
５
月

１
月

土
佐
国

長
宗
我
部
領

（
土
佐
郡
・
安
芸

郡
・
吾
川
郡
・

幡
多
郡
）

大
黒
半
左
衛
門
、
山
中
修
理
、
横

山
九
郎
兵
衛
ほ
か
多
数

代
歩

等
級
は
あ
る
が
分
米
無
し

給
人
は
「
○

○
給
」

作
職
は
「
○

○
作
」

有
姓
多
し

長
宗
我
部
元
親
検
地

一
部
の
村
へ
の
再
検
地
お
よ
び
新
田
検
地

横
川
末
吉
『
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研

究
』

平
井
上
総
『
長
宗
我
部
氏
の
検
地
と

権
力
構
造
』

天
正
15

８
～
９
月

豊
前
国
一
国
か

畝
歩

等
級
無
し

斗
代
は
８
斗
か
ら
六
段
階

分
付
記
載

在
地
武
士
あ

り下
作
記
載
あ

り

黒
田
孝
高
に
よ
る
一
国
検
地

分
米
の
肩
に
蔵
入
り
・
給
人
の
別
が
記
載

７
月
に
秀
吉
が
土
豪
時
枝
氏
に
「
検
地
の
上
宛
行

う
の
で
黒
田
の
与
力
に
な
れ
」
と
い
う
朱
印
状
を

出
す

大
友
領
の
妙
見
・
龍
王
城
領
は
黒
田
が
検
地
を
行

な
っ
た
の
ち
に
大
友
氏
に
引
き
渡
す

佐
藤
満
洋
「
天
正
十
五
年
の
黒
田
氏

に
よ
る
豊
前
国
検
地
」（『

大
分
県
地

方
史
』
150、

1994
年
）

外
園
豊
基
「
史
料
紹
介

天
正
十
五

年
豊
前
国
宇
佐
郡
高
家
村
検
地
帳
に

つ
い
て
」（『

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
術
研
究
』
地
理
学
・
歴
史
学
・
社

会
科
学
編
37、

1988
年
）

外
園
豊
基
「
豊
前
国
に
お
け
る
天

正
・
慶
長
の
検
地
」（『

歴
史
評
論
』

370、
1981

年
）

大
山
智
美
「
中
近
世
移
行
期
の
国
衆

一
揆
と
領
主
検
地
―
肥
後
国
衆
一
揆

を
素
材
と
し
て
―
」（『

九
州
史
学
』

164、
2012

年
）

天
正
17

10
月
以
後

豊
後
国
大
友
領

大
半
小
歩

畝
歩

大
友
義
統
検
地

10
月
に
豊
臣
政
権
か
ら
検
地
命
令
、
検
地
帳
不
明

京
升
使
用

貫
高
制
か
ら
地
高
制
へ
変
化

天
正
19
年
８
月
に
豊
臣
政
権
に
検
地
目
録
を
提

出
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
に
は
検
地
終
了

天
正
19
年
３
月
の
「
田
地
石
付
」
な
る
検
地
帳
あ

り
（
未
見
）

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』（
校
倉
書
房
、
1996

年
）

後
藤
重
巳
・
山
中
浩
二
「
慶
長
三
年

豊
後
国
大
野
郡
鍛
冶
股
内
名
（
臼
迫

村
）検
地
史
料
」（『

大
分
縣
地
方
史
』

98、
1980

年
）

文
禄
２

７
～
閏
９
月

豊
後
国
一
国
検
地

宮
部
継
潤
（
日
田
・
玖
珠
・
国
東
・

速
見
郡
）

山
口
宗
長
（
海
部
・
大
分
・
大
野
・

直
入
郡
）

畝
歩

村
位
・
地
位
併
用

上
村
は
上
上
田
１
石
６
斗
、
中
村
は

上
上
田
１
石
５
斗
、
下
村
は
上
上
田

１
石
４
斗
で
そ
れ
ぞ
れ
２
斗
下
り

無
姓

う
せ
人
多
し

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

大
友
氏
改
易
に
よ
る

山
口
は
６
月
に
「
当
毛
付
之
次
第
」
等
を
発
給

検
地
終
了
後
に
各
地
に
代
官
と
大
名
領
を
配
置

『
大
分
県
史
』
近
世
１

『
大
分
県
史
』
近
世
２

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

佐
藤
満
洋
「
太
閤
検
地
に
お
け
る
村

位
別
石
盛
り
制
の
研
究
」（
藤
野
保
編

『
九
州
と
豊
臣
政
権
』
国
書
刊
行
会
、

1984
年
）

文
禄
３

豊
後
国
中
川
領
（
大
野

郡
鍛
冶
股
名
の

内
（
臼
迫
村
））

中
川
秀
成
検
地

未
見

後
藤
重
巳
・
山
中
浩
二
「
慶
長
三
年

豊
後
国
大
野
郡
鍛
冶
股
内
名
（
臼
迫

村
）
検
地
史
料
」

慶
長
２

３
月

豊
後
国
海
部
郡

松
田
清
右
衛
門

長
江
二
郎
助

畝
歩
間
数
表
示
上
田
１
石
３
斗
の
２
斗
下
り
、
上
畠

１
石
の
２
斗
下
り

太
田
一
吉
検
地
・
毛
利
重
政
検
地
・
豊
臣
直
轄
地

検
地
の
い
ず
れ
か
不
明

『
大
分
県
史
』
近
世
１

『
大
分
県
史
料
』
37

『
豊
後
国
佐
賀
郷
・
丹
生
荘
・
臼
杵

荘
・
佐
伯
荘
・
柴
山
村
史
料
』

慶
長
２

豊
後
国
太
田
領（
海
部
･

大
野
郡
）

畝
歩

太
田
一
吉
検
地

202
村
分
の
写
あ
り

『
大
分
県
史
』
近
世
１
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慶
長
３

７
月
24
日

豊
後
国
福
原
領
（
速
水

郡
日
出
庄
）

辻
間
七
蔵

畝
歩

上
田
１
石
３
斗

「
つ
へ
入
○
石
△
斗
」と
す
る
筆
が
い

く
つ
も
あ
り
（
検
地
済
を
指
す
？
）

福
原
直
高
に
よ
る
指
出
徴
収

「
日
出
庄
御
指
出
帳
」
と
あ
り

９
月
に
庄
屋
辻
間
越
後
守
・
七
蔵
に
扶
持
人
同
前

の
伺
候
が
命
じ
ら
れ
る
（「
城
内
文
書
」
16『
大
分

県
史
料
』
11）

『
大
分
県
史
料
』
18

慶
長
３

９
～
10
月

豊
後
国
中
川
領

畝
歩

村
位
と
等
級
併
用

上
村
は
上
上
田
１
石
６
斗
５
升
、
中

村
は
上
上
田
１
石
５
斗
５
升
、
下
村

は
上
上
田
１
石
４
斗
５
升
で
そ
れ
ぞ

れ
２
斗
下
り

無
姓

中
川
秀
成
検
地

『
大
分
県
史
』
近
世
１

後
藤
重
巳
・
山
中
浩
二
「
慶
長
三
年

豊
後
国
大
野
郡
鍛
冶
股
内
名
（
臼
迫

村
）
検
地
史
料
」

慶
長
４

９
月

豊
後
国
早
川
領
（
大
分

郡
今
津
留
村
）

早
川
長
政
検
地

長
政
は
こ
の
年
５
月
に
福
原
直
高
に
代
わ
り
府
内

城
主
に
復
帰

『
大
分
県
史
』
近
世
２

天
正
15

７
～
10
月

筑
前
国

宗
像
社
宛
打
渡
状
で
は
畠
・
屋
敷
も

石
高

小
早
川
隆
景
に
よ
る
指
出
徴
収

隆
景
以
前
に
豊
臣
政
権
か
ら
指
出
命
令
？

京
升
使
用

12
月
に
宗
像
社
宛
打
渡
状

『
福
岡
県
史
』
通
史
編
福
岡
藩
⑴

天
正
16

筑
前
国
小
早
川
領

桂
宮
内
少
輔
景
種
ら

大
半
小
歩
田
は
分
米
、
畠
は
古
銭
（
指
出
も
古

銭
）

小
早
川
隆
景
検
地

７
月
に
検
地
に
伴
い
肥
筑
両
国
の
境
目
を
定
め
る

11
月
に
宗
像
社
領
指
出
、
17
年
11
月
に
検
地
目

録
打
渡
す

360
歩
一
反

福
岡
市
史
資
料
編
近
世
１
・
P
14

『
福
岡
県
史
』
通
史
編
福
岡
藩
⑴

「
奈
良
崎
文
書
」東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
写
本

文
禄
４

９
～
10
月

筑
前
国
一
国

奉
行
：
山
口
宗
長

組
頭
：
南
部
武
右
衛
門
、
蒔
田
次

郎
兵
衛
、
長
崎
伊
豆
守
、
下
司
甚

兵
衛
、
小
島
喜
太

、
杉
帯
刀

役
人
：
曽
我
平
吉
、坂
崎
長
兵
衛
、

行
武
四
郎
右
衛
門
、
竹
下
次
郎
左

衛
門
、（
筆
者
）存
椽
、
吉
近
太
郎

右
衛
門
、
有
田
一
右
衛
門
、
小
金

丸
新
兵
衛
、
白
須
専
助

検
地
帳
作
成
：
小
泉
万
丞
、
上
野

右
衛
門
大
夫
、
小
嶋
喜
太

畝
歩
間
数
表
示

上
田
１
石
２
斗
の
２
斗
下
が
り
、
上

畠
８
斗
の
２
斗
下
が
り
（
下
々
畠
は

３
斗
）、
屋
敷
１
石

無
姓

小
早
川
秀
秋
家
臣
に
よ
る
一
国
検
地

隆
景
か
ら
秀
秋
へ
の
代
替
わ
り
に
よ
る

宛
行
状
は
12
月
～
翌
年
３
月

300
歩
一
反

松
下
志
朗『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
』

（
塙
書
房
、
1984

年
）

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

天
正
18

９
月
以
前

筑
後
国
立
花
領

立
花
宗
茂
検
地

地
高
制
を
採
用

中
野
等『
立
花
宗
茂
』（
吉
川
弘
文
館
、

2001
年
）

文
禄
４

９
～
10
月

筑
後
国
一
国

奉
行
：
山
口
宗
長

組
頭
：
南
部
武
右
衛
門
、
蒔
田
次

郎
兵
衛
、
長
崎
伊
豆
守
、
下
司
甚

兵
衛
、
小
島
喜
太

、
杉
帯
刀

役
人
：
曽
我
平
吉
、坂
崎
長
兵
衛
、

行
武
四
郎
右
衛
門
、
竹
下
次
郎
左

衛
門
、（
筆
者
）存
椽
、
吉
近
太
郎

右
衛
門
、
有
田
一
右
衛
門
、
小
金

丸
新
兵
衛
、
白
須
専
助

検
地
帳
作
成
：
小
泉
万
丞
、
上
野

右
衛
門
大
夫
、
小
嶋
喜
太

畝
歩
間
数
表
示

上
田
１
石
２
斗
の
２
斗
下
が
り
、
上

畠
８
斗
の
２
斗
下
が
り
（
下
々
畠
は

３
斗
）、
屋
敷
１
石

無
姓

小
早
川
秀
秋
家
臣
に
よ
る
一
国
検
地

立
花
宗
茂
領
・
高
橋
直
次
領
・
筑
紫
広
門
領
・
小

早
川
秀
包
領
も

各
大
名
領
の
出
分
は
没
収
、
秀
秋
領
に
編
入

隆
景
か
ら
秀
秋
へ
の
代
替
わ
り
に
よ
る

宛
行
状
は
12
月
～
翌
年
３
月

300
歩
一
反

松
下
志
朗『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
』

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』
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天
正
16

８
月
・
11
月

肥
前
国
竜
造
寺
領

横
尾
三
郎
右
衛
門
尉
、
葉
太
郎
右

衛
門
尉
、（
筆
者
）
中
嶋
無
量
寺

畝
歩
一
筆
ご
と

に
旧
面
積

も
記
載

等
級
・
分
米
無
し

無
姓

「
小
太
郎
丸
」

等
（
肩
書
）

龍
造
寺
政
家
検
地

360
歩
一
反

藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』

（
吉
川
弘
文
館
、
1981

年
）

松
下
志
朗『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
』

文
禄
２

７
～
８
月

肥
前
国
波
多
親
旧
領

（
松
浦
郡
）

長
束
正
家
、
山
中
長
俊

豊
臣
奉
行
に
よ
る
検
地

５
月
の
波
多
親
改
易
後
に
命
令

８
月
１
日
付
で
検
地
条
目
発
給

閏
９
月
に
宛
行
状

竿
６
尺
２
寸
、
300
歩
一
反
、
石
高
制
導
入

松
下
『
石
高
制
と
九
州
の
藩
財
政
』

（
九
州
大
学
出
版
会
、
1996

年
）

文
禄
４

９
～
10
月

肥
前
国
小
早
川
領

奉
行
：
山
口
宗
長

組
頭
：
南
部
武
右
衛
門
、
蒔
田
次

郎
兵
衛
、
長
崎
伊
豆
守
、
下
司
甚

兵
衛
、
小
島
喜
太

、
杉
帯
刀

役
人
：
曽
我
平
吉
、坂
崎
長
兵
衛
、

行
武
四
郎
右
衛
門
、
竹
下
次
郎
左

衛
門
、（
筆
者
）存
椽
、
吉
近
太
郎

右
衛
門
、
有
田
一
右
衛
門
、
小
金

丸
新
兵
衛
、
白
須
専
助

検
地
帳
作
成
：
小
泉
万
丞
、
上
野

右
衛
門
大
夫
、
小
嶋
喜
太

畝
歩
間
数
表
示

上
田
１
石
２
斗
の
２
斗
下
が
り
、
上

畠
８
斗
の
２
斗
下
が
り
（
下
々
畠
は

３
斗
）、
屋
敷
１
石

無
姓

小
早
川
秀
秋
検
地

隆
景
か
ら
秀
秋
へ
の
代
替
わ
り
に
よ
る

宛
行
状
は
12
月
～
翌
年
３
月

300
歩
一
反

松
下
志
朗『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
』

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

慶
長
４

肥
前
国
大
村
領

畝
歩

上
々
田
１
石
５
斗
の
２
斗
下
り

（
下
々
田
５
斗
）、
上
畠
６
斗
の
２
斗

下
り（
下
々
畠
１
斗
）、
上
屋
敷
１
石

３
斗
の
２
斗
下
り

大
村
喜
前
検
地

『
長
崎
県
史
』
藩
政
編

天
正
15

６
月
以
後

壱
岐
国
松
浦
領

松
浦
隆
信
検
地

６
月
28
日
に
秀
吉
か
ら
検
地
命
令

『
長
崎
県
史
』
藩
政
編

天
正
15

８
～
1
1
月
の

間
？

肥
後
国
佐
々
領

丈
地
高
制
か
、
野
畠
は
貫
高
か

佐
々
成
政
検
地

指
出
に
よ
る
安
堵
か
ら
改
め
て
検
地
を
実
施

秀
吉
は
15
年
は
指
出
の
み
で
検
地
は
翌
年
施
行

を
指
示

『
新
熊
本
市
史
』
近
世
２

大
山
智
美
「
中
近
世
移
行
期
の
国
衆

一
揆
と
領
主
検
地
―
肥
後
国
衆
一
揆

を
素
材
と
し
て
―
」（『

九
州
史
学
』

164、
2012

年
）

天
正
16

３
～
５
月

肥
後
国
一
国
（
相
良
領

を
除
く
）

浅
野
長
吉
（
山
本
郡
・
飽
田
郡
・

詫
摩
郡
・
川
尻
）、
生
駒
親
正
（
玉

名
郡
・
山
鹿
郡
）、蜂

須
賀
家
政（
菊

池
郡
・
合
志
郡
）、
戸
田
勝
隆
・
黒

田
孝
高
・
毛
利
吉
成
（
阿
蘇
郡
・

益
城
郡
）、
福
島
正
則
・
加
藤
清

正
・
小
西
行
長
（
宇
土
郡
・
八
代

郡
・
葦
北
郡
・
天
草
郡
・
球
磨
郡
）

豊
臣
奉
行
に
よ
る
一
国
検
地

佐
々
成
政
改
易
に
伴
う
検
地

360
歩
１
反

検
地
帳
残
ら
ず

『
新
熊
本
市
史
』
近
世
２

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』（
清
文
堂
、
2004

年
）

『
相
良
家
文
書
』
698

天
正
17

７
～
９
月

肥
後
国
加
藤
領
（
山
鹿

郡
・
菊
池
郡
・

阿
蘇
郡
）

窪
田
藤
兵
衛
、
平
井
十
兵
衛

畝
歩

上
田
１
石
３
斗
・
中
田
１
石
３
斗
・

下
田
１
石
１
斗
５
升
、
上
畠
８
斗
、

屋
敷
８
斗

無
姓

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

『
新
熊
本
市
史
』
近
世
２

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

天
正
19

肥
後
国
加
藤
領
（
山
鹿

郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

文
禄
２

肥
後
国
加
藤
領
（
山
鹿

郡
・
阿
蘇
郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』
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文
禄
４

肥
後
国
加
藤
領
（
山
鹿

郡
・
菊
池
郡
・

阿
蘇
郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

文
禄
５

肥
後
国
加
藤
領
（
菊
池

郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

文
禄
５

閏
７
月
以
後
？
肥
後
国
相
良
領
（
球
磨

郡
）

石
田
三
成
家
臣
に
よ
る
相
良
領
検
地

相
良
側
か
ら
の
依
頼

予
定
よ
り
も
遅
れ
、
実
施
し
た
か
も
不
明

『
相
良
家
文
書
』
769
号

慶
長
２

肥
後
国
加
藤
領
（
葦
北

郡
・
山
鹿
郡
・

阿
蘇
郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

慶
長
４

肥
後
国
加
藤
領
（
葦
北

郡
・
山
鹿
郡
）

加
藤
清
正
検
地

仕
直
し
あ
る
い
は
検
地
未
実
施
の
村
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

慶
長
５

４
月
21
日

以
後

肥
後
国
相
良
領
の
一
部

（
球
磨
軍
）

愛
甲
新
介
、
犬
童
長
左
衛
門
尉

相
良
頼
房
検
地

「
七
ヶ
寺
」へ
の
宛
行
に
あ
た
り「
先
年
同
事
之
竿
」

で
事
前
に
対
象
地
を
検
地

池
田
公
一
編
『
中
世
九
州
相
良
氏
関

係
文
書
集
』
363
号

慶
長
５

肥
後
国
小
西
領
（
益
城

郡
）

小
西
行
長
検
地
か

松
本
寿
三
郎
『
近
世
の
領
主
支
配
と

村
落
』

天
正
20

８
月
以
後

日
向
国
島
津
領

豊
臣
奉
行
（
細
川
藤
孝
）
に
よ
る
検
地

８
月
に
秀
吉
か
ら
検
地
命
令
が
出
て
寺
社
領
勘
落

が
行
な
わ
れ
る
も
11
月
に
は
総
検
地
の
実
施
が

延
期

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

文
禄
２

10
月

日
向
国
島
津
領
（
諸
県

郡
飯
野
内
大
明

神
村
）

畝
歩

上
田
１
石
４
斗
の
２
斗
下
り

無
姓

「
自
作
分
」と

の
分
付

豊
臣
奉
行
（
細
川
藤
孝
）
に
よ
る
島
津
領
検
地

前
年
８
月
に
秀
吉
か
ら
検
地
命
令
が
出
る
も
11

月
に
は
延
期
決
定

文
禄
２
年
５
月
に
指
出
命
令

こ
の
検
地
帳
は
翌
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
？

（
中
野
説
）

『
宮
崎
県
史
』
近
世
上

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

文
禄
２

10～
12
月

日
向
国
伊
東
領

伊
東
祐
兵
検
地

「
日
向
記
」
に
よ
る

『
宮
崎
県
史
』史
料
編
近
世
４
、
29
頁

文
禄
３

文
禄
４

11
月
～

～
３
月

日
向
国
島
津
領

石
田
家
臣

畝
歩

村
位
別
石
盛

上
ノ
村
：
上
田
１
石
６
斗
の
２
斗
下

り
、
上
畠
１
石
２
斗
の
２
斗
下
り

中
ノ
村
：
上
田
１
石
４
斗
の
２
斗
下

り
、
上
畠
１
石
の
２
斗
下
り

下
ノ
村
：
上
田
１
石
の
２
斗
下
り
、

上
畠
７
斗
の
２
斗
下
り

全
体
：
屋
敷
１
石
・
町
方
屋
敷
１
石

３
斗

５
日
前
に
作
成
の
斗
代
注
文
は
上
田

１
石
７
斗
の
３
斗
下
り
に
な
る
な
ど

別
の
基
準

豊
臣
奉
行
（
石
田
三
成
）
に
よ
る
島
津
領
検
地

７
月
16
日
に
検
地
条
目
と
斗
代
注
文
発
給

朱
印
状
は
４
年
６
月

知
行
宛
行
は
４
年
９
月
か
ら
５
年
12
月
ま
で
続

く300
歩
一
反

山
本
博
文
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世

の
国
制
』

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と

太
閤
検
地
』

『
島
津
家
文
書
』
1099・

1100
号
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